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ピンチを救ってくれた若旦那と契約結婚!?




　高級オフィスに緑あふれるコンドミニアム的なレジデンス、総合病院などがある複合タウン『ベリーヒルズビレッジ』、通称『べリヒル』の一画には、日本の古きよき文化を全世界に発信するショッピングモールがある。

　高級和菓子店に呉服店、寿す司しレストランなどのテナントが入っており、屋上には茶室や本格的な日本庭園もあって、連日国内外から多くのお客様が訪れていた。

　私、今いま井い陽ひ奈な子こが勤める宝石店もそう。今日もたくさんのお客様が来店されていた。

「こちらは世界で最も珍しいジェムストーンのひとつである、アメトリンとダイヤの指輪です。黄金色に輝く日光のようなシトリンと、紫色の夕日のようなアメジスト、そしてホワイトダイヤが贅ぜい沢たくに使用された商品となっております」

　ジュエリーグローブをつけて、厳重に管理されているショーケースの中から商品を取り出すと、お客様は目を輝かせた。

「本当に綺き麗れいね。これを着けてパーティーに行ったら注目の的よね、今井さん」

「はい、なによりお客様に大変お似合いです」

　にっこり営業スマイルで常連客の対応にあたりながら、しきりに時間を気にしてしまう。

　そろそろ約束の十五時になろうとしている。彼は約束をしっかりと守ってくれるだろうか。

　不安が募る中、刻一刻と過ぎていく時間。そして十五時になる頃、急に店内が騒がしくなった。

　颯さっ爽そうと店内に入店してきたのは、和服姿の男性。身長は一八〇センチ以上の長身で、爽やかな黒髪。切れ長で涼しげな目元の彼は、シンプルな紺色の着物がよく似合う。

　長めの羽織りの裾すそを揺らしながら、周囲の視線などいっさい気にすることなくこちらに歩み寄ってくる。

　そして私の前で足を止めると、一気に注目が集まる中、低くてよく通る声で言った。

「キミにプロポーズするための指輪がほしい」

　突然の公開プロポーズに、店内にワッと歓声があがる。

「やだ、プロポーズ!?」

「どういうことですか？　陽奈子先輩!!」

　お客様だけではなく、同僚からも驚きの声があがる中、私は至って冷静だった。

　だってこのプロポーズは、ある人物を欺あざむくために彼、東とう郷ごう篤あつしと考えた演出なのだから。

　ことの発端は、一週間ほど前に遡さかのぼる。




＊　＊　＊




「もし俺の彼女になってくれるなら、キミの好きな宝石をいくらでも買ってあげるよ」

　とんだ三流の口く説どき文句で勤務中に交際を迫ってくる男に、ここ最近ずっと私は頭を悩まされている。

「そろそろいい返事をくれない？　俺、かなりの優良物件だと思うけど」

　自分で自分のことを優良物件と言っている時点で、そうではないことに気づいてくれないだろうか。

　なんてことは、一応お客様のこの男にはもちろん言えない。営業スマイルを貫き、心にもないことを言う。

「ありがとうございます。しかしいつも申しておりますが、私のような者が君きみ島しま様の恋人になど恐れ多いです」

　ここで察してほしいところ。遠回しにあなたとは絶対にお付き合いしたくないと言っていると。

「えぇー、そんなことないよ。陽奈子ちゃん美人だし、俺の隣にいても全然おかしくないよ」

　三十歳にしてベリーヒルズビレッジのオフィスビルの七階にオフィスを構え、一企業の社長を務める君島孝こう二じ。この男は自分になびかない女はいないと思っているのだろうか。そろそろ営業スマイルも限界。

「陽奈子先輩、休憩にどうぞ」

　タイミングよく救いの手を差し伸べてくれたのは、後輩の根ね本もと多た恵えだ。

「申し訳ございません、君島様。少し失礼します。その間、ほかのスタッフをお呼びしましょうか？」

「いや、今日は失礼するよ。また今度ゆっくり買いに来るから」

　小さく手を上げて去っていく君島さんのうしろ姿を、ていねいに頭を下げて見送る。

　そして店から出て見えなくなった頃、多恵ちゃんとともに裏の控室へ入ってドアを閉めると同時に、多恵ちゃんは声を荒らげた。

「なんですか、あの口説き文句は！　私、聞いていて寒気がしました!!」

　本当に身震いをして身体からだを擦さする多恵ちゃんに、苦笑いするしかない。

「いくらスペックが高くて顔もよくても、性格がだめです。それと聞いたんですけど君島さんってベリヒルで働く女性を次々に食べてポイ捨てしているみたいですよ！　女の敵です！」

「食べてポイ捨てって……」

　多恵ちゃんもなかなかの言いようだ。でも女の敵っていうのには同感。どうも君島さんは、女性を下に見ているところがあるもの。

　控室にあるコーヒーサーバーでカフェオレをふたつ淹いれると、多恵ちゃんはひとつを私に差し出した。

「どうぞ、陽奈子先輩」

「ありがとう」

　受け取って椅子に腰掛けると、多恵ちゃんも隣に座り、カフェオレをすすりながら言う。

「陽奈子先輩は美人で仕事もできて、なにより優しい！　だからまぁ、君島さんは見る目はあると思いますけど。でも！　陽奈子先輩のお相手としては、相応ふさわしくありません」

「ハハ……ありがとう」

　多恵ちゃんは私より三つ下の二十五歳。明るくて仕事熱心な子でもあるけれど、ややミーハーな一面もある。

　でもこうして慕ってもらえて、さっきのようにいろいろと助けられてもいた。

「そろそろ君島さんをどうにかしたほうがいいですよ。日に日に悪化しているじゃないですか」

「そうだよねぇ……」

　君島さんに好意を持たれるきっかけとなったのは、本当になんてことのないこと。お客様として来店した君島さんに私が対応にあたっただけだった。

　女性へのプレゼントを一緒に選んでほしいと言われ、いつものようにお客様のために親身に相談に乗って対応したところ、なぜか好かれてしまったのだ。

　それから少しでも時間が空くと店にやって来て、私を指名して交際を迫ってくる。だけど時々商品を購入していくから邪険には扱えず、どう対処するべきか頭を悩ませていた。

「だけどとくに危害を加えられたり、業務妨害されたりしたわけではないし、もう少し様子を見てみるよ」

「でも……」

　心配そうに私を見る多恵ちゃんを、安心させるように笑顔を向ける。

「なにかされたら上に相談するから」

「……わかりました。絶対ですからね？」

　念を押す多恵ちゃんに笑みが零こぼれる。

「うん、わかった」

　こうして自分を慕い、心配してくれる存在がいるのはありがたい。

　でも多恵ちゃんには悪いけど、君島さんの件はそこまで大事とは捉えていなかった。

　女性関係が派手なようだし、相手にしなければそのうち飽きるだろう。なにより、勤務中以外に接触してくることもないもの。

　だから時間が経たてば解決するはず。そう、高を括くくっていたんだけれど……。




「やぁ、陽奈子ちゃんお疲れ。偶然だね、こんなところで会うなんて」

「……お疲れ様です」

　突然目の前に現れた君島さんに、驚き固まってしまう。それもそのはず。ここはショッピングモールを出て、最寄り駅へ向かう途中なのだから。

　君島さんが勤務するオフィスビルはうしろにある。どう見ても電車で通勤しているようには見えない。もしかして私を待ち伏せしていた？

　そんな疑惑が増す中、君島さんはじりじりと私との距離を縮める。遅くまで残業していたせいで、通りかかる人はいない。

「せっかくだし、これから食事でも行かない？　ワインのうまい店があるんだ。そこに連れていってあげる」

「すみません、このあと予定がありまして……」

　やんわり断って逃げようとした瞬間、強く腕を掴つかまれた。

「逃がさないよ」

　一気に距離を縮められ、腕を掴んでいない反対の手が私の腰に回り身動きが取れなくなる。

「……っ」

　鋭い目を向ければ、君島さんは愉快そうに笑う。

「いいね、陽奈子ちゃんの歪ゆがんだ顔もまたそそる。……ねぇ、ベッドではどんな顔をするの？　今夜、俺に見せてよ」

「な、にを言って……！」

　さらに君島さんは私の身体をきつく抱き、ますます身動きが取れない。

　完全に油断していた。まさかこんな強硬手段に出てくるなんて。

　どうする？　どうしたらいい？　助けを求めたくても誰も通りかかる人はいない。それに女の私では男の君島さんに力では敵かなわない。自力で逃げることもできないよ。

　このままじゃ私っ……！

「行こう、陽奈子ちゃん」

　強引に連れていかれそうになったそのとき。

「人の彼女をどこに連れていくつもりだ？」

　低く響いた声に君島さんの動きが止まる。声のしたほうへ目を向けると、そこには和服姿の男性が立っていた。

　彼は誰？　でもさっき、『人の彼女を』って言ったよね？　もしかして助けてくれようとしているの？

「誰だ？　お前は」

「彼女の恋人だ」

「恋人って……陽奈子ちゃんに男の影なんてなかったはずだけど」

　戸惑っているのか、一瞬私を抱く力が緩まった。その隙を逃がさず、私は藁わらにもすがる思いで突然現れた救世主の胸に飛び込んだ。

　鼻を掠かすめたのは、着物特有の香り。懐かしく感じる香りに安心できる。

「これでわかっただろ？　さっさと失うせてもらおうか」

　彼はギュッと私の身体を抱きしめた。君島さんと同じ男性のはずなのに、不思議と嫌悪感や恐怖はない。

　それは彼が私に救いの手を差し伸べてくれたからだろうか。

「ちっ。今日は引き下がるけど陽奈子ちゃん！　俺はそう簡単にキミのことを諦めないから」

　舌打ちをして恐怖を感じる捨て台詞ぜりふを吐くと、君島さんは去っていったようだ。少しして彼はゆっくりと私の身体を離した。

「もう大丈夫だ、あの男なら行ったよ」

「すみませっ……。ありがとうございました」

　深々と頭を下げると、彼は「たまたま通りかかってよかったよ」と優しい声色で言う。顔を上げて初めて真正面から見ると、どこか見覚えのある顔。

　たしかこの人、前に多恵ちゃんが『べリヒルの中でもトップ３に入るハイスペックイケメンです！』って言っていた、東郷篤だ。

　老舗しにせ呉服店の支店を任されている若旦那で、よくテレビや雑誌の取材も来ていたよね。そのたびに多恵ちゃんに見に行こうと誘われて、取材中の様子を見学したことがある。

　そんな人が偶然通りかかったという理由だけで、見ず知らずの私を助けてくれるなんて……。

　呆ぼう然ぜんとしていると、東郷さんは顔をしかめた。

「大丈夫なのか？　さっきの男、まだキミを諦めていないようだったが」

「あっ……」

　そうだ、そう簡単に私を諦めないって言っていた。さっきみたいに待ち伏せされたり、無理やり連れて行かれそうになったりしたらどうしよう。

　警察に行くべき？　でもなにかされているわけではないし……。

　どうするべきかと頭を悩ませていると、感じる視線。すっかり東郷さんの存在を忘れていた。

「すみません、大丈夫ですので。本当に助けていただき、ありがとうございました」

　これ以上東郷さんに迷惑をかけるわけにはいかない。

　お礼を言って立ち去ろうとしたところ、「待って」と呼び止められた。そして東郷さんはすばやく私の前に回り込む。

「失礼だが恋人はいるのか？　いないなら、どうやって解決するつもりだ？」

「え、っと……それはですね」

　もちろん解決策などないのだから返答に困る。すると東郷さんは、思いもよらぬことを提案した。

「俺がキミをあの男から守ろう」

「えっ……東郷さんがですか？」

　びっくりする私と同じように、彼も驚いた顔を見せた。

「どうして俺の名前を？」

　そうだった。まだお互い名乗っていないというのに、私が彼の名前を知っていたら、そりゃ驚くよね。

「私、同じショッピングモールの宝石店で働いているんです。それで、その……東郷さんはなにかと有名な方なので。あっ！　名刺お渡しします！」

　怪しい者だと思われたら困る。

　急いでバッグから名刺入れを探して、彼に一枚差し出した。街灯の明かりに照らして東郷さんは私の名刺を見る。

「今井陽奈子さん、ね」

「はい」

　すると彼もまた自分の名刺を私に渡した。

「さて、さっきの話の続きだが俺でよければ力になる」

　力になるってどういうことだろう。恋人のフリをしてくれるってこと？　いやいや、そんな迷惑をかけられないよ。

「あの、せっかくですが――」

「その代わり、俺も今井さんに頼みたいことがあるんだ」

　私の声を遮り言うと、真剣な表情を見せるものだから緊張がはしる。

「私にですか？」

「あぁ。俺と結婚してほしい」

　突然のプロポーズに耳を疑う。

　なに？　東郷さんってば、真剣な顔でなんの冗談を？　結婚してほしいだなんて、さすがに笑えないんですけど。

「聞こえなかった？　俺と結婚してほしいと言ったんだけど」

「冗談じゃないんですか!?」

　大きな声で聞くと、東郷さんは片眉を上げた。

「冗談でプロポーズなんて、するわけないだろ？」

「それを言ったら、会ってすぐプロポーズもしないと思いますが」

　すぐさま突っ込めば、東郷さんは淡々とした口調で説明し始めた。

「最善の策だと思わないか？　結婚したらあの男もさすがにキミを諦めるだろう。それに俺にとっても好都合なんだ。両親やご贔ひい屓きにしてもらっているお客様から早く結婚するよう急せかされているから」

　本気で困っているのか、東郷さんは深いため息を漏らす。

　でも彼ほどの人なら、引く手あまたなのでは？　結婚したいと言えば、立候補する人がたくさんいるはず。

　そんな疑問が浮かぶ中も彼は続ける。

「両親やご贔屓さんが勧めてくるのは、同業者の娘や会社の令嬢ばかり。俺は結婚するなら、自立した女性がいい」

「えっ？」

　呉服屋の仕事内容って詳しくわからないけれど、着物の知識が豊富な同業者や、なにかと力になってくれそうな会社の令嬢のほうが、結婚相手としてはいいんじゃない？

　それに自立した女性ってことは、彼は結婚相手に仕事を手伝ってほしいとか、家庭に入ってほしいと思っていないの？

「あの、東郷さんは結婚相手に仕事を続けてほしいと思っているんですか？」

　昔の苦い思い出が頭をよぎり、つい聞いてしまった。

　だって普通、男は仕事を優先する女を嫌い、自分より稼ぎがあれば気分を悪くする。――そう、元彼のように思うはず。だから彼の答えが気になる。

　すると東郷さんは、すぐに答えた。

「あぁ、思っているよ。そのほうがお互い切せっ磋さ琢たく磨ましていい関係を築いていけるだろ？　なにより俺が好きなことを仕事にしているんだ。相手にもそうであってほしい」

　そうなんだ。……こういう人もいるんだね。

　職場でも自然と、女性社員は結婚したら寿退社という流れができていた。育児休暇を取得して復職する者はほぼいない。私の周りでも、結婚したら家庭に入った子が多いもの。だからちょっと衝撃を受けた。

「どうだろうか？　俺と結婚してくれないか？　結婚しても仕事を続けてくれて構わないし、干渉されたくないならしない。籍を入れてくれるだけでいい」

　いくら仕事に関して理解があって、君島さんから守ってくれると言ったって、そう簡単に人生の大きな決断をするわけにはいかない。

　私の様子をうかがう彼にはっきりと告げた。

「私は結婚するなら、本当に好きになった相手としかしたくありません。それに東郷さんが私のことをなにも知らないように、私だってあなたがどんな人なのかわからないのに、結婚するなんて間違っています」

　自分の考えを伝えると、東郷さんは大きく目を見開く。

「私を助けようと言ってくれたお気持ちだけで充分です。自分の力で君島さんの件は解決します。ですのでどうか東郷さんも、本気で好きになったお相手と結婚なさってください」

　こんな行きあたりばったりな方法で結婚相手を決めないでほしい。

　その思いで言うと、東郷さんは小さく息を漏らしたあと、手帳を取り出してペンをすべらせた。

「まいったな、さっきので結婚するならキミのような女性がいいと思ってしまった」

　意味深なことを言うと、東郷さんは書いたページを破って私に差し出した。

「やっぱり俺との結婚を考えてくれないか？　少しでも俺のことを知りたいと思ったならここに連絡をしてほしい」

「えっ？　あの、でも……」

　私は、はっきりと東郷さんと結婚するつもりはないと言ったのに。

「時間が経てば、キミの気持ちも変わるかもしれないだろ？　連絡がくるのを期待して待ってる」

　無理やり私に自分の連絡先を渡すと、東郷さんは私の手を引いて歩き出した。

「わっ!?　ちょっと東郷さん!?」

　渡されたメモを握りしめ、必死についていくと大通りに出た。そこで彼は一台のタクシーを停とめる。そして後部座席に私を押し込むと、運転手に一万円札を渡した。

「彼女の自宅まで頼む。釣りはいらない」

「わかりました」

　そのままドアを閉められ、タクシーは発車する。

「あっ……！」

　ドアにへばりつき、にこやかに手を振る東郷さんを呆然と眺めることしかできない。

「お客さん、ご自宅の住所を教えてください」

　運転手に言われて住所を告げると、真っ直ぐに自宅へと向かう。

　あっという間の出来事に断ることができなかった。……どうするの？　タクシー代。一万円も運転手に渡していたよね？

　背もたれに体重を預け、手にしていたメモを見る。

　通り過ぎていくネオンの光によって映し出されるのは、携帯の電話番号。

　結婚はやっぱり好きな人としたい。私の気持ちは変わることはないし、連絡をすることもないとこれを渡されたときは思っていたけれど、お金はさすがに返さないとまずい。

　でもだからといって連絡をしたら、なんか彼の思うツボというか、負けというか……。変な闘争心にとらわれる。

　それにきっと、君島さんの件があったから心配して私をタクシーに乗せてくれたんだよね。

　東郷さんが偶然通りかからなかったらと思うと、怖くてたまらない。やはりもう一度お礼を言って、タクシー代はきっちり返すべきだ。

　明日、休憩中に彼の呉服店を訪ねてみよう。同じショッピングモール内で働いているのだから、なにも個人的に連絡することではない。

　そう思い、渡された連絡先をバッグにしまって流れる景色に目を向けながら家路についた。




　次の日。さっそく休憩中に呉服店へ向かい、まずは遠目で探したものの、店先に彼の姿がない。

　もしかして今日は休み？　それとも私と同じで休憩中？

　聞けばいいことなのに、なぜか足が動かない。お客様も着物を来た上品な方ばかりで、スーツにきっちりメイクをしている私が入ったら場違い感が否めないもの。

　少し待ってみたが、通り過ぎる人に不審な目で見られていることに気づき、慌てて姿勢を正す。

　別に今日じゃなくてもいいかな。明日は仕事が休みだから、明後日また来てみよう。

　踵きびすを返して戻っている途中、ポケットに入っているスマホが鳴った。

「誰だろう」

　ひとりごちながら通行の邪魔にならないよう端に寄り、電話の相手を確認すると実家からだった。

　めったなことがない限り連絡なんてしてこないのに、もしかして家族になにかあった？

　不安に襲われながら電話に出ると、お母さんの陽気な声が耳に届いた。

『陽奈子？　久しぶり。今、電話大丈夫？』

「うん、昼休みだから大丈夫だけど珍しいね、電話なんて」

　お母さんの声色からして、どうやら悪い知らせではないようだ。

　壁に寄りかかって聞くと、お母さんは含み笑いしながら言った。

『ねぇ、今度の休みっていつ？』

「明日だけど」

『だったら家に来てくれない？　陽奈子にとっておきのプレゼントがあるのよ』

　意味ありげな言いかたに嫌な予感しかしない。

「なに？　プレゼントって」

『それは来てからのお楽しみ。待ってるからね』

「えっ？　あっ、ちょっとお母さん!?」

　私の都合も聞かずに電話を切るなんて。まぁ、悲しいことに予定なんてないけど。

　就職してからは仕事が恋人のようなもの。二十八歳にもなると、友達にも結婚している子が増えてきて、中には子供が三人もいる子もいる。そうなると予定も合わず、年に数回会えればいいほど。

　最近実家に行っていないし、それにお母さんの言うプレゼントも気になる。久しぶりに帰ってみようかな。

　スマホを握りしめ、宝石店へと戻った。




　そして迎えた休日、私は電車に揺られていた。実家は電車で片道一時間ほどの場所にある。だから私は就職と同時に家を出て、職場まで電車で十分のところの賃貸マンションへ引っ越した。

　本当なら徒歩で行けるところに部屋を借りたかったけれど、べリーヒルズビレッジがあるのは都内の一等地。とてもじゃないが、私の稼ぎでは近辺に住めそうにない。

　徐々に景色は変化していき、懐かしい街並みが見えてきた頃、最寄り駅に到着した。

　高校から大学までよく通った駅前の商店街を歩くこと十五分、実家が見えてくる。

　持っている合鍵で「ただいま」と言いながらドアを開けると、リビングからお母さんが顔を出した。

「おかえり、陽奈子！　待ってたわよー！」

　玄関に駆け寄ってくると、熱烈な歓迎を受ける。これはますます怪しい。プレゼントっていったいなに？

「ただいま。なに？　ずいぶんとご機嫌そうだけど」

　靴を脱いで上がると、お母さんはグイグイと私の背中を押した。

「それは落ち着いてからね。ほら、上がって」

「え？　本当にどうしたの？」

　ここまで私の帰省を歓迎されたことはない。

　リビングに入ると、そこにはお父さんの姿もあって目を見開いた。

「よう、陽奈子。久しぶりだな。元気だったか？」

「お父さん？　会社はどうしたの？」

　休みが平日中心の私とは違い、お父さんは土日祝日が休みだ。それなのに平日の昼下がりに家にいるってことは、もしかして……。

　リストラという文字が頭に浮かび、恐る恐るお父さんが座る同じソファに腰を下ろすと、お父さんは眉をひそめた。

「言っておくが今日は溜たまった有休を消化したまでだ。決して陽奈子が考えているようなことではないからな？」

「あ、そうなんだ。よかったー。リストラにあっちゃったのかと思った」

　ホッとしてソファに深く腰掛けると、キッチンでお茶を淹れていたお母さんが「ちょっと陽奈子ってば、不吉なことを言わないでよ」と顔をしかめた。

「ごめんごめん」

　自然と笑みが零れる、懐かしいこの雰囲気。三人でお茶を飲みながら他愛ない話をしていると、あぁ、実家に帰ってきたんだなと実感できる。

　お茶菓子を食べながら団らんすること三十分。例のプレゼントについてお父さんが切り出した。

「ところで陽奈子、今日母さんに呼んでもらったのはだな、お前に渡したいものがあるからなんだ」

　そう言って立ち上がったお父さんは、リビングの棚の上にある封筒を手にしてそれを私に差し出した。

「これは？」

　封筒とお父さんを交互に見てしまう。するとお父さんは大きく咳せき払ばらいをした。

「会社の取引先の社長から、お前と見合いしたいと言われてな」

「会社の取引先の社長って……」

　お父さんの言葉をオウム返しして、首を傾かしげる。

　私とお父さんはまったく違う職種だ。会社の人との付き合いもない。それなのに、どうして私とお見合いをしたいなんて言い出したのだろうか。

「きっと写真を見せればわかると言われたぞ？　お前が働いている店と同じ敷地内にあるビルに、オフィスがあるから」

「えっ？」

　つまり、ベリーヒルズビレッジのオフィスビルで働いている社長ってことだよね？　すぐに君島さんが浮かびドキッとなる。

　そんなに世間って狭いの？　ううん、まさか。そんなはずない。

「見てみろ」

「……う、ん」

　受け取って恐る恐る中を確認すると、写真の人物はやはり君島さんだった。

「若いながら業績を伸ばしている、才能ある方だ。うちの会社とも付き合いがあってな、仕事ができると評判もいい。働く陽奈子の姿を見て、ぜひ結婚したいと思ってくれたそうだ」

「もうお母さん、話を聞いたとき興奮しちゃって。素敵な方だし、結婚したらなに不自由ない暮らしを約束すると、お父さんに言ったんですって。こんなお相手、もう二度と出会えないわよ」

「君島社長と陽奈子は面識があるんだって？　だったら知らない間柄でもないし、前向きに考えてみたらどうだ？」

「そうそう。あなた、最近ますます仕事にのめり込んで、恋人を作る気もなさそうだし、出会いもないんでしょ？　これはチャンスよ」

　ふたりから代わる代わる勧められ、タジタジになる。

　まさか君島さんがこんな手段を使ってくるとは、夢にも思わなかった。

　ただ単に、私が自分になびかないから、ムキになっているだけじゃないの？　結婚だなんて本気？　だけど私は絶対に嫌。君島さんと恋愛をする気も結婚する気もない。

　正直に打ち明けるべきだよね。君島さんにしつこく言い寄られているってことを。

　でもお父さんの会社の取引先だっていうのに、大丈夫かな？　断ったらお父さんに迷惑をかけることにならない？

　そんな不安がよぎりなにも言えずにいると、ふたりは顔を見合わせて私の様子をうかがう。

「もしかして陽奈子……あなた、結婚を考えている相手でもいるの？」

「そうなのか？　陽奈子」

「えっ！　いや、それは……」

　どうしよう、なんて言う？　でも結婚を考えている相手がいると言えば、お父さんも君島さんに断りやすいだろうし、なにより君島さんも諦めてくれるのでは？

　ただそうなると、君島さんの前で恋人と名乗ってくれた東郷さんの力を借りることになる。でも今はこのピンチを乗り越えるのが先決だ。

　そう腹を括り、ふたりと向き合った。

「そうなの、今まで言えずにいたんだけど真剣に付き合っている人がいるんだ」

　そう言うとお父さんとお母さんは、パッと笑顔になった。

「まぁ、やっぱりそうなのね！」

「それならそうと早く言わんか。だったら君島さんには丁重にお断りしておこう」

　それを聞き、ひとまず君島さんとのお見合いは避けられそうで、胸を撫なで下ろす。しかし問題はここからだ。

「どんな人なの？　同じ職場の人？」

「身元はしっかりしていて、定職に就いているんだろうな？」

　興味津々のふたりに、どう答えればいいのやら。結婚を考えている人などいないのだから。でもここでなにも言わなかったら不審に思われる。

「えっと、同じショッピングモール内で働いている人で、老舗呉服店の若旦那で……」

　説明すると、お母さんは目を丸くした。

「呉服店の若旦那様だなんて、素敵じゃない！　やだ、早く会いたいわ」

「陽奈子の働いているショッピングモールに入っているということは、歴史ある老舗なのだろう」

　私の結婚相手を想像しては、ふたりは目をキラキラさせる。

　咄とっ嗟さのこととはいえ、私はとんでもない嘘うそをついてしまったのでは？

「だけど本当によかったな、母さん。ずっと陽奈子のことが心配だったから」

「えぇ。私たちがいなくなったら、ひとり娘のあなたに家族はいなくなってしまうでしょ？　だから早く家庭を築いてほしかったの」

「それに早く孫の顔も見たいしな」

「そうね」

　初めて両親の思いを知り、ズキッと胸が痛む。

　二十五歳を過ぎた頃から、帰省すれば常じょう套とう句くのように早く結婚したら？と言われていたけれど、全部私のためを思ってだったんだね。

「今度連れてきなさい」

「……うん」

　だめだ、申し訳ないけど東郷さんに助けを求めるしかない。少しの間、結婚を考えている恋人を演じてもらえないだろうか。

　それから昼食は久しぶりに三人で外食し、十八時過ぎには実家をあとにした。

　そしてベリーヒルズビレッジの最寄り駅で降りて、バッグの中に入れっぱなしだった東郷さんの連絡先が書かれたメモを手に取る。

　絶対に連絡をすることはないと思っていたのにな。

　時刻は二十時前。十九時半にはショッピングモールは全館閉店となる。電話には出られる？

　ベリーヒルズビレッジへ向かって歩を進めながら、電話をかける。すると三コール目で出た。

『もしもし。……もしかして、今井さん？』

「あっ……はい、こんばんは」

　なにから話せばいいのかわからなくて、『こんばんは』と挨拶をすれば、彼はクスクスと笑う。

『こんばんは。こんなに早く電話をくれてうれしいよ。俺と結婚する気になってくれたの？』

「いいえ！　そういうわけではなくてですね、その……東郷さんにお願いがありまして」

　どうやって切り出そうかと考えていると、東郷さんは『今、どこ？』と聞いてきた。

「今、ベリヒルに着きました。今日は仕事休みだったので」

『そうか、じゃあ待ち合わせしようか。そこでキミのお願いを聞こうじゃないか』

　そう言われては、行かないわけにはいかない。

　彼が待ち合わせに指定した場所は、オフィスビルの五十四階にある高級イタリアンレストラン。

　都内の夜景を一望でき、高級感ある店内でいただく料理はどれも絶品。国内外から予約が殺到しているという人気のレストランだ。

　もちろんその分、お値段もそこそこ。私には一生無縁の場所だと思っていたレストランに、まさかこんなかたちで来ることになるとは。

　たまたまシックなワンピースを着ていてよかった。それに東郷さんが予約してくれたのが個室だったから余計に。

　予約時にコース料理を注文していたようで、ふたり揃そろうと次々と料理が運ばれてきた。

「まずは食べよう」と言われ、黙々とおいしい料理を食べ進めているわけだけれど、目の前に座る東郷さんが気になってしまう。

　今日もやはり和装で、そんな彼がナイフとフォークを使って綺麗にイタリアンを食べている。その姿はとても優美で見み惚ほれるほど。

　老舗呉服店の若旦那で、予約が難しいレストランの、しかも個室を即日予約できちゃう人。見た目もカッコいいし、性格も難ありには思えない。

　そんな人が私に興味を持ったようなことを言っていたけれど、ただ単に私みたいなタイプが珍しいだけでは？

　でもこうなってしまった以上、東郷さんに力を借りないといけない。

　グルグルと考えながらも食べ進め、食後のデザートとコーヒーが運ばれてくると、東郷さんが口を開いた。

「それで俺に頼みたいことって？　もしかして今すぐに結婚してほしいとか？」

　ほぼあたっていて、ドキッとなる。正確には結婚するフリをしてほしいんだけど。

　東郷さんが話を聞いて引き受けてくれるかわからないけれど、まずは話してみないことには始まらない。

　意を決し、ことの経緯を説明した。

「なるほど、あの男はずいぶんとキミにご執心のようだ」

　私の話を最後まで聞いた東郷さんは、深いため息とともにそうつぶやくと、真剣な表情で私を見る。

「もちろん力にはなるが、結婚するフリをしてほしいという頼みは聞いてやれない。前にも言ったけど、俺はキミと結婚したい」

　真っ直ぐに見つめられて放たれたプロポーズの言葉にドキッとなる。いや、誰だってドキドキしちゃうよね。『結婚したい』なんて言われたら。

　でも今は胸をときめかせている場合じゃない。

「その件に関しましては、私も以前お話ししました通り……」

「本当に好きな相手と結婚しろって言うんだろ？」

　私の声にかぶせて言うと、東郷さんは片眉を上げた。

「ちゃんと覚えているよ。しかし、今の状況からして本当に俺と結婚したほうがキミのためになると思うけど？　あの男に完全に諦めさせるのはもちろん、ご両親だって喜ばれていたんだろ？　今さら嘘だと言えるのか？」

「それはっ……！」

　すべて東郷さんの言う通りで、言葉が続かない。

「それに俺も結婚しなければ、両親を納得させられない。……こういうのはどうだろうか、結婚生活を一年続けてみないか？　一年も一緒に暮らしてみれば、互いの人となりも見えてくるだろ？　それで好きになれない、合わないと思ったら離婚すればいい」

「離婚って……東郷さんは本当にそれでいいんですか？」

　老舗呉服店の跡取りでしょ？　たった一年で離婚となっても平気なのだろうか。周囲からなにか言われたりしないの？

　心配で聞くと、東郷さんはクスリと笑った。

「優しいな、普通は自分の心配をするものじゃないか？　キミだって離婚となれば、しっかり戸籍に婚姻の事実は残るのだから」

「私は一度や二度、離婚したってかまいません」

　友達にも離婚してひとりで子育てしている子だっている。

「でも東郷さんは歴史ある呉服店の跡取りです。やはり離婚はまずいのではないでしょうか？」

「そうだな、ご贔屓さんのほとんどが昔気質かたぎな人が多いから、離婚となったらよくは思われないだろう」

　やっぱりそうだよね。だったらなぜ彼は、一年後に離婚と言ったの？

　疑問が増す中、東郷さんは頬ほお杖づえを突いて甘い顔で私を見つめる。

「だから俺は離婚するつもりはないよ」

「えっ？」

　ドキッとするようなことを言うと、彼はふわりと笑った。

「本能でキミのことを知れば知るほど、好きになる自信があるんだ。結婚から始まる恋愛があってもいいと思わないか？　俺は夫婦になってから芽生える感情もあると思う」

　彼の言葉に確証などないし、恋愛感情を抱かない場合だってある。でも妙に説得力があって、もしかしたらそういう恋愛のかたちもあるのかもしれないと思わされるから困る。

「全力でキミに好きになってもらえるよう努力する。どうだろうか、お互いのためにも俺と結婚から恋愛を始めてみないか？」

　ゆらゆらと気持ちが大きく揺れて仕方がない。

　こんな結婚間違っている。そうわかっているのに、断ることができないよ。

　どうしても両親の顔が浮かび、君島さんへの恐怖心に覆われる。

　東郷さんの言う通り、お互いのためにも本当に結婚するのが最善の策なのかも。それに期限付きの結婚だし、一年後に好きになれなかったら離婚してもいいって言うし。

　ここは東郷さんの提案に乗るべきでは？

「結婚後も仕事を続けてくれて構わない。呉服店の仕事も手伝わなくていい。お互い仕事に集中し、ふたりの時間をより多くとるために家事は家政婦にお願いしようと考えている」

　なにその最高な結婚生活は。私にとって好都合なことばかりじゃない？　あまりにうまい話すぎて、逆に不安になるくらい。でも今の私には、願ってもない神の救いだ。

「どうだろう、俺と結婚してくれるか？」

　もう一度プロポーズの言葉を投げかけられ、私の心は決まった。

「はい、お願いします」

　こういう恋愛の始まりがあってもいいのかもしれない。東郷さんは私にはもったいない人だし、悪い人には思えない。もしかしたら好きになることもあるかもしれないもの。

　その思いで返事をすると、東郷さんは頬を緩めた。

「うれしいよ、ありがとう。じゃあさっそくだが、まずはあの男にキミのことを完全に諦めてもらうとしようか」

「……と、言いますと？」

　首を傾げる私に、東郷さんはにっこり微笑ほほえみ、ある作戦を提案した。




＊　＊　＊




　その作戦というのが、これ。多くの人の前で大胆にプロポーズしてもらい、一気に私たちが結婚するという噂うわさを流そうというもの。

　うまくいけば君島さんが頻繁に店に顔を出す時間帯だから、居合わせてくれたら、万ばん々ばん歳ざいなんだけど……。

　周囲が騒がしい中、キョロキョロすると店の前で君島さんが立ち尽くしていた。

　どうやらタイミングもばっちりで、作戦は大成功のようだ。

「東郷さん、大成功です。君島さんが見ています」

　彼にしか聞こえないボリュームでささやくと、東郷さんはうしろの様子をうかがう。

「そうか、じゃあだめ押しといこうか」

「えっ……？」

　次の瞬間、宝石が並んでいるガラスケース越しに身を乗り出し、東郷さんは私に触れるだけのキスをした。

　一瞬の出来事に目を閉じることもできず、整った顔が近づいてきて離れていく様子をばっちり見てしまう。

「えっ？　……あの、今」

　キスをしたよね？　東郷さん。

　じわじわと実感すると驚くほど恥ずかしくなり、口元を手で覆う。すると東郷さんは甘い瞳を向けた。

「必ず幸せにするよ、陽奈子」

「……っ！」

　突然のキスに、いきなりの名前呼び。恋愛はご無沙汰の私には刺激が強すぎる。

　恥ずかしくて思いっきり動揺している私とは対照的に、東郷さんは落ち着いている。いや、どこかこの状況を楽しんでいるようにも見える。

　よりいっそう周りが騒がしくなる中、本当に彼と結婚してもいいのかと一抹の不安を抱いた。










利害が一致した契約結婚だったはず　篤ＳＩＤＥ




　プロポーズから話はトントン拍子に進み、大安吉日に婚姻届を提出に来た。

　お互い仕事だったため、夜間窓口に案内されて提出した婚姻届を職員がチェックする。

　そして職員は笑顔で俺たちに言った。

「はい、たしかに受理いたしました。ご結婚、おめでとうございます。記念にこちらで写真撮影などいかがでしょうか？」

　職員が指差す方向には、自治体のマスコットキャラクターと日付が書かれた大きなパネル、その前にベンチが置かれている。

　それを見て隣にいる彼女、陽奈子は顔を引きつらせた。どうやら撮りたくないようだ。

「えっと、せっかくですが……」

　やんわりと断ろうとする陽奈子の声を遮り、俺は「ぜひお願いします」と言って自分のスマホを渡した。

「えっ？　東郷さん、ちょっと……！」

「篤。これからはそう呼ぶようにと言っただろ？　それと写真は絶対だ。両親に見せたら安心するだろうし、お互い撮っておいたほうが、なにかと都合がいいと思うけど？」

　チラッと彼女を見ると、なにも言い返せないようでギュッと唇を噛かみしめている。

　それがなんだかおかしくて、笑いをこらえながら陽奈子の腰に手を伸ばした。

「せっかくの美人が、そんなにむくれていたら台無しになるぞ」

「……っ！　むくれてなんていません。早く写真撮ってもらいましょう」

　今度はムキになる姿に、ククッと笑いが零れる。

　今井陽奈子は、初めて出会うタイプの女性だった。

　出会いは本当に偶然。彼女の弱みに付け込み、ずっと悩まされていた結婚問題を解決しようと思っただけ。

　向こうは俺のことを知っているようだし、男につき纏まとわれて困っている。だったらきっと受け入れてくれるはず。

　そう思って交換条件を持ち出すと、彼女は予想外の反応に出た。

　自分のことは自分で解決するとはっきりと断り、結婚は本当に好きな相手とするべきと言ったのだ。

　芯が強く自立した女性。まさに彼女は俺の理想の相手だった。

　それは実際に結婚した今も変わらない。いや、むしろ日に日に彼女に興味を抱いている。

　入籍してから数日後。休みを合わせて陽奈子の引っ越しを行なった。

　新居は俺が住んでいるレジデンスの一室。二十四時間コンシェルジュが駐在しており、中には緑あふれる広場もある。

　セキュリティも万全だし、なによりお互いの職場から近い。だから新居はここでいいと思ったんだが……。

　引っ越し業者の荷物搬入を終え、さっそく荷解きを手伝おうとしたけど、なぜか陽奈子は玄関先で呆然と立ち尽くしている。

「どうかした？」

　不思議に思って声をかけると、陽奈子はハッとする。

「いいえ！　その……いつもレジデンスってどんな部屋なのかなって思っていたので、あまりの豪華ぶりにびっくりしちゃって」

　そう言うと陽奈子は急に真面目な顔で言った。

「私、本当にここで暮らしても大丈夫ですか？　住人として相応しくない気がしちゃって怖くて」

　思いがけないことを言うものだから、目を瞬かせてしまう。

　真面目な顔をしてなにを言うかと思ったら……。

「アハハッ。怖いってなんだよ。ここにはお化けでもいるのか？」

「ちがっ……！　住人に私みたいな一般庶民とは、一緒に住みたくないって言われそうで怖いって意味でしてね」

　必死に説明する姿がまたツボに入り、笑いは増す。

「もう、そんなに笑うことないじゃないですか！　えっと……篤さん！」

　恥ずかしそうに俺の名前を言うのもまたいい。どうして彼女はこうも俺の興味を引くことばかりするのだろうか。それにあまりにも自分を卑下しすぎだ。

「悪い、笑ったりして。でも陽奈子があまりにバカげた心配をするからだぞ？　いったい誰が言うんだ？　陽奈子と一緒に住みたくないって」

「それはっ……！　誰でしょう」

　小首を傾げる陽奈子に、すぐさま「誰もいないよ」と言う。

「わかったら、さっさと荷解きするぞ。足りないものがあったら、あとで買いに行こう」

「はい」

　部屋は３ＬＤＫの間取りとなっており、陽奈子の部屋は、空いていた八畳の一室。ほかに俺の部屋と着物を保管する部屋がある。寝室は当然別。それは結婚前に決めたことだった。と言っても、陽奈子から一方的に言われたことだが。

　それぞれの両親へ挨拶に向かうと、どっちも大喜び。早々と結納を済ませ、籍だけ先に入れることにした。

　結婚式に関しては、招待客のリストをあげるのに時間がかかることもあり、半年後に行うこととなった。

　陽奈子は『結婚式なんかあげちゃったら、ますます離婚するとき大変ですよ』と心配していたけど、俺はやっぱり陽奈子と離婚する気はない。

　一緒にいて飽きないし、話している時間は楽しくていつもあっという間に過ぎていく。これからともに生活することになったら、俺は陽奈子を好きになる自信があるからだ。

「あの、篤さん。歩きづらいのですが」

「そうか？　俺はそんなことないけど」

　部屋を案内して荷解きを手伝い、それを終えてからふたりで家を出た。

　日用品を買いに歩いて近くのホームセンターに向かう中、俺は陽奈子の腰に腕を回して、身体を密着させて歩いていた。

　それに関して陽奈子は不満げな顔。

「言っておくけどこれも陽奈子のためだからな。ここはベリヒルの敷地内だ。多くの人に俺たちが本当に結婚したんだと認識してもらう機会だろ？　あの男も偶然通りかかるかもしれないし」

「そう、ですね、ありがとうございます。じゃあもっと夫婦っぽくしませんか？」

「えっ？」

　思わず足を止めると、陽奈子は俺の腕に自分の腕を絡ませて彼女から密着してきた。そしてどこか照れくさそうにしながら上目遣いで俺を見る。

「どっ、どうでしょうか？」

「ん、いいと思う。ホームセンターに着くまではずっとこれで行こう」

「うっ、はい」

　そう言う陽奈子は、変に身体が強こわ張ばっている。これでは無理しているのがバレバレだ。

　お義と父うさんから見合いの断りをしてもらい、俺と本当に入籍したとはいえ、あの男が完全に陽奈子を諦めたとは限らない。

　俺たちの仲を疑っていたようだし、できるだけ夫婦らしく振る舞うべき。

　少しでも陽奈子の緊張を解こうと思い、声をかけた。

「そういえばずいぶんと仕事関係の本がたくさんあったな。資格を取る予定もあるのか？」

　本棚に、ジュエリーコーディネーター二級の教本があった。宝石関係の資格があることを初めて知ったよ。

「はい、まずはジュエリーコーディネーターという資格の二級を取得して、それからいずれは一級に挑戦したいと思っています。まぁ、そう簡単には取れない資格ですが。……でも、宝石は奥が深いので、いくら勉強しても足りないくらいです」

　仕事の話をすると、陽奈子は目を輝かせた。

「好きなんだな、仕事」

　彼女を見れば一目瞭然だ。

「どうして今の仕事に就いたんだ？」

　その理由が知りたくて尋ねると、陽奈子は声を弾ませて話してくれた。

「十六歳の誕生日に誕生石であるダイヤモンドのペンダントを両親からプレゼントされたとき、お母さんにダイヤモンドにまつわる神話や逸話を聞いたんです」

「へぇ、神話や逸話」

　宝石にはひとつひとつに意味があることは知っていたが、神話や逸話があることは知らなかった。

「それはとても奥深いものでした。キラキラと光り輝く宝石それぞれに、特徴や意味、伝説もあると知って興味を持ったのがきっかけです」

　眩まぶしい笑顔を向けられ、不覚にもドキッとしてしまった。

　なんだ、ドキッて。恋を知らない高校生じゃあるまいし。

　動揺しているのを気づかれたくなくて、陽奈子から目を逸そらした。

「そうか。じゃあ今度、宝石の持つ神話や伝説など俺にも教えてくれ」

「はい、喜んで！」

　誤ご魔ま化かすように言えば、またうれしそうな声が返ってくる。

「でも篤さんも私に負けず劣らずの仕事好きですよね？　私は着物に関して詳しくないですけど、すごく大切に手入れされているのはわかりましたもの。今度私にも着物のことを教えてください」

　そんなことを言われたのは初めてで戸惑う。

「着物の話を聞いても、退屈だと思うぞ？」

　幼い頃から着物に触れてこなかった女性からしたら、興味がない話だろう。それに宝石とは違い、興味を引くような逸話などない。

「着物の歴史にすごく興味がありますよ。それにやっぱり華やかで素敵ですもん。なかなか着る機会がないので、憧れもあります」

　それを聞き、彼女に似合いそうな着物を思い浮かべる。陽奈子は色白だからペールトーンの大人っぽいデザインが似合いそうだ。

「じゃあ今度着てみるか？　着物」

「えっ！　いいんですか!?　うれしい！　楽しみです!!」

　興奮する陽奈子に頬が緩む。

　まったくジャンルの違う仕事をしているのに、こうして着物に興味を持ち、着たいと言ってくれると俺もうれしい。

　すっかり彼女の緊張も解け、それからホームセンターで買い物を済ませた。




「若旦那、噂の奥様はどちらにいらっしゃるのですか？」

　次の日。ご贔屓さんは来店するなり周囲をキョロキョロと見回す。

「妻はいませんよ」

「どうしてですか？　東郷屋に嫁いだんですもの、若旦那と一緒に店頭に立つものじゃありません？　あ、もしかして本店のほうで修業中なのかしら」

　ご贔屓さんたちには、結婚の報告をしていた。同じ質問をされたのは数回目になる。

　どうやら皆、結婚した以上、俺の仕事を手伝うのがあたり前だと思っているようだ。無理もない、母さんもそうだったから。

　父さんと結婚する前、母さんは看護師として働いていた。しかし、結婚を機に退職。

　今は呉服屋の仕事を誇りに思っているようだが、昔、俺に聞かせてくれたことがある。

『本当はお母さんね、結婚しても看護師の仕事を続けたかったの。もっと看護の勉強をしたかった』

　だから俺にもこの仕事を継ぐかどうか決めるとき、何度も後悔しないか、ほかにやりたいことはないのかと聞いてくれた。

　俺は幸い、幼い頃から着物が好きでずっと東郷屋を継ぎたいと思っていた。でもほかの道に進んでもいいと言ってくれたことに、とても感謝している。

　それに結婚相手に、東郷屋の重荷を背負わせてはいけない。好きな相手なら常に対等な立場でいなさいと言ってくれたんだ。

　父さんも母さんの気持ちを考えずに、仕事を辞めさせたことを後悔しているようで、同じ意見だった。

「妻には私の仕事を手伝わせるつもりはございません」

「え？　それはいったいどういうことですの？」

　怪け訝げんそうに俺を見るご贔屓さんに、自分の正直な思いを述べる。

「私がこの仕事に誇りを持っているように、妻もまた自分の仕事に誇りを持っております。彼女を応援したいと思いますし、夫婦として対等な立場で支え合い、切磋琢磨していきたいんです」

「若旦那……」

　昨日、陽奈子の話を聞いてなおさらそう思った。彼女には好きな仕事をずっと続けてほしい。

「ご安心ください、私ひとりでも充分店は回せますから。今後もどうぞご贔屓に」

「え、ええ。それはもちろんよ」

　不満そうだが、ご贔屓さんはそれ以上なにも言わず、仕立てを終えた着物を引き取り帰っていった。

　伝統を守り、継承していくことも大切なことだが、なにも直系が守っていく決まりもないと思う。

　いつか子供を授かり、その子が東郷屋を継ぎたくないと言うなら継がなくてもいい。その代わり、東郷屋の着物を大切にしてくれる誰かが継げばいいんだ。それが東郷屋のためにもなる。

　それをご贔屓さんにだからこそ理解してもらいたい。今後もさっきと同じような質問を何度もされるだろう。そのたびにしっかりと説明していこう。

　それからも訪れるお客様の対応にあたった。




　その日の夜、帰宅すると部屋の中は真っ暗。まだ陽奈子は帰ってきていないようだ。

　時刻は二十一時過ぎ。いつも遅くまで残業しているのだろうか。

　着物を脱ぎ、ラフな部屋着に着替えてリビングに向かうと、ちょうど陽奈子が帰ってきた。

「すみません、遅くなりました！」

　バタバタと足音を立ててリビングに駆け込んできた陽奈子は、走って帰ってきたのか肩を上下させていた。

「おかえり。どうしたんだ？　そんなに慌てて」

　びっくりする俺を見て、陽奈子は目を瞬かせた。

「えっ……だって結婚したんですもん、夕食の準備とか家事があるじゃないですか」

　料理に家事って、もしかして陽奈子はそれを全部自分がやるべきだと思っているのか？

　そういえば俺、生活する上で食事や家事のことをどうするか、陽奈子に話していなかった。

「伝えず悪かった。陽奈子と結婚する前から平日は家政婦を雇っていて、掃除に料理、すべてお願いしてあるんだ」

「家政婦さん、ですか？　そういえば、そんなことを言っていましたよね」

「あぁ。もちろん共有スペースのみ掃除をお願いしている。料理も今後はふたり分作ってくれるよう頼んだから、今日も冷蔵庫におかずが入っていると思う」

　そう言うと、陽奈子はリビングを見回した。

「たしかに朝より部屋が綺麗になってますね。そっか、家政婦……」

　呆然と立ち尽くす陽奈子に、焦りを覚える。もしかして陽奈子は料理や家事をしたかった？

　不安がよぎり、彼女の様子をうかがいながら聞いた。

「もし陽奈子が人を家に入れるのが嫌で、家事や料理をしたいなら断るが……」

「え？　いいえ！　やっていただけるならぜひお願いしたいです！　ただその、申し訳ないというか、贅沢というか……。いいのでしょうか？　家政婦さんにすべてお任せしちゃっても」

「いいに決まってるだろ？　俺は陽奈子に家のことをしてほしいなんて、まったく思っていないから。お互い働いているんだ、仕事に集中できるようお願いできることはしよう」

　不安そうな陽奈子にすぐにそう伝えれば、彼女は目を見開いた。

「陽奈子？」

　なにも言わない彼女に声をかけると、陽奈子は「すみません」と言って話を続けた。

「ちょっとカルチャーショックを受けて。……私の周りには、篤さんのように私が仕事をすることを理解してくれる男性がいなかったので。だからすごくうれしいです」

　喜びを噛みしめるように言うと、陽奈子の目はうっすらと赤く染まる。

　今までどんな男と出会ってきたのだろうか。過去のこととはいえ、その男たちに怒りが募る。

　好きなことを仕事にできることは、どれほど難しくて幸せなことか。それを奪うなんてことを俺は絶対にしたくない。

「前にも言ったけど、俺はずっと陽奈子には仕事を続けてほしいと思っている。俺の仕事を手伝ってほしいとも思わない。だからこれまでのように仕事に打ち込んでほしい。だけどこれだけはお願いしたい、夜や休日は俺との時間を大切にすると」

　最後はおどけて言うと、陽奈子は頬を緩めた。

「ふふふ。はい、わかりました。……ありがとうございます、ますます仕事をがんばれそうです」

　とびっきりの笑顔を見せられ、目が釘くぎづけになる。

　普通にしていると美人で笑うとかわいい。そのギャップを見せられるたびに、胸が苦しくなるんだ。

　初めて恋をしたときのような、なんとも言い難い甘酸っぱい気持ちになっていると、陽奈子が申し訳なさそうに切り出した。

「実は今、商品の入れ替え時期でして。新商品の案内ＤＭを作ったりしなくちゃいけないので、しばらく遅くなると思います」

「そうか、わかった。だいたい帰ってくるのは今日のような時間？」

「そうですね、これくらいになっちゃうかと」

　大変なんだな、陽奈子の仕事も。

「じゃあ早くご飯を食べて休んだほうがいい。待ってろ、今準備するから」

　袖をまくってキッチンに入ると、慌てて陽奈子が駆け寄ってきた。

「いいえ！　準備は私がっ！」

「いいよ、大丈夫。それより着替えてきたらどうだ？　スーツじゃゆっくり飯も食えないだろ？」

　返す言葉もないようで、陽奈子はクルリと回れ右をした。

「急いで着替えてきます」

　そう言って駆け足でリビングから出ていくうしろ姿を見て、クスリと笑ってしまった。

　宣言通り急いで戻ってきた陽奈子と夕食の準備をして、揃って食事をとった。食卓ではお互いの仕事の話を中心に盛り上がり、楽しい時間を過ごした。

　そして先に陽奈子に風呂に入ってもらい、彼女が出てから俺もゆっくりと湯船に浸つかる。

　一日の疲れを癒していると、目に入ったのは浴室に置かれている陽奈子の私物。

　ひとり暮らしにも慣れ、自由で誰にも干渉されない生活を満喫していた。だから両親から結婚しろと言われても、すぐにしたいとは思わなかったんだ。

　プライベート空間に他人を入れると、どう生活が変わるのか不安だったけど、陽奈子の場合は杞き憂ゆうだったのかもな。

　家に自分以外の物があることがどこかうれしく感じるし、いつもと同じ食事も陽奈子と一緒だとおいしく感じた。

　まだ始まったばかりの陽奈子との生活は、思いのほか楽しい。

　温まってから出ると、リビングに陽奈子の姿はなかった。明日も仕事だし、疲れているようだったから、先に寝てもいいと言っておきながら、いないと寂しいと思うとは……。

　身勝手な思いに苦笑いしながらキッチンへ向かう。冷蔵庫の中からミネラルウォーターを手に取り、飲みながらリビングに戻ると静かな室内に規則正しい寝息が聞こえてきた。

「陽奈子？」

　様子を見に行くと、ソファに横になり眠っていた。寝室に行く前に力尽きたといったところだろうか。

　ため息をひとつ零して膝を折り、彼女の寝顔を覗のぞき込む。

　初めて見た寝顔は幼くて愛らしい。ずっと眺めていたいほどに。

「陽奈子、起きろ。ここで寝たら風邪を引くぞ」

　そっと身体を揺するも起きる気配はない。だったら……。

　鼻をつまむと、陽奈子は眉間に皺しわを刻んで難しい顔をするものだから笑ってしまう。

「ハハッ、悪い」

　すぐに手を離すと、またスヤスヤと寝息を立てる。これは完全に熟睡しているようだ。

「仕方がないな」

　ミネラルウォーターをテーブルに置き、彼女の身体を抱き上げた。そのままリビングを出て陽奈子の部屋に入る。

　そしてベッドにそっと下ろすと、「んっ……」と声を漏らしたが、やはり起きない。

「いつもこうなのか？」

　彼女のベッドに腰を下ろし、サラサラの髪を掬すくう。

　でも東郷屋で働き始めたばかりの俺もこうだった。慣れない接客に飛び交う専門用語。毎日全力で取り組んで、帰宅すると力尽きたように眠る。

　疲れ切っても苦痛にはならなくて、新しい発見や知識を得るたびに喜びを抱き、とにかく楽しくてたまらなかった。

　仕事が楽しいという気持ちは今も変わらないが、昔の頃の純粋な気持ちは薄れている。

　支店を任されてからは売上を意識するようになり、プレッシャーもかかる。単純に仕事を楽しむことはできていないかもしれない。

　だけど陽奈子を見ていると、楽しむということがどれほど大切なことか思い知らされるよ。

　そんなことを考えている間も陽奈子の髪に触れていると、止めがたくなる。そして寝顔を見つめれば、胸がトクンと音を立てた。

「かわいいな」

　ポツリと漏れた本音。

　透き通ったきめ細かな肌。かたちのいい眉に、瞼まぶたを閉じるとまつ毛が長いのが際立つ。厚みのあるぷっくりとした唇はキスをしたくなるほど魅力的。

　髪に触れていた手は次に彼女の唇に触れた。

　親指で下唇を撫でていると、キスしたいという欲望が湧き上がる。

　腕を突いてゆっくりと彼女の顔に近づくと、ベッドがギシッと音を立てた。

　寝込みを襲うようなことをしてはいけないと頭ではわかっているのに、止める術すべが見つからない。

　一度だけでいいから触れたい。

　その思いが強くなり、目を閉じてそっと彼女の唇に自分の唇を重ねようとしたとき、口を手で押さえられた。目を開けると、陽奈子がジロリと睨にらみを利かせている。

「なにをするんですか、篤さん！」

「なにって、キスしかないだろ」

　聞かれたことに対して答えると、陽奈子は目を丸くさせた。そしてみるみるうちに頬を赤く染める。

「プロポーズのときもそうですけど、篤さんは突然すぎます！　あのときは君島さんにより信じ込ませるためだったのかもしれませんが、やっぱりキスは、愛する者同士がする行為であり、お互いの同意がなければしてはいけません！」

　陽奈子は当然のことを言っていると思う。でもそれはつまり、陽奈子は俺に恋愛感情を抱いていないということ。俺とはキスできないってことだろ？
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　その結論にいきつくとおもしろくない。どうにかして陽奈子の心に入り込みたい。俺に気持ちを向かせたくなる。

　俺の口を塞いでいる手を掴んで距離を縮めた。

「仕方がないだろ？　陽奈子にキスしたいと思ったんだから。……陽奈子は？　俺にキスされるの、嫌か？」

　彼女の瞳を見つめたまま聞くと、陽奈子はキュッと唇を噛みしめた。そして耳まで赤く染めながら、鋭い目を向ける。

「ずるいですよ、その聞きかたは。……嫌だったら、逃げ出しています。それができないから私も戸惑っているんです」

　そんなことを言われたら嫌でも期待してしまう。陽奈子の中で俺は、特別な存在になっているのかもしれないと。

　それと同時に、俺は確実に陽奈子に惹ひかれていると思い知る。

「どうしてくれるんですか？　篤さん。こんなことされたら私、ドキドキしすぎて胸が苦しんですけど」

　かわいい文句を言う陽奈子に、理性など吹き飛ぶ。

「じゃあ責任とる。……もっと俺にドキドキしたらいい」

　そう言う俺も陽奈子が愛いとしくて、おかしくなりそうなほど胸が痛い。でも今はそれ以上に、彼女とキスしたくてたまらないんだ。

　そっと頬に触れると、陽奈子はビクッと身体を強張らせる。

「陽奈子……」

　彼女の名前をつぶやき、触れるだけのキスをすると歯止めが利かなくなる。

　再び唇を塞いで何度も何度も唇を重ねた。最初は戸惑い、唇を固くさせていた陽奈子だけど、次第に俺のキスを受け入れ、必死にキスに応えた。

　それがうれしくて夢中で陽奈子の唇を貪むさぼる。

　だめだな、もう陽奈子がかわいくて愛しくて仕方がない。

　お互いの息が上がってもなお、俺たちはずっと口づけを交わした。










スケールの大きい幸せな新婚生活




　篤さんと期間限定の結婚生活を始めて一ヵ月あまり。

　仕事を終えて疲れ切った身体で帰宅すると、大抵篤さんのほうが先に帰ってきていて、夕食の準備をして出迎えてくれる。

「おかえり陽奈子」

　そう言って彼は決まって私を抱きしめる。

「た、ただいまです」

　一ヵ月経ってもいまだに慣れない彼とのスキンシップ。もちろんこれだけではない。

　夕食後、私は篤さんに貸してもらった着物の本を読み、篤さんは私が貸した宝石に関する本をソファで寛くつろぎながら読むのが日課となっていた。

　ページをめくると、帯について詳しく記されていた。和装には、着物から小物にいたるまで、『格』があるようで、帯を選ぶ際も着物との格のバランスを考えるそう。

　帯の中では一番格が高い丸帯から袋帯、単ひとえ帯、踊り帯など実に様々だ。

「帯といっても、こんなに種類があるんですね」

　ポツリと声を漏らすと、篤さんが本を覗き込んできた。

　頬に篤さんの髪が触れてドキッとなる。

「そうだな、でも広い範囲で使われているのは、この袋帯や名な古ご屋や帯かな。浴衣などに使われるのが半はん幅はば帯おびだ」

　だけどドキドキしているのは私だけで、篤さんは通常運転。

　どうして平気でいられるの？　肩と肩が触れ、すごく距離が近いっていうのに。

「バランスが悪いと全体の格、そして雰囲気が崩れてしまうこともあるから、帯は慎重に選ばなければいけないんだ」

「そうなんですね」

　とは言うものの、篤さんの説明がなかなか頭に入ってこない。

　ひと通り説明してくれると、彼は再び宝石の本に目を通す。さっきより距離は広がったけれど、少しでも動くと肩が触れそうな距離。

　どうしよう、落ち着かない。

　本を見ながらチラッと隣を見れば、篤さんは夢中で読んでいた。どうやら宝石の神話にすっかりハマったようで、真剣に文字を目で追っている。

　私もまた着物の本に目を通すけれど、集中できない。そして思い出すのは、もう一ヵ月以上前のこと。

　どうして私、キスを受け入れちゃったんだろう。あれほど彼にキスは愛し合う者同士がする行為だって言っておきながら、甘い瞳で見つめられたら抗あらがえなかったなんて。

　でも、あれはずるいと思う。妙に掠れた色っぽい声で、私に触れたくてたまらないといった表情で言うんだもの。

　だから私も本音が口をついて出た。そのままキスを受け入れ、もっとしてほしいと願ってしまうほどに篤さんとのキスに溺れてしまったんだ。

　もちろんキス以上のことをしていないし、それ以降は唇を重ねていない。しかしスキンシップが増えた。

　さっきの帰宅後のハグでしょ。朝、出勤前にも抱きしめてくるし、今のようになにかと距離が近い。

　これまで何人かと付き合った経験はあるけど、みんな淡泊だったのかな？　篤さんのように触れてくる人はいなかった。

　デート中も人前では、手を繋つなぎたくないって言っていた人もいたし、私もそういうタイプだ。

　そもそも好きな人にでさえ、自分からくっついたり触れたりすることに躊ちゅう躇ちょしていた。……なんか恥ずかしいし、私はそういうキャラじゃないし。それなのにあの日だけは、もっと触れてほしいと思ってしまったんだ。

　篤さんはどういう気持ちで私に触れてくるんだろう。私にキスしたいと言ったのはなぜ？　ただの欲求不満とか？　誰でもいいからキスしたかったという可能性もある。

　こんなふうに私は日々、篤さんのことで頭を悩ませている。

「そうだ、明日は仕事早く終わりそう？」

「えっ？　あ、はい。明日は定時で上がれるかと……」

　急に話を振られて驚きながらも、スケジュールを思い出して答えた。

「そっか、じゃあ仕事が終わったら待ち合わせしよう」

「待ち合わせですか？」

　聞き返すと、彼は大きくうなずいた。

「実は長年勤めてくれている従業員の誕生日が近いんだ。日頃の感謝の気持ちも込めてなにかプレゼントしたいんだけど、なにをあげたらいいかわからなくて。五十代の女性で、一緒に選んでくれると助かるんだけど、どうかな？」

「もちろん私でよければ」

「ありがとう。せっかくだし、夕食は外で食べてこよう。お礼も兼ねておいしいものをごちそうするよ」

　そう言ってにっこり微笑む篤さんに、ドキッとなる。

　なんかこれってデートみたいじゃない？　そう思うと、どうしても篤さんを意識してしまう。

　そんな自分を恨めしく思いながら、この夜もまた頭を悩ませた。




　次の日の昼休み。多恵ちゃんと訪れたのは、ショッピングモール内にあるフランス料理店。

　ランチは比較的リーズナブルで、月に数回、仕事のひと区切りがついたときなど、ご褒美感覚で多恵ちゃんと来ては、おいしい料理に舌した鼓つづみを打っている。

　仕事の話を中心に盛り上がる中、ふと多恵ちゃんから最近悩んでいるように見えるけど、なにかあったんですか？と聞かれたから、期間限定のワケあり結婚ということは伏せて、篤さんのスキンシップが多くて、どう対処していいかわからないと打ち明けたわけだけれど……。

「え？　なんですか、その惚のろ気けにしか聞こえない贅沢な悩みは」

「のっ、惚気ているわけではっ……！」

「いいえ！　完全なる惚気ですから」

　私の声を遮って言うと、多恵ちゃんはパンをパクパクと口に運んでいく。

「夫婦なら、スキンシップが多くて当然じゃないですか！　むしろ新婚なんですから、四六時中くっついていたいものですよ。陽奈子先輩は違うんですか？　旦那さんに抱きつきたいって思わないんですか？」

　どうなんだろう。そりゃ付き合ってきた人たちにギュッとされたらうれしかったし、幸せな気持ちになれていた。

　でも四六時中くっついていたり、自分から抱きついたりしたいと思ったことはないかも。

「そもそも水臭いですよ。私と陽奈子先輩の仲なのに、あ～んな素敵な恋人がいることを黙っているなんて。お店でいきなり陽奈子先輩がプロポーズされたときは、本当に腰が抜けそうになりましたよ」

「えっと……ごめんね」

　私だって本物の恋人がいたら、多恵ちゃんに報告していたよ。

　嘘をついているのも結婚を祝福してくれたから心苦しくて謝ると、多恵ちゃんは急に目をキラキラさせた。

「それで陽奈子先輩、どうですか？　あのハイスペックイケメンは、やはり結婚しても完璧な旦那様なんですか？　いや、スキンシップが多くて悩むくらいですもん。愛しかたまでイケメンなんでしょうね。うらやましい！」

　愛しかたまでイケメンって……。勝手に妄想しては、キャーキャー言う多恵ちゃんに乾いた笑い声が漏れる。

　でも結婚生活は思った以上に順調で、居心地がいい。

　家事はすべて家政婦さんがやってくれて、本当に仕事にだけ集中することができている。

　それに篤さんは私の仕事にも理解してくれていて、帰りが遅くなったら心配し、疲れていないか気遣ってくれる。

　私と彼の仕事に対する思いは、似ているところがあると思う。だから話が弾むし、お互いの仕事にも興味を持ったのかもしれない。

「今夜もデートなんですよね？」

「あ、うん。買い物をして食事に行くだけだけど……」

「いいなぁ、じゃあ今日は絶対に定時で上がらないといけませんね！　がんばりましょう！」

　なぜか多恵ちゃんが気合いを入れて、残りのご飯を食べ進めていく。

　でも篤さんと出かけると思うと、多恵ちゃんじゃないけど、早く終わらせようって気持ちになる。

　思った以上に楽しみにしていて、浮かれているのかも。

　その後も多恵ちゃんから篤さんとのことを聞かれながら食事を済ませ、仕事に戻った。




　閉店後の作業を終え、ほぼ定時で店をあとにして篤さんと落ち合う。

「お疲れ」

「お疲れ様です」

　仕事終わりだから仕方がないけど、和装とスーツ姿という、なんともミスマッチな私たち。

「じゃあ行こうか」

「えっ？　あっ」

　ナチュラルに手を握られて困惑してしまう。それに気づいたのか、篤さんはクスリと笑った。

「前にも言ったけど、仲がいい夫婦だって見せつけたほうがいいだろ？　あいつ、なにも接触してきていないようだけど、完全に陽奈子のことを諦めたとは限らない」

「そう、ですね」

　そうだった、最近はずっと篤さんのことで頭がいっぱいだったから、すっかり君島さんのことを忘れていた。

　それに彼の言う通り、結婚してから一度も君島さんはお店に来ないし、お父さんの仕事にも影響は出ていないようだ。

　やっぱり君島さんは私のことなんて、本気じゃなかったんだと思う。

　安心したけど、それと同時に寂しさに襲われる。もしかして篤さんのスキンシップが多いのは、少しでも私と夫婦らしく振る舞うため？　外でだけ演じようとしても無理だから、家でもなにかと触れてきていたとか？

　篤さんは約束を守ってくれているだけなのに、そのためだけだったんだと思うと、なぜか泣きそうになる。

　篤さんと結婚してから、様々な感情に襲われて悩んでばかり。それなのに、こうして手を繋いでいるとドキドキして仕方がない。

　自分の気持ちに戸惑いながら、大通りに出ると篤さんはタクシーを停めて乗り込む。そして向かった先は日に本ほん橋ばし。

「実はプレゼントはお香にしようと決めているんだ。好きだと言っていたし。ただ、どの香りがいいのか決められなくて。一緒に選んでくれると助かる」

「そうなんですね、わかりました」

　見るからに老舗のお香専門店に入ると、優しい香りに包まれる。

　お香といっても様々な種類があり、これでは篤さんが悩むのも納得。

　プレゼントを贈る女性のことを聞きながら、一緒に選んでいく。

「ん、これにしよう。待ってて、買ってくる」

「はい」

　篤さんが会計している間、さっき見ていて気になった商品をもう一度手に取り見た。

　ちりめん柄の匂い袋。かわいいし、なによりほのかに香るのがいい。だけどさすが老舗。生地がいいものなのか、ちょっと気軽に手が出るお値段ではない。お給料が出たら、また来よう。

　そっと商品棚に戻して、ほかの商品も見ていると会計を終えた篤さんが戻ってきた。

　店の外に出ると、篤さんは和紙の袋を私に渡した。

「篤さん、これは？」

　袋と篤さんを交互に見ると、ふわりと笑った。

「陽奈子、これを何度も見ていたから、気に入ったのかと思って買ってみた。よかったらもらって。買い物に付き合ってくれたお礼」

「え。えっ？」

　びっくりしていると、篤さんは「開けてみて」と促す。言われるがまま袋から出すと、ちりめん柄の匂い袋が入っていた。それも全種類。

「これ……」

「どの香りが気に入ったのかわからなかったから、全部買ったんだ。比べることもできると思って」

　まさか全種類とは……。一個だけでも一万円近くしたよね？　うれしいのに、申し訳なくて素直に喜べない。

「あれ？　もしかして気になっていたの、これじゃなかった？」

「いいえ、これです。……ありがとうございます。でも、その……申し訳なくて」

　正直に話すと、篤さんはキョトンとなる。

「どうして申し訳なく思うんだ？」

　えっと、篤さんにとってそんな大した金額じゃないってこと？　いや、たしかに彼はベリーヒルズビレッジ内にある、高級物件のレジデンスに住めちゃうような、呉服屋の若旦那様だけど！　住む世界が違うんだと痛感する。

「それに俺、ほかにも陽奈子にプレゼントしたいものがあるんだ」

　そう言うと篤さんは再び私の手を取り、歩を進める。向かった先は東郷屋の本店。

　お義父さんとお義か母あさんが待ち構えていて、三人で私に似合う着物を選んでくれた。

　そのままお義母さんが着付けしてくれたのは、選んでもらった物とは別に、篤さんが私のためにプレゼントしてくれた着物。髪までセットしてもらった。

「まぁまぁ、さすが夫ね。篤の選んだ着物がとてもよく似合うわ」

　着付けを終えたお義母さんはまじまじと私を見てそう言うものだから、気恥ずかしくなる。でも……。

　鏡に映る自分をもう一度見る。

　ペールトーンの全体的に淡泊で大人っぽい着物。私に似合うか心配だったけど、着てみるとしっくりくる。

　これを篤さんが選んでくれたんだと思うと、胸がギュッと締めつけられる。以前交わした約束を忘れずにいてくれたんだ。

「どう？　母さん、着付け終わった？」

「えぇ、終わったわ。篤、びっくりして腰を抜かさないでね」

　襖ふすまの向こうから声をかけてきた篤さんに、お義母さんはとんでもないことを言うものだからギョッとしてしまう。

「お、お義母さん」

　そんなハードルを上げることを言わないでほしい。

「どれ？」

　襖を開けて私を見ると、篤さんは目を見開いた。

　どうだろう、自分では悪くないと思ったんだけど……。

　なにも言わない篤さんに不安になる。すると遅れて様子を見に来たお義父さんが笑顔で言った。

「とてもお似合いだよ、陽奈子さん。篤も見惚れるほどにね」

「えっ？」

　お義父さんの言葉に篤さんは、珍しく慌て出す。

「余計なことを言うなよ、父さん」

「本当のことだろ？」

　嘘、もしかして篤さんってば照れているの？　だって耳まで真っ赤だもの。

　初めて見る姿に、驚きを隠せない。

「ふたりとも和装だと、ますますお似合い。ねぇ、あなた」

「あぁ」

　ふたりに言われ、篤さんを見ると目が合う。すると彼はわざとらしく咳払いした。

「似合うよ、その着物。髪型もいい」

「……っあ、ありがとう、ございます」

　伝染して私まで顔が熱い。

　微笑ましそうに私たちを眺めるお義父さんとお義母さんにお礼を言い、東郷屋を出る。

「大丈夫か？　着物は着慣れていないと、歩きづらいだろ？」

　そう言って私の手を取り心配する篤さんに、胸がきゅんとなる。

「だけど俺はずっと陽奈子に着物を着せたかったから満足しているよ。想像していた以上に綺麗で正直、ほかの男に見せたくない」

「……っ」

　とんだ殺し文句に言葉が出ない。
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「見て、和服カップルだよ」

「本当だ、美男美女でお似合い。いいなぁ」

　すれ違いざまに言われた話を聞き、篤さんは「ふふっ」と笑う。

「聞いた？　陽奈子。俺たち、美男美女のお似合いカップルだって」

「きっ、聞こえませんでした！　それよりご飯、早く行きましょう。お腹なかが減りました」

　嘘、本当はばっちり聞こえていた。和装カップル、お似合いって言われてすごくうれしかった。

　それなのに素直になれず、かわいげのない態度で誤魔化してしまった。でも篤さんにはバレバレのようだ。「ククッ」と喉元を鳴らしている。

「はいはい、わかったよ」

　なんだかバカにされている気がしてムッとなるも、ポンと頭を優しく撫でられるとドキドキしてしまう。

　めまぐるしく変化する感情に戸惑いながら歩くこと五分。着いた先は歴史を感じさせる趣のある店構えの割かっ烹ぽう料理店。

「お待ちしておりました、東郷様」

　深々と頭を下げて出迎えてくれた女将おかみは私を見て、にっこり微笑んだ。

「坊ちゃんが結婚したと聞いたときから、早くお嫁さんにお会いしたくてたまりませんでした。やっとお会いできてうれしいです。しかしまぁ、まさかこんなにも綺麗な人とは……ふふふ、とってもお似合いですよ」

　しみじみと言われると、非常に恥ずかしいものがある。

　なにも言えずにいる私とは違い、篤さんはにこやかに答えた。

「ありがとうございます。本当、陽奈子は綺麗すぎるからあまり連れて歩きたくないんですよ」

　サラッととんでもないことを言う篤さんにギョッとなる。女将も面食らい、「ごちそうさまです」と言いながら苦笑い。

「おふたりのために、料理長が腕によりをかけて作ると言っておりますので、どうぞごゆっくりお過ごしください」

　そう言って通されたのは、立派な日本庭園が望める個室。部屋に飾られている骨とう品なども、見るからに高そう。

　キョロキョロと見回している間に料理が運ばれてきた。

　女将はひとつひとつ、ていねいに料理の説明をすると「ごゆっくりどうぞ」と言って部屋から出ていった。

　そして女将の足音が聞こえなくなったのを確認してから、篤さんに刺とげ々とげしい声で言った。

「篤さん！　ここは君島さんがいるベリヒル内ではないんですから、あんなことを言う必要はないと思うのですが」

　すると彼はニヤニヤしながら私を見た。

「あんなことってどんなこと？」

「そっ、それはっ……！」

　私が言うの？　歯が浮いちゃいそうなあの言葉を。無理！　それに篤さん、絶対知っているくせに、わざと聞いているよね？

「もういいです」

　思いっきり顔を逸らせば、篤さんは愉快そうに笑う。

「悪い悪い。……でもさっきのは本音だから」

「えっ？」

　意味深なことを言われて彼を見れば、甘い目を私に向けた。

「陽奈子は綺麗だよ。着物を着た陽奈子はグッと女の色気が増して、本気で心配になる。気づかなかったか？　すれ違う男に見られていることに」

「それは……着物を着ているのが珍しかったからではないでしょうか？」

　やめて、そんなことを言うの。冗談だって笑ってくれたほうが、どれだけマシか。

「いや、陽奈子が見惚れるほど綺麗だからだよ」

　真剣な表情で言われた言葉に、息が詰まりそうになる。

　篤さんはどういうつもりで言っているの？　私の反応を見て、あとで笑ったりする？　わからないよ、どう反応すればいいのか。

　ただ見つめ返すことしかできずにいると、篤さんは眉尻を下げた。

「料理、あたたかいうちにいただこうか」

「あ、はい」

　言われるがまま箸を手に持ち、料理をいただく。どの料理もすごくおいしいのに、じっくりと味わうことができない。

　篤さんは何事もなかったかのように、他愛ない話をする。

　彼の真意がわからず、私はただ振られた話に相づちを打つことしかできなかった。




　それからの数日間、私は篤さんと今までのようにうまく接することができなくなってしまった。

　どうしてかはわからない。ただ、自分の気持ちも彼の気持ちもわからなくて、普通に目を合わせたり話をしたりすることができなくなった。

　理由もなく残業をし、朝早くに出勤して。少しでも篤さんと過ごす時間を減らしていた。

　今日も挨拶もそこそこに家を出てきた。そしていつものように店頭に立ち、お客様の対応にあたる。この日も常連客が来店し、どの商品がいいか相談されていた。

　時間をかけて一緒に吟味し、気に入った商品を見つけることができ、この瞬間が一番やりがいを感じる。

「ありがとう、今井さん。あなたのおかげで今日もいい買い物ができたわ。……やだ、間違っちゃった。もう東郷さんなのよね。ごめんなさい」

「いいえ」

　私もまだ職場で「今井さん」ではなく、「東郷さん」と呼ばれることに慣れていないもの。

「でも結婚後もお仕事を続けてくださってうれしいわ。あなたがいなくなっちゃったら困るもの。これからもよろしくね」

「ありがとうございます。こちらこそよろしくお願いいたします」

　思いがけないうれしい言葉に頭を下げると、目頭が熱くなる。

「じゃあまたね」

「はい、ありがとうございました。お気をつけてお帰りくださいませ」

　お客様を見送り、大きく深呼吸をして気合いを入れる。

　よりいっそう仕事をがんばろう。

　その後も接客をしたり、ショーケースの掃除をしたりしながら勤務にあたっていると、和装姿の年配の女性ふたり組が来店してきた。

「いらっしゃいませ」

　スタッフがそれぞれ声をかけていくと、なぜかふたりは商品を見ることなく私たちスタッフを見ていく。

　そして店の一番奥にいた私に目を向けると、ジッと一点を見つめてきた。

　なにを見ているんだろう、あのお客様。

　視線の先を辿たどっていくと、自分の胸元のネームプレートに目がいく。

　誰かを探している？　もしかして私？

　さっきからお客様は私をジッと見つめたまま。そしてなにかコソコソと話をすると、真っ直ぐにこちらに向かってきた。

　予想はあたったようで、私の前で足を止めると、ふたりは品定めするように私の全身を隈くまなく見る。

　どうしよう、まったく身に覚えがない。お客様として来店された記憶もないし、どういった関わりがあった方たちだろう。

「いらっしゃいませ」

　声をかけながら、必死に記憶を呼び起こしていると、ひとりが「あなたが陽奈子さん？」と聞いてきた。

「はい、そうですが」

　答えると、ふたりは苦虫を噛みつぶしたような顔で私を見た。

「そう、あなたが……。本当に若旦那と結婚後もお仕事を続けているのね」

「えっ？」

　若旦那って篤さんのこと？　ということは、このふたりは篤さんのお店のお客様ということだよね？

　頭の中で整理していると、ふたりは刺々しい声で続ける。

「東郷屋は、歴史ある老舗の呉服屋なのよ。今は若旦那が日本の着物を世界に広めようとしているのに、伴侶であるあなたが力になり、支えないなんて……。妻という自覚はあるのかしら」

「どうして若旦那はあなたのような方を選んだのか、理解できないわ。着物に詳しくて、店を一緒に手伝ってくれる、若旦那に見合う女性ならたくさんいるというのに」

　それは私が一番よくわかっている。でも私たちは期限付きの契約結婚。もしお互い一年経っても好きになれなかったら、離婚するというワケあり婚だ。

　だけどそれをふたりに伝えるわけにはいかない。

「あなたのお仕事は誰にだって代わってもらえるでしょ？　でも若旦那は違うわ。彼のお仕事は、彼にしかできないの」

「それを今一度よく考えてちょうだい。私たち、東郷屋には今後もがんばってほしいのよ」

　言いたいことだけを言って、ふたりは宝石にはいっさい目もくれずに店を去っていく。

　本当、的確に痛いところを突かれた。

　私が篤さんに不釣り合いなのも、私の仕事は誰にだってできることもわかっている。

　それなのにこんなにも悔しい気持ちでいっぱいなのは、篤さんが認めてくれたからだ。

　仕事を続けていいと言ってくれた。私の仕事に対する気持ちを理解してくれて、協力してくれる。

　宝石に興味を持ち、もっと知りたいと言ってくれて、それがどれほどうれしかったか。

　いきなりプロポーズされたとき、〝切磋琢磨していい関係を築いていける。自分が好きな仕事をしているように、相手にもそうであってほしい〟と言われて衝撃を受けたよね。

　世の中には、こういう理解のある男性もいるんだって。

　もしかしたら私はプロポーズされた瞬間から、篤さんに惹かれていたのかもしれない。ただ、彼に愛がないと思うから、自分の気持ちを認めたくなかっただけじゃないかな。

　それに一緒に暮らしてみて、篤さんとは住む世界が違うと痛感させられた。

　住む場所やお金の使いかたすべてが、私とは違う。

　私では篤さんに不釣り合い。そう思う一方で、このまま彼と一緒にいたい。

　篤さんの気持ちが気になってしまうのは、好きだからだ。私は篤さんのことが好きなんだ。

　何度も心の中で自分の気持ちを繰り返し確認すると、じわじわと実感していく。

　でもこのままもっと好きになってもいいの？　篤さんは私のことをどう思っている？　たとえ想おもいが通じ合ったとしても、今の結婚生活を続けていいの？　彼と夫婦として生きていくと決めたなら、仕事は辞めるべきでは？

　気持ちを自覚した途端、新たな悩みが生まれてグルグル考えていると、多恵ちゃんが心配そうに声をかけてきた。

「陽奈子先輩、大丈夫でしたか？　苦情かトラブルだったんですか？」

「え？　あっ……ううん、違うの。大丈夫」

　ハッとして笑顔で答えるけど、多恵ちゃんの表情は晴れない。

「本当ですか？　頼りないと思いますが、私はいつでも力になりますからね。今まで陽奈子先輩に助けてもらった分、少しでもお返ししたいですし」

「多恵ちゃん……」

　ポツリと彼女の名前をつぶやくと、コソッと声を潜ひそめた。

「陽奈子先輩がいたから、私はここまで続けてこられたんです。だから本当に愚痴でもなんでも、いくらでも聞きますからね！」

　照れくさそうにして、多恵ちゃんは「持ち場に戻ります」と言って離れていく。

　彼女のうしろ姿を見つめながら、ついさっき常連のお客様に言われた言葉や、多恵ちゃんたち後輩のこと、それに入社してから経験した苦労やうれしかったことが、一気に頭を駆け巡る。

　辞められるの？　この仕事を。ううん、辞められないよ。もっと勉強をして、いずれはジュエリーコーディネーター一級の資格を取り、店舗運営に携わりたい。

　なにより私はこの仕事が好き。ここで働くみんなが好き。買い物をする際、私を指名してくれるお客様も大勢いる。

　それなのに無責任に仕事を辞めることなんてできないよ。だけどそんな私が、好きっていう気持ちだけで、篤さんのそばにいてもいいの？

　その答えはいくら考えても出なかった。










好きだから独占したい　篤ＳＩＤＥ




　耳障りな目覚ましのアラームが聞こえ、ゆっくりと瞼を開けると日が昇っていて部屋の中が明るい。

　アラームを止めて起き上がり、すぐに廊下に出ると家の中はシンとしている。だけどキッチンからコーヒーの芳かんばしい香りが漂っており、導かれるように向かうも陽奈子の姿はない。

　代わりにダイニングテーブルの上には、一枚のメモが置かれていた。

【商品搬入があるため、先に家を出ます。簡単なものですが、朝食用意しました】

　手に取って読んだあと、深いため息が零れた。

「商品搬入、ね」

　もう何日目だろうか。まともに陽奈子と顔を合わせていない。それは間違いなく陽奈子が俺のことを避けているからだ。

　身支度を整えて、彼女が用意してくれた朝食を食べながらここ最近のことを思い出す。

　結婚してから少しずつ距離が縮まってきたと感じていた。いや、勘違いではなかっただろう。

　俺が陽奈子と一緒にいると居心地がよかったように、彼女もそう思っていたはず。

　それに俺の仕事にも興味を持ち、忙しい合間を縫って着物のことを知ろうとしてくれていたよな。

　そんな彼女に俺は、出会ったときよりもずっと惹かれている。いや、もう陽奈子と別れるつもりはないくらい、好きになっている。

　でなかったら、こんなにも寂しい気持ちになっていないだろう。

「俺、陽奈子になにかしたのか？」

　だから彼女は俺のことを避けているんだよな？　もしかして、嫌われるようなことをしたのだろうか。

　本人に聞かなければわからないこと。しかし、好きだからこそ臆病になる。

　俺との結婚生活を続けることはできない、一年を待たずに、離婚してほしいと言われたら？

「無理だ、陽奈子のいない人生なんて」

　最初は軽い気持ちだった。利害が一致しているし、陽奈子のような女性と結婚できたらと思っていたから。

　でも実際に生活をともにしてみて、がんばり屋で素直な子だと知り、言動すべてが愛らしくてたまらなくなった。

　それは初めて唇を重ねてよりいっそう思い知った。触れたら愛しさが増し、あのときはキスだけでどうにか我慢することができたが、次は無理だと思った。

　なにより、キス以上のことは気持ちが通じ合ってからしたいと思ったんだ。

　でもやっぱり近くにいると我慢できず、触れてしまったわけだが。それが嫌だったのだろうか。

　結婚はもちろん、キスなどそういった行為はお互いの気持ちがないとだめだと言っていたくらいだし。

「しっかり自分の気持ちを伝えるべきだよな」

　臆病になって逃げていてはだめだ。彼女にも自分と同じ気持ちになってほしいのなら、まずは俺から「好き」だと伝えないと。

「今夜にでも、言おう」

　どんなに避けられても、つかまえて伝えるんだ。そう心に決め、俺も家を出た。




　この日も常連客や観光客を中心に、たくさんの人が来店した。外国人観光客も多く、英語で接客することもしばしば。

「すごいですね、若旦那。英語だけではなく中国語もいつの間にマスターしたんですか？」

「つい最近だよ。中国人客も増えてきたからな」

　着物を世界に広めたいという夢を抱き始めた頃から、外国語を学び出した。

　英語から始まり、フランス語やドイツ語、それと中国語。接客に必要な用語を中心に取得している。

「私はだめだわ、この歳としになると新しい知識を入れようとしても、脳ががんばってくれなくて」

　そう話すのはこの前、誕生日を迎えた従業員のひとり。陽奈子と一緒に選んだお香をとても気に入ってくれた。

「ふふふ、最近の若旦那は以前にも増して仕事に精が出ますね。やはりご結婚されたことが大きいのですか？」

　微笑ましい目を向けられ、気恥ずかしくなるが本当のことだ。

「そうですね。彼女がすごく一生懸命なので、自分も負けていられないんですよ」

　中国語も学ぼうと思ったのは、陽奈子が資格取得を目指していると知ったからだ。

「あらあら、素敵な夫婦関係ですね。たしか同じショッピングモール内で働いているんですよね？　あの素敵なお香を一緒に選んでくださったようですし、お礼も兼ねて会いに行っちゃおうかしら」

「え？　それはちょっと……」

「大丈夫、若旦那の昔のアレやコレはお話ししませんから」

　とはいえ、これは陽奈子に会ったら完全に言う感じだよな？　それは困る。

「今度、店に連れてきますよ」

「そうしてください。私だけではなく、ほかの従業員もご挨拶したいと思っておりますからね」

「わかりました」

　従業員は皆、本店で長年勤めてくれている者ばかり。俺も幼少期から顔見知りだから仕事はやりやすいけど、昔の黒歴史も知られている。

　俺のいないところで陽奈子に会われたら、恥ずかしい話をされるだろう。

　でも陽奈子をみんなに紹介するときは、本物の夫婦になっていたいものだ。家族同然の大切な仲間たちに、嘘をつきたくないし、幸せな姿を見せたい。

　その後も多くの客がやって来て、接客にあたっていると時間はあっという間に流れていく。

　そして閉店時間五分前に、ご贔屓さんのふたりが上機嫌で来店した。

「こんばんは、若旦那」

「相変わらずかっこいいわねぇ」

　どうやら一杯やってきたあとなのか、相当酔っているようだ。

「こんばんは。珍しいですね、こんな時間にお越しいただけるなんて」

　いつも日中に来て、ゆっくりと着物を見たり世間話をしたりしていくのに。

　ご贔屓さんの中には、ただ、話をするためだけに来る方々も少なくない。年配の人が多く、俺たちと話をするのを楽しみに来てくれる。

　それが縁に繋がり、新しい顧客を呼ぶこともある。だから決して接客には手を抜かないのだが……。

　酔って来る客は初めてで、どう接すればいいのか困惑する。

　ほかの従業員たちも、いつもと様子が違うふたりにどうすればいいのか、わからない様子。

　しかし幸いあと少しで閉店時間を迎える。閉店作業をほかの従業員たちに頼み、俺が接客にあたることにした。

「だいぶ酔われているようですし、本日はお帰りになったほうがよろしいのではないでしょうか？」

　様子をうかがいながら言うと、ふたりは「大丈夫よ」「相変わらず若旦那は、優しいわね」と言う。

「それに私たち、若旦那に話したいことがあって寄ったの」

「私に話したいことですか？」

　聞き返すと、ふたりは意味ありげにほくそ笑む。

「優しい若旦那の代わりに、私たちが言ってやりましたよ」

「すべて図星だからか、なにも言い返してこないくらいに」

「どういうことでしょうか？」

　話の意図がわからず小首を傾げる。

「若旦那の無責任な奥さんにですよ。だってあんまりじゃないですか、若旦那がひとりで支店を切り盛りしているというのに、妻という立場でありながら外でお仕事をしているなんて」

「そうですよ、だから私たちがはっきりと言ってきました。若旦那に見合う女性はほかにたくさんいると」

「東郷屋に嫁いできた以上、お仕事を辞めて若旦那を支えるべきですものね」

　ちょっと待ってくれ。言ったって陽奈子本人にか？

「若旦那、早いところ離縁なさったほうがいいですよ」

「そうそう。若旦那と結婚したい子はたくさんいます。それこそ東郷屋のことを考えてくれて、若旦那を支えてくれる子が」

　口々に言われ、俺は相手が大切なご贔屓さんということも忘れて声をあげた。

「お言葉ですが、陽奈子以上の女性はいないと思っています」

「えっ？」

　大きな声で言った俺に、ふたりは驚き固まる。

　だけど陽奈子のことを悪く言われ、黙ってなどいられない。

「それに私は、彼女に東郷屋を手伝ってほしくて求婚したわけではありません。私と同じように仕事に取り組む彼女に惹かれたのです。……陽奈子と一緒にいると、私も負けていられない、よりいっそう精進しないといけないという気持ちにさせられるんです」

　違う仕事をしていたって、陽奈子は俺のことを支えてくれている。自分だって忙しいのに、朝食を用意してくれたり、俺のことを気遣ってくれたり。そういう優しさにも惹かれたんだ。

「おふたりが、東郷屋のことを考えてくださっていることには感謝いたします。ですが妻に手伝ってもらわなくても、私には心強い仲間がいます」

　チラッと閉店作業をしている従業員たちを見れば、聞き耳を立てていたようで、目が合うとみんな力強くうなずいた。

「それは長年ご贔屓にしてくださるおふたりが、一番よく理解してくださっているのではないでしょうか？」

　そう問えば、ふたりは顔を見合わせた後、申し訳なさそうにシュンとなる。

「そうですね、結婚とは本来、好き合っている者同士がするもの。昔と今では時代が違うというのに、私たちったら……」

「それに従業員の皆さんがいるものね。東郷屋は安泰よ。……ごめんなさい、若旦那」

「奥様にも失礼なことを言ってしまい、すみませんでしたと謝っておいてください」

　わかってくれたようで、ホッと胸を撫で下ろす。

「ありがとうございます。妻にも伝えておきます。今後もどうぞ東郷屋をよろしくお願いします」

　深々と頭を下げると、ふたりは「もちろんよ」「また寄らせてもらうわ」と言って去っていった。

　そしてふたりの姿が見えなくなると、従業員たちがわっと集まってきた。

「かっこよかったですよ、若旦那！　奥様のことを守りつつ、お客様への配慮も忘れず」

「完璧でしたね」

「それにうれしかったです。私たちのことを心強い仲間と言ってくださって」

　そう言ってくれてうれしいのに、昔から知っている間柄だからこそ恥ずかしくて素直に喜べない。

　それさえも理解しているようで、従業員たちはクスクスと笑うからますます居たたまれなくなる。

「あ、若旦那。あとは私たちに任せて早く帰ってください」

「奥様のフォローをしないと」

　そうだ、俺から結婚するときに仕事は続けてほしいと言ったのに、あのふたりから言われてどう思った？　絶対嫌な思いをさせたよな。

　陽奈子の気持ちを思うと居ても立っても居られなくなる。

「悪い、みんな。あとは頼む」

　そう言うと、みんな笑顔で「お疲れ様でした」と送り出してくれた。

　陽奈子に会いたい。会って伝えたい。

　まずはご贔屓さんのことを謝って、そして言うんだ。陽奈子のことが好きだ。本物の夫婦になってほしいと。










もう一度最初から……




「ありがとうございました。お気をつけてお帰りくださいませ」

　最後のお客様を見送ると、肩の力が抜ける。いろいろとあったけど、今日も無事に閉店時間を迎えることができた。

　これから閉店作業をして、事務作業が残っているけど。でもまだ家には帰りたくないから、かえって助かる。

　どんな顔で篤さんに会ったらいいかわからないもの。

　ため息をひとつ零し、閉店作業に取りかかると、多恵ちゃんが駆け寄ってきた。

「陽奈子先輩、それは私がやります！」

「え？　でも」

　戸惑っていると、ほかのスタッフも私のもとへやって来た。

「東郷さん、今日は早く上がりな。聞いたよ、変な客にあたったんだって？」

「たまにいますよね。私もそういうお客様にあたったことがあります」

「そんなときはゆっくりしてください。陽奈子先輩、いつもがんばりすぎです」

　どうやら多恵ちゃんが篤さんのご贔屓さんに言われたことを、みんなに話してくれたようだ。

　こんなに気遣われたら、帰らないとは言えない。

「ありがとう、みんな。えっと、じゃあ今日はお言葉に甘えさせてもらいます」

　そう言うとみんな、満面の笑みを浮かべた。

　優しさがうれしいけれど、今日ばかりは心から喜べない。家に帰りたくないのだから。

「お先に失礼します」

　頼みの綱の仕事で残業という理由を逃がし、私はトボトボと職場をあとにした。

　従業員専用出口から外に出ると、空は雲に覆われていて月や星が見えない。

　そういえば今夜遅くから雨が降ると天気予報で見た。しかしこれからどうしよう。真っ直ぐ篤さんがいる家に帰る？

　でも篤さんのことが好きで、これからも一緒にいたいと思うなら、いずれは向き合わなければならない。

　私では住む世界が違いすぎて、不釣り合いじゃない？　それに私はこのまま仕事を続けてもいいのか。篤さんの仕事を手伝い、彼を支えることができなくても、そばにいさせてくれるのかな。

　その前に、こんな私を好きになってもらえるのだろうか……。

　様々なことを考えると、やっぱり怖くてまだ向き合う自信がなくなる。

　重い足取りで、とりあえずレジデンスへ向かうものの、途中で何度も足が止まってしまう。

　やっぱりどこかで時間をつぶそうかな。久しぶりにオフィスビルの展望台に行ってみる？

　あそこならゆっくりと自分の気持ちと向き合えるよね。

　踵を返して歩を進めていくと、多くの人とすれ違う。ふと、前を見ると見覚えのある人物を視界に捉えた。

「あっ……」

　足が止まり、ジッと見つめてしまうのは、綺麗に着飾った女性と仲睦むつまじく歩く君島さん。

　ここで会うとは思わず、びっくりして動けなくなる。

　だけどやっぱり私には本気じゃなかったんだ。もうすでにほかの相手がいることがなによりの証拠。

　安心した反面、お父さんや篤さんを巻き込んだことに申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　私がもっと最初からお客様ということを抜きにして、毅き然ぜんとした態度で接していれば、君島さんもあっさり引き下がったのかもしれない。曖あい昧まいな態度を取っていた私にも責任がある。

　そんなことを考えている間にも近づく距離。当然君島さんも私に気づき、足を止めた。

「陽奈子ちゃん……」

　逃げたい衝動に駆られるも、ここで逃げたら変だ。それに彼はお客様でもある。

　すぐに笑顔を取り繕った。

「お久しぶりです、君島様」

　挨拶をすると、君島さんは恨めしそうに私を見る。しかし、一緒にいる女性に「君島さん、この人誰？」と聞かれると表情を戻した。

「この人は行きつけの宝石店の店員なんだ。ちょうどキミにプレゼントする宝石のことで相談中でさ。プレゼントしたときに驚かせたいから、先にレストランに行っててもらってもいいかな？」

「本当に？　やだ、うれしい！　楽しみ。わかった、じゃあ先に行ってるね」

　プレゼントしてくれると聞き、女性は上機嫌で去っていく。すると君島さんは冷めた目を私に向けた。

「陽奈子ちゃんには幻滅したよ。まさか結婚間近の相手がいるというのに、俺をもてあそんでいたなんて」

　もてあそんでいたって私が君島さんを？

　信じられないことを言う君島さんに、耳を疑う。

「おかげで俺、恥をかいたじゃないか。わざわざ俺のほうから見合いの場を設けてやったというのに。申し訳なさそうにキミのお父さんから断りを入れられたとき、どんなに惨めな思いをしたと思ってる？」

「そんなっ……！」

　私はひと言も君島さんに気持ちがある素振りを見せたつもりはない。お見合いだって君島さんが勝手に進めただけ。それなのに、あんまりだ。

「だけどまぁ、陽奈子ちゃんのような尻軽女と、どうこうならなくてよかったよ。きっと俺だけじゃなくて、ここで働くいい男に色目を使っていたんだろ？　結婚したあの呉服屋の若旦那も、その中のひとりだったんじゃないか？」

　ひどい、どうしてそんなことが言えるの？

　私が君島さんになにをしたっていうのよ。

　我を忘れてはいけない。頭ではそうわかっているけど、悔しくてたまらない。必死に我慢していると、君島さんは私を見下しながら続ける。

「陽奈子ちゃんの旦那は可か哀わい相そうだな。キミみたいな子を嫁にしちゃって。結婚した今も仕事を続けて、旦那よりもいい男を探しているのか？　だったら最低最悪な女だ。本当に陽奈子ちゃんと結婚しなくてよかったよ」

　そう言って嘲あざ笑わらう君島さんに、悔しくて悲しくて、泣きそうになる。でもここで泣いたら、君島さんを喜ばせるだけ。

　そう自分に言い聞かせても、目の前で笑われて涙が零れ落ちそうになったとき、勢いよく背後から抱きしめられた。一気に着物の香りに包まれる。

「本当によかったよ、お前じゃ陽奈子に見合わないからな」

　息を切らしながら放たれたひと言に、ドキッとなる。

　どうして篤さんがここに？　それにこのタイミング、前と同じだ。私がピンチのときに、助けに来てくれるなんて。

　胸がいっぱいになり、ポロッと涙が零れ落ちた。

　涙を拭ぬぐっていると、目の前にいる君島さんは突然現れた篤さんに、焦っている様子。

　すると篤さんは低くて太い、凄すごみの利いた声で言った。

「ずいぶんと俺の妻を侮辱してくれたな。これ以上陽奈子になにかしたら、これまでのお前の振る舞いに対して法的に訴えるぞ」

「訴えるって言われても、俺はなにも悪いことはしていない」

　だいぶ怯おびえている君島さんに、篤さんは間髪を容いれずに続ける。

「いいのか？　そんなことを言って。お前が陽奈子にしたことは、ストーカー行為と脅迫だ。立派な犯罪だと思うが？　それに陽奈子の店でしつこく迫っていたんだ。証人はいくらでもいるはずだぞ」

　脅しをかける篤さんに君島さんの表情は青ざめていく。

「わかったら、もう二度と陽奈子の前に現れるな」

　厳しい声で言うと、君島さんは「こっちからそんな女、願い下げだ」と捨て台詞を吐いて逃げるように去っていった。

「大丈夫か？　陽奈子」

「は、はい。あの、ありがとうございました」

　抱きしめる腕の力が緩み、私はゆっくりと彼から離れて振り返った。そして顔を上げると、悔しそうに唇を噛みしめる篤さんが目に映る。

「悪かった、俺がもっと早く来ていれば……」

「え？　どうして篤さんが謝るんですか？　篤さんには感謝しかありません。今日も、そしてプロポーズされた日も、私を助けてくれてありがとうございます」

　それに謝るなら私のほうだ。

「私こそごめんなさい。……最近、ずっと篤さんのことを避けていて」

　そう伝えると、彼は大きく目を見開いた。そして困ったように笑う。

「やっぱり俺、避けられていたんだな。その理由を聞かせてほしいし、俺も陽奈子に話したいことがあるんだ」

　篤さんが私に話したいことってなんだろう。それがわからないから不安になる。

「とりあえず帰ろう。話はそれからだ」

「……はい」

　返事をすると、彼は当然のように私の手を引いて歩き出した。

　大きな背中を見つめながら、さっき篤さんが君島さんに言ってくれた言葉が頭を駆け巡る。

　うれしかった、守ってくれて。でも、篤さんは正義感から守ってくれただけなのかもしれない。そう思うと切なくなる。

　複雑な気持ちのまま帰宅すると、篤さんは玄関のドアが閉まるや否や、私を抱きしめた。

　真正面から苦しいほど抱きしめられ、息が詰まりそうになる。どうしたの？　急に。

「篤、さん？」

　ドキドキしながら名前を呼ぶと、彼は苦しげな声でささやいた。

「陽奈子に触れたくて、たまらなかった」

　さらに強く抱きしめられると、私も好きって気持ちがあふれて止まらなくなる。

　期待してもいいのかな？　篤さんも私と同じ気持ちだと。だってそうでなかったら、私に触れたくて、たまらなかったなんて言わないよね？

「あの……」

「うちのご贔屓が陽奈子に失礼なことを言ってしまい、悪かったと伝えてほしいと言われたよ」

　私の声を遮り言うと、篤さんはゆっくりと私の身体を離した。そのスピードに合わせて顔を上げたら、苦しそうに私を見つめる彼と目が合う。

「閉店間際に来て話を聞いた。……すまなかった、嫌な気分になったよな。今日は陽奈子につらい思いをさせてばかりで本当に悪い」

「そんなっ……！　ご贔屓さんは、東郷屋を思って言ったのだと思います」

　東郷屋は歴史ある老舗呉服店だ。跡取りの嫁である私には、家庭に入って店を一緒に切り盛りしてほしいと思うのが普通だ。

「法律上、私は篤さんの妻なのに外で働いていたら、ご贔屓さんが怒るのも当然です」

　だけど、もし篤さんと想いが通じ合ったとしても、私は仕事を辞めることができない。ずっと続けていきたい。

　それでも篤さんのことが好き。仕事に対する思いが似ていて、彼の存在ががんばろうって気持ちにさせてくれるんだ。

　なにより私の気持ちに寄り添ってくれる。そんな人、初めてだった。ううん、もうきっとこの先も出会うことなんてできないよ。

　欲張りだってわかってる。でも私は、仕事も篤さんもどっちも諦めたくない。

　自分の気持ちが固まり、それを彼に伝えようとするよりも先に彼が口を開いた。

「俺はこの先もずっと、陽奈子に一緒に東郷屋で働いてほしいと思っていないから。それをはっきりとご贔屓さんにも伝えた」

「えっ？」

　この先もずっと？　それって篤さんは、私と一年経っても夫婦生活を続けていきたいと思ってくれているの？

　トクン、トクンと胸が高鳴る。

　聞きたいのに、もし違ったらと思うと怖くて聞けない。すると篤さんは、真剣な瞳を私に向けた。

「まだ約束の一年までだいぶ時間があるけど、俺はもう陽奈子以外の女性と夫婦になるつもりはない。……最初に言っただろ？　結婚から恋愛を始めてみよう。夫婦になってから、芽生える感情もあると思うと」

　そう言うと彼は、優しく微笑む。

「俺は芽生えたよ、好きって感情が。陽奈子の仕事に対する姿勢を見ると、俺もがんばろうって気持ちにさせられる。話が合うし、ふたりで過ごす時間は楽しい。なにより一生懸命な陽奈子は世界一かわいくてたまらない。これからもっと好きになる自信がある」

　篤さんが言っていることは本当なの？　本当に私のことを好きになってくれたの？

　告白してくれたのに夢みたいで、すぐには信じることができない。それに気づいたのか、篤さんは私の手をギュッと握った。

「その顔だと信じてもらえていないようだな。……だったら何度だって言うよ。好きだよ、世界で一番陽奈子が好きだ」

　甘い顔で何度もささやかれる愛の言葉に、かあっと顔が熱くなる。それと同時に実感する。本当に篤さんと想いが通じ合えたのだと。

　うれしくて胸がいっぱいになる。

　私も伝えるんだ。自分の気持ちを。

　彼の手を握り返して真っ直ぐに見つめた。

「私も篤さんのことが好きです。……同じなんです、私も篤さんと一緒にいると居心地がよくて、篤さんががんばっていると、私もって気持ちになるんです。なにより私の仕事に対する思いを初めて理解してくれたのは、篤さんでした」

「陽奈子……」

　気持ちを伝えると、彼はうれしそうに顔を綻ばせた。

　このまま篤さんの胸に飛び込みたい衝動に駆られるも、一番大切なことをまだ彼に伝えていない。

「でも私はやっぱり仕事が好きで、これからもずっと続けていきたいんです。それなら篤さんに着物の知識が豊富で、一緒に店を切り盛りしてくれる相手と再婚してくださいって言うべきだとわかっています。だけど私には言えません。篤さんのことが好きだから」

　ひと呼吸置き、恐る恐る彼に尋ねた。

「篤さんとの結婚生活も仕事も諦めたくないんです。……欲張りな私ですが、これからも篤さんのそばにいてもいいですか？」

　歴史ある老舗呉服屋の跡取りの篤さんの妻でありながら、自分の好きな仕事を続けてもいいですか？

　不安でいっぱいになりながら、彼の答えを待つ。

　すると篤さんは顔をクシャッとさせて笑った。

「いいに決まってるだろ？　それが結婚の条件でもあったんだから。好きな子には、俺と同じように好きなことをしてほしいと思っている。これからも陽奈子とは、刺激し合って切磋琢磨していきたい」

「あの、でもお義父さんとお義母さんはどう思っているのでしょうか？　仕事を続けていいと言ってくれましたが、将来的にはやっぱり反対されませんか？」

　不安は拭えない。今はよくても、この先はどうなるかわからないもの。いずれは反対される可能性もあるでしょ？

　その思いで聞くと、篤さんはクスリと笑う。

「その心配もいらないよ。もともと俺も、両親には東郷屋を継がなくてもいいって言われたんだ」

「本当ですか？」

　びっくりして聞き返すと、彼はコクリとうなずく。

「母さんは結婚を機に、仕事を辞めたことを後悔していた。後悔した母さんを父さんも知っていて、だから俺にも、そして俺の結婚相手にも無理強いしたくないんだってさ」

　意外だ。この前、東郷屋本店に行ったときにお会いしたけれど、生き生きと働いていたから。私の目にお義母さんは、呉服屋の仕事を楽しんでいるように見えた。

「もちろん今は違うよ。母さんも呉服屋の女将が天職だって言っているくらいだ」

「そうなんですね、それならよかったです」

　ホッと胸を撫で下ろすと、篤さんは繋いでいた手を離し、私の首に腕を回した。そして小首を傾げてジッと見つめてくる。

「えっと……あの？」

　なにも言わずに見つめられると、非常に照れくさい。しどろもどろになりながら聞くと、篤さんはうれしそうに笑みを零す。

「陽奈子と、本物の夫婦になれたんだって幸せを噛みしめている」

「えっ？」

　な、なんですかそれ。幸せを噛みしめているだなんて。

　意外でそのギャップにきゅんとなる。

　ドキドキしていると、篤さんは「あっ」と声をあげたあと、なぜか私の耳に顔を寄せた。

「違う、まだ陽奈子と本物の夫婦になれていない。……今夜、陽奈子にたくさん触れていい？」

　触れていいって……えっと、つまりそういうことですよね？

　理解できると、身体中が熱くなる。でも私も篤さんと身も心も結ばれたい。触れてほしい。

「……はい」

　その思いで彼を見つめて返事をすれば、篤さんは目を見開いた。

「いいの？　俺、ずっと陽奈子に触れたくて我慢していたから、そんなこと言われたらもう抑える自信ないけど」

「いっ、いいです！　……私も篤さんに触れたいです」

　好きな人と想いが通じたって実感したい。幸せな気持ちに包まれたいよ。

「わかった、じゃあもう我慢しない」

「わあっ!?」

　勢いよく抱き上げられ、びっくりして色気のない声が出てしまう。咄嗟に彼の肩に掴まると、器用に私が履いていたハイヒールを脱がせて廊下を突き進む。

　そして真っ直ぐに向かった先は篤さんの寝室。部屋の中は月の光が降り注いでいた。

　ベッドに私を寝かせると、すぐに彼が覆いかぶさる。ギシッとベッドのスプリングが軋きしむ音に、ドキドキが増す。

　篤さんに触れてほしいと望みながら、やっぱり緊張する。

「陽奈子……」

　愛しそうに私の名前を呼ぶと、ゆっくりと距離が縮まっていく。そのスピードに合わせて瞼を閉じた。

　触れるだけのキスに、胸が震える。

　一緒に暮らし始めた頃に交わしたキスのときとは違い、気持ちが通じ合っているからかすごくドキドキしてしまう。

　何度も何度もキスが落とされ、次第に口づけは深くなる。

「陽奈子、口開けて」

「んっ」

　言われるがまま少し口を開ければ、彼の舌が割って入ってきた。

「んあっ……ん」

　私の舌を搦からめとると、優しく撫でたりきつく吸ったりされて声が漏れる。

　キスに翻ほん弄ろうされている隙に篤さんは私の服をまくり上げた。彼の大きな手が地肌に触れると、身体が反応してしまう。

「陽奈子……」

　キスの合間に名前を呼ぶ声は掠れていてドキドキする。

　ドキドキして胸が苦しいのに、彼とのキスは気持ちよくてずっとキスしていたくなるほど。

「篤さん」

　もっとキスしてほしくて、彼の首に腕を回して引き寄せた。そして篤さんがしているように、私も彼の舌に吸いつく。

「バカ、そんな煽あおるようなことをするな」

「んっ」

　リップ音を立てて離れていく唇に寂しさを感じながら瞼を開けると、篤さんの髪と着物が乱れていて、妙に色っぽい。

　そんな彼から視線を逸らすことができなくてジッと見つめていると、篤さんはふわりと笑った。

「どうした？　そんなに見つめて」

　そう言って額にキスをされる。甘い雰囲気に融とけてしまいそう。

「もしかして嫌になった？　俺に抱かれるの」

　ううん、そんなわけない。首を左右に振ると、篤さんは「よかった」と言いながら額だけではなく、鼻や目元などいたるところにキスをした。

　それがくすぐったくて、もどかしくて、自分から彼の唇に口づけをした。

　こんなに大胆になるほど触れたいと思うのは、篤さんのことが大好きだから。

　すると篤さんは目を瞬かせた後、苦しげに顔を歪めて荒々しく私の唇を奪う。

「もう止められない。陽奈子がほしい」

　それから私たちはお互いのぬくもりに触れ、何度も求め合った。「好き」と気持ちを伝え合いながら……。

「大丈夫か？　陽奈子」

　呼吸を整えていると、篤さんが心配そうに私の顔を覗き込む。

「……大丈夫じゃないです」

　ジロリと睨んで言えば、彼はフフッと笑う。

「ごめん、陽奈子がかわいすぎるから止まらなくて。それは今もなんだけど」

「え？　あっ」

　再び彼が私の中に入ってきて、慌てて胸を押し返した。

「待ってください、私もう……」

「無理。まだ足りない。もっと陽奈子がほしい」

「そんなっ」

　もう何度果てただろうか。それさえも覚えていないほど何度も身体を重ねている。

「こんなに陽奈子を求めてしまうことに、自分でも驚いているよ。だから陽奈子、これから覚悟してて」

　にっこり微笑むと、篤さんは私の頬にキスをした。そして甘い顔で私を見つめると、そっとささやいた。

「愛しているよ、陽奈子」

　愛の言葉に胸が締めつけられる。

　大好きな人に愛されていると身体中で実感できた幸せな一夜を、私はきっと一生忘れない。……ううん、忘れられないよ。

　明け方まで私たちは何度も愛し合い、そして互いのぬくもりを感じながら眠りに就いた。




　数ヵ月後。

　店内の最終チェックをし、私はまた今日も大好きな仲間たちとお客様を出迎える。

「いらっしゃいませ」

　最近では外国人観光客も訪れるようになり、篤さんと一緒に様々な国の言葉を勉強中だ。

　今日も中国人観光客が訪れ、覚えたばかりの中国語で接客していた。友人へのお土産の品を購入すると、お客様は上機嫌で帰っていった。するとすかさず多恵ちゃんが駆け寄ってきた。

「えっ？　陽奈子先輩、いつ中国語をマスターしたんですか？　そして最後に言った言葉はなんですか!?」

「つい最近覚えたんだ。最後に言った言葉の意味は、『今日はご来店ありがとうございました』」

　接客に必要な言葉を中心に覚えているけど、相手に伝わり、売上に繋がるとすごくうれしい。

「そうなんですね。それにしても陽奈子先輩ってばさすがです、かっこいい。私も語学スクールに通おうかな。英語ですらまともに話せませんし、聞き取れないんですもん」

「私も最初はそうだったの」

　最初からすべてが完璧にできたわけじゃない。うまくいかないことばかりだったし、挫折も経験した。だから今の私があるんだと思う。

「多恵ちゃんは多恵ちゃんのペースでがんばればいいんだよ」

　慌てなくてもいい、ゆっくりでもいいから成長してほしい思いで言うと、多恵ちゃんは拳をギュッと握りしめた。

「ありがとうございます、がんばります！」

「うん」

　後輩がやる気になってくれると私もうれしい。

　その後も訪れるお客様の対応にあたっていると、時間はあっという間に過ぎていく。

　閉店作業と事務処理を終え、更衣室で急いで着替えをしていると、一緒に上がった多恵ちゃんがニヤニヤしながら聞いてきた。

「陽奈子先輩、もしかしてこれから旦那さんとデートですか？」

「……うん、食事に行くだけなんだけどね」

　気恥ずかしくなりながらも答えると、多恵ちゃんは「キャー」と声をあげた。

「いいですねぇ、ラブラブで。あ、結婚式の招待状届きましたよ。もちろん出席しますからね！　来月が楽しみです」

「ありがとう」

　そうなのだ、私と篤さんは来月の大安吉日に結婚式をあげる。今はその準備の真っ只ただ中なか。

　仕事に結婚式の準備にとめまぐるしい日々を送っていた。でも今日は篤さんと結婚して半年になる特別な日。だから外で食事をしようと誘われたんだ。

「それじゃ多恵ちゃん、また明日ね。お疲れ様」

「はい、お疲れ様でした。デート楽しんできてくださいね」

　多恵ちゃんに見送られ、急いで向かったのはオフィスビル。玄関前で待ち合わせをしていた。

　オシャレしてきてと言われたから、オフィスビルに入ってるレストランで食事をすると思うんだけど、付け足して言われたひと言が気になる。

『だけど、動きやすい服にしてね』

　どういう意味だろう。とりあえず、ロングワンピースにしたけれど、食事のあとにどこか行くのかな。

　そんなことを考えながら歩を進めて着くと、すぐに篤さんを探す。

　約束の時間の五分前。まだ彼は来ていないのかな？

　キョロキョロしていると、急に背後から肩をポンと叩たたかれた。びっくりして振り返れば、いつもの着物姿ではなく、スーツを着た篤さんがいた。

「え、篤さん？　どうしたんですか、その恰かっ好こう」

　和装もいいけどスーツも似合う。髪もセットされていて、すごくかっこいい。いつもと雰囲気がガラリと違う彼に胸がときめく。

　見惚れていると、篤さんは目を細めた。

「今日の陽奈子は一段と綺麗だ。オシャレしてきてくれて、ありがとう」

「そんなっ……！　篤さんのスーツ姿もかっこいいです」

　恥ずかしくなりながらも言うと、篤さんは「惚れ直した？」と冗談交じりに聞いてきた。

「惚れ直しましたよ」

　ここで押し黙るのは負けの気がして言えば、篤さんはクスッと笑い、私の耳元でささやいた。

「俺も」

　すぐさま彼を見れば満足げな顔をしている。篤さんのほうが一枚上手だ。

　篤さんはスマートに私の腰に腕を回してエスコートする。

「行こうか」

「はい」

　玄関を抜けてエレベーターホールへ向かい、到着した無人のエレベーターに乗ると、彼はポケットの中から目隠しを取り出した。

「篤さん、それはいったい？」

　彼はにっこり笑いながら「着いてからのお楽しみにさせて」と言って、私に目隠しをつけた。

「ええっ!?　あの、篤さん!?」

　どういうことなの？　目隠しするなんて。今日は食事に来たわけだよね？

　視界を遮られ、テンパる私の手を彼が握った。

「大丈夫。ちょっとの間だけだから」

　エレベーターは目的の階に到着し、篤さんに手を引かれて降りる。

　目が見えないとこんなにも不安なんだ。どこを歩いているかわからないから怖い。

　ゆっくりと歩を進めていると、急に篤さんは足を止めた。次に聞こえてきたのはドアを開ける音。それと同時に一気に風が身体を襲う。

「きゃっ!?」

　びっくりして声をあげると、篤さんがギュッと私の手を握りしめた。

「外に出るよ、ついてきて」

「篤さん、本当にどこに行くんですか？」

「それはもうすぐわかるよ」

　次の瞬間、ヘリコプターのようなエンジン音が鳴り響いた。

　もしかしてここは、屋上のヘリポート？

「もうわかっただろ？　じゃあ目隠しはずすよ」

　ゆっくりと目隠しをはずされて見えたのは、一台のヘリコプター。パイロットがドアを開けて待っている。

「さぁ、行こう」

「えっ!?」

　嘘でしょ、あのヘリコプターに乗るの？

　戸惑っている間に手を引かれて、あれよあれよという間に乗せられてしまった。

　そしてヘリコプターは上昇していく。

　飛行機には乗ったことがあるけど、ヘリコプターは初めて。独特な揺れや振動、音がする。

　すると隣に座っている篤さんが、私の耳に顔を寄せて聞いてきた。

「大丈夫？　怖い？」

「えっと……はい、ちょっと」

　正直に答えると篤さんはクスッと笑い、私の手を握ってくれた。

　徐々に高度が上がっていき、ヘリコプターにも慣れてきた頃、篤さんが口を開いた。

「見て、陽奈子。俺たちが働いていて、そして出会い、暮らしているベリーヒルズビレッジが小さく見える」

「はい。でもこうして見ると広いですね」

「あぁ。多くの人が生活をして働いている場所で陽奈子と出会えたのは、奇跡に近いかもな」

　うん、そうかもしれない。私は一方的に篤さんのことを知っていたけれど、あの日、偶然篤さんが通りかかって助けてくれなかったら、きっと彼は私のことを知らないままだった。

「だから俺たちが出会ったこの場所で、もう一度陽奈子にプロポーズしたかったんだ」

「えっ？」

　隣に目を向けると、篤さんはポケットの中から小さな箱を取り出した。

「陽奈子、俺と結婚してくれ。そしてこれからも陽奈子には大好きな仕事を続けてほしい。……お互い知識を高めて支え合い、幸せになろう」

「篤さん……」

　なにこれ、こんなロマンチックなサプライズプロポーズをしてくれるなんて。だめだ、うれしくて涙が込み上がる。

　我慢できずに涙が零れ落ちると、篤さんは優しく拭ってくれた。

「陽奈子、返事がほしいんだけど」

　抱き寄せられながら聞かれた言葉に、私は何度も首を縦に振った。

「はい。……はい！」

　顔を上げて彼を見つめた。

「こんな私ですが、よろしくお願いします」

　そう返事をすると、篤さんはうれしそうに微笑んだ。

「ありがとう。……絶対幸せにするから」

　ギュッと抱きしめられると幸せでいっぱいになる。

　少しの間抱き合ったあと、篤さんは「そうだ、肝心の指輪を受け取って」と言いながら私の身体を離した。

「実は陽奈子が休みの日に、婚約指輪を買い直しに行ってきた。陽奈子の後輩に相談に乗ってもらったんだ」

「後輩って根本でしょうか？」

「あぁ。陽奈子がどれだけ偉大な先輩か、たくさん話してくれてさ。陽奈子がすごく慕われているなってことが、ヒシヒシと伝わってきたよ」

　やだ、多恵ちゃんってば篤さんになにを言ったんだろう。でもうれしいな。

　受け取って箱を開けると、中には世界でもマダガスカル・ベキリー地区でしか採れない稀き少しょうなベキリーブルーガーネットとホワイトダイヤモンドの指輪があった。
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　ベキリーブルーガーネットは、昼の太陽光の下ではブルー。夜の星空の下ではレディッシュピンクに変化する。

　私が好きな宝石のひとつだった。

「これ……」

　指輪と篤さんを交互に見ると、彼は「言っただろ？　後輩に相談に乗ってもらったって」と言いながら続ける。

「陽奈子が好きだと聞いたから。それに様々な色に変化する魅力がある宝石ってところが、陽奈子にぴったりだと思ったんだ。仕事をしている凛り々りしい姿に、俺の前だけで見せてくれるかわいい表情。多様な一面があって、いつも俺は陽奈子から目が離せない」

「篤さん……」

　うれしいけれど恥ずかしくもあり、照れ笑いしてしまう。

「だからこれからも今のままの陽奈子でいてほしい」

「わかりました。じゃあ篤さんもですよ？　私にだけはいつまでも、ありのままの篤さんを見せてください」

　どんな篤さんだって知りたいし、受け入れていきたい。それがきっと夫婦だと思うから。

「わかったよ。……じゃあ、約束」

「はい！」

　私たちはそっと触れるだけのキスをした。唇を離すと、どちらからともなく笑ってしまう。

　この日のプロポーズは、絶対に忘れられない。将来、私と篤さんのもとに赤ちゃんを授かれる日がきたら、いつか聞かせてあげたい。

　篤さんがしてくれた、最高のサプライズプロポーズのことを。

　どちらからともなく身を寄せて、綺麗な夜景を目に焼きつけた。




　そして一ヵ月後。私たちは多くの人たちに見守られ、永遠の愛を誓った。

「それでは、誓いのキスを」

　ベールを上げてくれると、篤さんは私にしか聞こえないよう小さな声で言った。

「愛してるよ、陽奈子」

「……私もです」

　愛の言葉をささやき合い、誓いのキスを交わす。

　出会いは偶然だった。あの日、あのとき、あの場所で篤さんが助けてくれなかったら、私たちは他人のままだったはず。

　そう思うと、本当に私と彼の出会いは運命だったと信じたい。そして恋愛のかたちには、正解などないと思う。私たちは結婚してから恋愛を始めたのだから。

　そして今は、お互い唯一無二の存在となった。

　この先も助け合い、楽しい時間もつらい時間も、すべて彼と共有していきたい。

　篤さんとなら、どんな毎日だって幸せであふれていると思うから。

　近い将来、新しい家族を迎えていつまでも……。
















特別書き下ろし番外編










永遠に続く愛の証




　篤さんと結婚してから七年という月日が流れたある日のこと。

「うわぁー、母ちゃん見てあれ！　トパーズにガーネット、それに俺の好きなアレキサンドライトまである！　こんなにたくさんの種類のラフとルースが同時に見られるなんてここは天国だよ」

　六歳にしてラフが宝石の原石で、ルースが研磨されカットを施されたがまだ枠や台についていない宝石だという専門用語を口にしているのは、息子の翼つばさだ。

　ゲームやサッカーに野球と、同い年の男の子が好むものにはいっさい興味を示さない翼だけど、私の影響でかジュエリーに目がない。

　きれいだからといった単純な理由ではなく、宝石ひとつひとつの歴史や神話などに関心があり、原石から宝石として輝きを増すまでの過程も好きだと言う。

　今日だってせっかくの休日だから、翼の好きなところに連れていってあげるって言ったら、迷うことなく宝石展覧会に行きたいと言いだした。

　母親としては遊園地や動物園で思いっきり遊びたいとも思うけれど、でも本人が喜ぶ場所が一番いい。

「あ！　向こうにはジュエリーが並んでる！　急ぐぞ母ちゃん！」

　私の手を掴んでぐいぐい引っ張る翼にクスリと笑みが零れる。

「はいはい」

　好きなもの、興味があるものが普通とは少し違うだけ。だってジュエリーを見る翼の目は輝いていて年相応だもの。

　かわいい息子が満足いくまで宝石展をふたりで楽しんだ。




　宝石展をあとにしたのは、十六時半過ぎ。季節は秋から冬に変わる時で日暮れも早い。私と翼の影も薄くなってきた。

「母ちゃん、帰り父ちゃんの店に寄るの？」

「うん、ちょうど今から行けば仕事が終わる頃だしね」

「そっか。望のぞ海み、お土産に買ったブレスレット、喜んでくれるかな？」

　手を繋いで歩道を進みながら、翼は心配そうに聞いてくる。

「もちろん喜んでくれるに決まってるよ。だって翼が一生懸命選んでくれたものだもの」

「母ちゃんがそう言うなら間違いないな。よし、早く父ちゃんの店に行こう！」

「そうだね」

　実は翼には二卵性の双子の妹がいる。明るくて元気いっぱいの翼に対し、望海は控えめでおとなしい。だけど芯が強くてがんばり屋な一面もある。

　そしてふたりの興味があるものはまったく違う。翼がジュエリーに興味を持ったように、望海も篤さんの影響を受けて着物に強い関心を示している。

　六歳にして着付けをマスターし、東郷屋を継ぐ意思をもって休日はいつも篤さんとともに店に立っていた。

　今日も望海も誘ったものの、迷いなく断られてしまった。

　篤さんは望海が着物に興味を持ってくれたことがうれしくて、あらゆることを教えている。すると望海はますます着物にのめり込んでいった。

　お義父さんとお義母さんも望海が東郷屋を継ぎたいと言っていることを知り、すごく喜んでくれている。

　六歳にして興味があるものに出会えたことはうれしいことだけれど、寂しくもある。だってふたりともジュエリーと着物に夢中なんだもの。

　だけど生き生きとした姿は親として誇らしく、翼と望海のことを考えると様々な感情に悩まされながらべリヒルへ向かった。




　到着して東郷屋が見えてくると、翼は私と繋いだ手を離して走りだした。そして店先に立つふたりが目に入ると、進むスピードを上げた。

「父ちゃん、望海！」

　翼の声に気づいた篤さんと望海はこちらを見た。

「ただいまー」

「おかえり、翼」

　笑顔で出迎えてくれた望海に翼はさっそく買ったお土産を渡した。

「はい、望海にお土産」

「ありがとう。なんだろう、開けてもいい？」

「早く見て」

　翼は期待と不安を入り混ぜながら望海の反応を待つ。

「うわぁ、かわいい。これ、翼が選んでくれたの？」

「う、うん。望海に似合いそうだと思って」

　照れくさそうに話す翼を見て、望海は目を細めた。

「ありがとう、翼。すっごくうれしい！　大切にするね」

　喜んでくれた望海に、翼は満足げ。

「おかえり、陽奈子」

「ただいまです、篤さん」

　彼と寄り添い、仲のいいふたりの姿を眺める。

「翼が興奮して大変だっただろ？　その様子が目に浮かぶよ。お疲れ様」

「それを言ったら篤さんだってお疲れ様です。休みのたびに望海を連れて店に立っているんですから」

「じゃあお互いお疲れ様」

「はい」

　目を合わせ、どちらからともなく手を繋ぐ。

「それにしても俺たちは幸せだな。双子に恵まれて、俺と陽奈子それぞれの仕事に興味を持ってもらえてさ」

「本当ですよね。それもふたりともどっぷりハマっちゃっていますし」

　今日の翼のハイテンションぶりを思い出すと、苦笑いしてしまう。

「将来、翼はジュエリー関係の仕事に就きそうだな」

「今のままいったら間違いなくそうでしょうね。そして望海は東郷屋を継ぐ気満々ですよ」

「望海は飲み込みが早いし、接客もうまいんだ。将来が楽しみだよ」

　親ばかぶりを発揮する篤さんに笑ってしまった。

「おい、なんで笑うんだ？」

「すみません、望海のことを話す篤さんは、いつもうれしそうだなって思って」

　不服そうな彼に正直に話せば、篤さんはバツが悪そうに視線を逸らした。

「それに対しては言い返せないな。まさかこんなに早く望海が俺の仕事に興味を持ち、東郷屋を継ぎたいと言ってくれるとは夢にも思わなかったから。……望海が女将として東郷屋を背負って立つ姿が今から楽しみで仕方がないんだ。あ、もちろん翼の将来だって楽しみだぞ？」

　慌てて翼のことも付け足し言う篤さんに私の笑いは増す。

「はい、わかってますよ。ふたりとも私たちの大切な宝物ですから」

「あぁ。これからも親としてふたりの成長を見守っていこう」

「はい」

　彼に優しい笑みを向けられ、たまらず腕にしがみつく。

　すると翼が声をあげた。

「あぁー！　父ちゃんと母ちゃん人前でラブラブしてて恥ずかしくないのかよ！」

「いいじゃない、お父さんとお母さんの仲がいいって証拠でしょ？」

　茶化す翼とは違い、望海は肯定的。

「それとも翼はお父さんとお母さんの仲が悪いほうがいいの？」

「ちがっ……！　そんなわけないだろ？」

「だったら気づいても見ていないフリするの。わかった？」

「……うん」

　さっきまでの威勢はどこへやら。望海に言い負かされてすっかり翼は小さくなる。その様子に私と篤さんはたまらず笑ってしまった。

　結婚して出産しても、好きな仕事を続けることができている。今はジュエリーコーディネーター一級取得に向けて猛勉強中だ。

　篤さんはもちろん、翼と望海も私が働くことに理解してくれている。本当、こんなに幸せでいいのかと怖くなるほど。

　だけど、幸せな日々がずっと続きますようにといつも願わずにはいられない。

　それから数週間が過ぎ、クリスマスや年の瀬が近づいてきて連日残業続き。

「陽奈子先輩、あとは私がやっておきますので上がってください」

　ある程度仕事が片づいてきた頃、多恵ちゃんが気遣って声をかけてきた。

「たまには翼君と望海ちゃんを早く迎えに行ってあげてください。明日からクリスマスセールが本格的に始まって忙しくなりますし」

「多恵ちゃん……」

　多恵ちゃんをはじめ、職場のみんなも私が子育てをしながら働いていることに、申し訳なくなるほど理解してくれている。

「でも……」

　すぐには好意を受け取ることができなくて難色を示せば、多恵ちゃんはムッとした顔を見せた。

「遠慮は無用ですからね？　こういうのはお互い様なんですから。それに陽奈子先輩は私たち独身女性社員の希望の星なんです！」

「どういう意味？」

　初めて聞く話で聞き返すと、多恵ちゃんは話し出した。

「これまではみんな結婚したら寿退社って流れができていたじゃないですか。それを陽奈子先輩が断ち切ってくれたんですから。できればみんな、結婚して子供を産んでも働き続けたいと思っているんですよ。だから陽奈子先輩にはこれからも無理なく仕事と家庭を両立してもらって、私たちの基盤を作ってほしいんですください」

　そっか、そうだよね。先輩たちは土日に休めず、残業も多いことから結婚を機に退職していった。本当は働き続けたいと思っていた先輩も少なくないはず。

　私は本当に恵まれていただけ。でもみんな仕事も家庭もどちらも諦めたくないと思っているんだよね。

「じゃあ今日はお言葉に甘えさせてもらおうかな」

　私が仕事を続けることで、多恵ちゃんたち後輩の希望になれたらうれしいし、辞めずに仕事を続けるという選択も持ってほしい。

「ぜひぜひ！　あとは私がしっかりやっておきますから」

　自分の胸を叩いて豪語する多恵ちゃんに頼もしさを感じる。

「お願いね。お先に失礼します」

「お疲れ様でした」

　ほかの同僚にも挨拶をして先に上がらせてもらった。

　申し訳なく思うけれど、予定より早く翼と望海を迎えに行けるのはうれしい。

　ふたりはべリヒル内にある託児所に預けている。遅くまで預かってくれるから、べリヒル内で働く親はすごく助かっている。

　迎えに行く途中、前方を歩く和装姿の男性のうしろ姿が目に入った。

「あれ、篤さん？」

　声をかけると、彼は立ち止まって振り返る。やっぱり篤さんで、私を見て目を丸くさせた。

「陽奈子？　今日は遅くなるんじゃなかったのか？」

「その予定だったんですが、後輩が早く上がれるよう気遣ってくれたんです」

　駆け寄りながら理由を説明していく。

「そうだったのか、いい後輩をもったな」

「はい」

　並んで歩を進めながら、篤さんもまた忙しい私を気遣い、早めに上がらせてもらって翼と望海を迎えに行こうとしていたところだと話してくれた。

「翼と望海、早い時間にふたりで迎えに行ったらびっくりしますね、きっと」

「そうだな」

　ふたりの喜ぶ姿が目に浮かび、お互い笑みが零れる。

「せっかくだし、久しぶりに外食でもしていこうか」

「いいですね、迎えに行ったらふたりになにが食べたいか聞きましょう」

「あぁ」

　予想通り翼と望海は大喜びしてくれて、そのままレストランへと向かった。

　篤さんは幼い頃から様々な教養を得て損はないという考えを持っており、格式のあるレストランでのテーブルマナーもふたりはお手のもの。ほかにも英語も多少なら話せるし、お義母さんから茶道を教わってもいる。

　篤さんも将来、どの道に進んでも困らないようにと幼い頃から様々な教育を受けてきたようで、子供たちにも同じように与えられるものは与えてやりたいと話していた。

　そんな篤さんの想いを感じているのか、翼も望海も嫌がらずどの勉強も意欲的に取り組んでいる。

「おいしかったね、翼」

「羊肉なのにやわらかかったよな」

　フルコースを個室で四人でおいしくいただき、束の間の家族団らんの時を過ごす。

　託児所にいる友達の話からはじまり、やはりふたりともそれぞれ最後はジュエリーと着物の話になる。

　私たちは一生懸命話すふたりの言葉に耳を傾けた。

「あ、そうだ！　お父さんとお母さん、お正月はお仕事お休みだよね？」

　望海に聞かれ、私と篤さんは一度顔を見合わせた。

「そうだけど」

「なにかあるのか？」

　するとなぜか望海と翼はアイコンタクトして、ほくそ笑む。

「私と翼ね、お正月は東郷のおばあちゃん家に泊まりたいんだ」

「それは構わないが、突然だな」

　篤さんの言う通りだ。もちろん篤さんは三が日中は休みだけど、私は元日しか休みがないため、両家へ挨拶に伺っているがお正月に泊まったことはない。

「だったら陽奈子、俺たちも泊まろうか。陽奈子はうちの実家から朝出勤すればいい」

「そうですね」

　ふたりだけで泊まらせて、お義父さんとお義母さんに迷惑をかけるわけにはいかないもの。

　それを聞いた望海と翼は、急に慌て出した。

「私たちだけで大丈夫だよ？」

「そうそう！　父ちゃんと母ちゃんにはふたりっきりで過ごしてもらわないと、弟か妹に会えないし」

「ちょっと翼、言ったらだめでしょ？」

「ハッ……！　そうだった、ごめん」

　どうやらふたりは、私たちに妹か弟を望んでいるようだ。

　今までそんなこと一度も言われたことがなかったし、今は仕事に夢中で考えたこともなかったけれど……そっか、弟妹が欲しかったんだね。

　気づいてあげられなかったことに、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　気まずそうに目を泳がせる翼と望海に対し、篤さんは優しい声色で言った。

「じゃあふたりの好意に甘えて、お正月は陽奈子とふたりで過ごさせてもらおうかな」

　彼の言葉にふたりは目を輝かせた。

「本当？」

「やったよ、望海！　これで俺たちにも弟か妹ができる」

　大喜びする翼と喜びを噛みしめている望海を見て、慌てて篤さんに小声で声をかけた。

「どうするんですか？　篤さん。ふたりとも弟妹ができるって完全に思い込んでいますよ？」

「そうかもしれないが、今はふたりの好意を素直に受け取ろうと思ってな。先のことはおいおい考えればいいだろ？」

「そうかもしれませんが……」

　こればかりはほしいからといって、すぐに授かれるものではない。だけどそれをふたりに教えるのはまだ早すぎるのかも。

「そうですね、最近託児所の友達に弟ができたって話していましたし」

「俺も翼たちくらいの頃は、弟か妹に憧れたものだ。今は夢を見たっていい」

「はい」




　それから怒涛のクリスマス、年末の繁盛期を終え、無事に年越しを迎えた。そしてまずは私の実家に挨拶に行き、夕方までゆっくりと過ごしたあと、篤さんの実家へと向かった。

　着いて挨拶を終えるや否や、翼と望海から早く帰るよう言われたときは驚いたけれど、お義父さんとお義母さんもふたりに加担して、早々と帰されてしまった。

「父さんと母さんにはびっくりしたな。まさかあんなに早く帰されるとは夢にも思わなかったよ」

「本当に……」

　帰宅後、篤さんがせっかく久しぶりにふたりっきりで過ごすからと、とっておきのワインを開けてくれた。

　少し肌寒いけどベランダに出て夜景と夜空を楽しみながら、おいしいワインに舌鼓を打つ。

「でも父さんは望海に家にある着物を見せてやりたいって言っていたし、母さんも母さんで翼からジュエリーの神話の話を聞くのを楽しみにしていたんだ。孫と一晩一緒に過ごせてふたりもうれしいんだよ」

「それならいいんですけど……」

　やっぱりふたりが迷惑をかけないかが心配だ。でもたしかにお義父さんもお義母さんもうれしそうだったし、今夜は甘えちゃってもいいのかな。

「本当に久しぶりだな、こうやってふたりで過ごすのは」

「はい、そうですね」

　どちらからともなく肩を寄せ合い、空を見上げる。

　寒くて空気が澄んでいるからか、星がいつもより輝いて見えた。

「あのときは翼と望海がいたから話を合わせたけど、俺はふたりを授かれただけで十分だと思っているし、陽奈子が資格を取るために勉強をがんばっていることも知っている。なにより陽奈子がこうやってそばにいてくれるだけで十分だから、変に気負わないでほしい」

　篤さんはすべてお見通しだったようだ。

　子供は授かりものだと思いながらも正直、三人目は考えられずにいた。これ以上職場のみんなにも迷惑をかけたくないし、なにより早く資格を取得したい。でもそれは私の考えであって、篤さんは違うんじゃないだろうか。

「篤さんは本当に子供はもういらないんですか？」

「あぁ、陽奈子と翼と望海がいてくれるだけでいい」

　すぐに答えてくれたけれど、それが本心じゃない気がする。

「本心ですか？」

　疑いめいた目で見ると、次第に篤さんの目は泳ぎ出した。そして降参と言うように手を上げた。

「ごめん、嘘ついた。正直、もうひとりほしいと思っているよ」

　やっぱりそうだったんだ。

「ごめんなさい。私……いつも自分のことばかりで」

「いや、そんなことはない。仕事に取り組む陽奈子を尊敬しているし、これからも続けてほしいと思っている。……ただ、もしこの先子供を授かる未来がきたとしても、うしろ向きには捉えないでほしい」

　一呼吸置き、篤さんは続ける。

「俺はもちろん、きっと翼と望海も今まで以上に協力する。子育てはひとりでするものじゃないんだ。だから陽奈子も前向きに考えられるようになったら、そのときはふたりで話し合おう」

「篤さん……」

　どうしてこんなにも篤さんは優しくて、素敵な人なんだろう。誰よりも私のことを理解し、考えてくれている大切で愛しい人。

　私はなぜ不安になっていたんだろう。たとえ子供を授かったとしても大丈夫じゃない。こんなにも頼もしい愛する人がいるのだから。

　仕事も家族と過ごす幸せな時間も失いたくない。だったら失わないようにすればいいだけ。

「ありがとうございます。そうですね、篤さんはもちろん、今は翼に望海までいるんですもん。子供ができたって全然大丈夫ですよね」

「陽奈子？」

　困惑する篤さんに想いを伝える。

「翼と望海に言われた時は正直戸惑いましたが、篤さんに言われて不安なんて一気に吹き飛びました。私ももうひとりくらいほしくなっちゃいました。それに翼と望海のお兄ちゃん、お姉ちゃんぶりも見てみたいです」

　その光景を想像するだけで頬が緩む。

「それは俺も見てみたいな。……じゃあ本当に子供、作っちゃおうか」

　私の顔を覗き込んでささやかれたひと言に、私は笑顔で答えた。

「はい、作っちゃいましょう」

　笑い合って私たちは星空の下、唇を重ねた。

　何度か触れるだけの甘い口づけを交わすと、熱い吐息が漏れる。

「陽奈子、ベッドに行こう」

「……はい」

　私たちは寄り添ったまま寝室に移動した。

「陽奈子、ちょっと緊張してる？」

「そうかもしれません」

　お互い一糸まとわぬ姿で抱きしめ合っていると、心臓が速く脈打っていることが自分でもわかった。

「とはいえ、篤さんとこうしているときはいつだって緊張しちゃいますからね？」

　どれだけ長い時間を過ごしても、慣れることはないと思う。だって篤さんは年を重ねるごとに男の色気もカッコよさも増しているもの。

　こうやって私に覆いかぶさり、見下ろされていると直視できなくなってしまう。

「本当、陽奈子がかわいくて愛しくて、たまらない」

　ため息交じりにささやかれた甘い言葉に、胸がきゅんとなる。

「そんなことを言ってくれるの、篤さんだけですよ？」

　私、結構なおばさんになっちゃっているのに。

「当然だ。陽奈子が綺麗でかわいくてたまらないことを知っているのは、これから先もずっと俺ひとりだけでいいんだから」

　本当、心臓がいくつあっても足りないよ。

「じゃあ篤さんがカッコいいことを知っているのも、世界で私ひとりだけですからね」

　そう言えば、篤さんは目を細めた。

「あぁ、これからもずっとそうであってくれ」

「はい、約束ですよ」

　この日の夜、お互いのぬくもりを確かめ合うように、私たちは何度も身体を重ねた。

　そして私の身体に新しい命が宿ったことに気づいたのは、三ヵ月後。




「うわぁ、赤ちゃんってこんなに小さくてかわいいんだね」

「俺は逆に小さすぎて触るのが怖い」

　生まれたての妹、光莉ひかりを見て、翼と望海の反応は違った。その様子を篤さんと眺めながら幸せを噛みしめる。

　きっとこれから先、つらいことや悲しいこともあると思う。だけど家族みんなでなら乗り越えることができて、こんな幸福で満ちあふれた毎日を送れるだろう。

　隣にいる篤さんも同じことを考えていたのか、目が合うと優しく微笑んだ。
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エリートＣＥＯは淫らな独占本能を注ぎたい

葉月りゅう
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【シェリーの誘惑】




　カレンダーを見ただけで甘い香りが漂ってきそうな二月十四日。

　その日は数時間前に過ぎ去ったが、チョコレートよりも甘く重厚な色をした瞳が、あられもない姿の私を捉えている。

　夜の帳とばりが降りた真夜中の一室で、密やかに交わる吐息とシーツのこすれる音が響く。窓の向こうには白い結晶がちらついているというのに、重なり合った私たちの体はうっすら汗ばんでいる。

　さっきまで口の中に残っていた芳ほう醇じゅんなシェリーの甘味も、彼の舌でかき回されてすっかり淫らな味に変わった。

　首もとには、私に不釣り合いな美しい宝石が揺れている。私と彼の間にあるものはそれだけ。邪魔な衣服も、愛もなくていい。いっときだけでも嫌な過去から逃れられるなら。

　そんなふうに思って、初めて誘惑に身を委ねるという冒険をしたのだ。

　なのに、彼は私にささやく。「もっと、俺を欲しがれ」と。

　わけがわからなくなりそうな快感の波が、私を高みに連れていこうとすぐそこまで迫っていて、答える余裕などない。それになにより、物欲が人並み以下の私には難題なのだ。

　なりふりかまわず、誰かの愛を乞うなど――。




＊　＊　＊




　薄暗くムーディーな店内で、流れるクラシックのＢＧＭに談笑の声が重なる。決して騒がしくなく、上品に。

　高級感あふれるオリエンタル調のインテリアはすべて特注品。カウンターに立っている私の背後には、美しくカットされたアンティークグラスが並び、ライトアップされて妖艶に輝いている。

　ハイスペックな男女が集うこの会員制バーは、都内某所にあるベリーヒルズビレッジ内にそびえ立つ高層オフィスビルの五十五階に店を構えている。ここへ来られるのは裕福な人々に限られており、ときどき有名人や政財界のＶＩＰがお忍びで現れたりもする。秘められた大人の社交場だ。

　私、辻つじ本もと亜あ澄すみは、ここで唯一の女性バーテンダーとして働いている。成人してすぐに雇ってもらい、六月で二十四歳になったからもう五年目か。

　高校を卒業した後食品工場で働いていたのだが、成人のお祝いで、よくしてくれていた先輩社員にバーに連れていかれたのが路線変更するきっかけだった。独特の雰囲気や色とりどりのカクテルに魅せられて、気がついたらこの世界に飛び込んでいた。

　まだお酒の味もわからない二十歳になりたての女じゃ同僚たちにナメられるだろうか……という不安があったものの、ここの男性陣は気のいい人ばかりで一から丁寧に教えてくれた。

　今ではどんなオーダーにも対応できるくらいになったが、オリジナルのカクテルを生み出すべくまだまだ勉強中だ。

　伸びっぱなしの長い髪は、簡単なポニーテールにしかしない。ワイシャツに黒のスーツベスト、首もとには赤い蝶ネクタイを身につけたおなじみのスタイルで、今日もカウンターに立っている。

　バレンタインの今日はカップルのお客様が多い。通路の向こうにあるソファ席にもカウンターにも、独特の甘い空気を振りまいているふたり組がたくさんいるが、私はもちろんとくに気にせず通常運転。今もオーダーが入ったので、シェイカーに数種類のリキュールを入れ、銀色のそれを両手で構えた。

　同時に、私の目は店内にやって来たひとりの男性の姿を捉える。

「いらっしゃいませ、茅かや瀬せ様」

　うやうやしく出迎えるスタッフに、その男は魅惑的な微笑ほほえみを向けた。

　額を出してすっきりと整えられた髪、目鼻立ちがきりりとした美麗な顔、洗練されたスーツ姿。身長は百八十はあるだろう、スタイルも抜群の彼は常連客だ。

　格調高いこの場に見劣りしないどころか、アンティークのインテリアや装飾が彼の引き立て役になるくらいの華やかさを持っている。

　まるでセンサーでもついているかのごとく、とくに意識しているわけではないのに自然に目が捉えてしまう。それくらい、彼には人を魅了する力があるのだろう。

　彼、茅瀬渉わたるは、やり手の宝石商として私たち従業員の間でも有名な人物である。なんでも二十代半ば頃に起業して、世界中の希少なジュエリーを扱うことで財を成し、三十四歳の現在はＣＥＯとして会社を成長させていて彼自身の年収は億に達すると言われている。

　あの容姿で高い地位も築いているなんて、天は美点を与える比率を間違えているんじゃないかと思う。私にはこの仕事以外なにもないから。

　いつものように少しの隙もない動作で歩いてくる彼だが、ひとつ違う部分がある。女性をエスコートしていないことだ。

　彼はだいたい女性を引き連れてくる。しかも毎回違う人。若々しいお姉様からたっぷり成熟した女性まで様々だが、皆身なりも品行もよく、セレブな方々であるのは一目瞭然だ。

　おかげで、私たちにはプレイボーイの印象がしっかり根づいている。女性を虜にし、一夜限りの相手をここで口説いているのだと。まあ、あれくらいハイスペックな男性なら、決しておかしな話ではないだろう。

　ところが今夜はバレンタインにもかかわらず、珍しくおひとり様らしい。普段はソファ席に座るのに、こちらのカウンターへ真っすぐやって来る。頼まれたカクテルをお客様に提供した直後、私の目の前の席に来た彼と視線がぶつかった。

　――ああ、この男は危うい。

　初めて間近で向かい合い、そんなふうに直感した。味わい深い黒ビールとスパークリングワインを割った優雅で上質なカクテル、ブラック・ベルベットを彷彿とさせる焦げ茶色の瞳。すべてを見透かされるような、心の奥まで入り込んでくるような不思議な力を感じ、挨拶するのも忘れて魅入ってしまっていた私に、茅瀬さんは椅子に腰掛けてなめらかな低い声で第一声を発する。

「ジンフィズを」

「……かしこまりました」

　ややドキッとして、一瞬喉が詰まった。このオーダーは、私の腕を試されているようなものだから。

　ジンフィズは定番のカクテルだが、バーテンダーに求められるスキルが多く含まれる。シェイカーを振る技術や手際のよさ、砂糖の量など、気配りすべきポイントが多く意外と難しい。

　一杯目にこれを頼んでくるあたり、通というか意地悪というか。ジンフィズ同様、この宝石商様の相手は気が抜けない。

　私が彼にこれを提供するのは初めてだ。彼の過去のオーダーから好みの味の見当をつけて材料を入れ、氷の音を響かせてシェイクする。

　グラスに注ぎ緊張気味に差し出した。反応はどうだろうかと盗み見ていると、彼はひと口含んでゆっくり味わい、ゆるりと口角を上げる。

「ん……うまい」

　満足気に口にされた感想に、私はほっと胸をなで下ろした。なのに、うっとりしているような彼の笑みを見て、再び心臓が騒ぎだす。

　なんだろう、この醸し出される色気は。このまま見ていたら熱に浮かされそう。あまたの女性が落ちるわけだ。

　この人自身が、妖しい魅力を持つ宝石みたい。……なんて感じていたとき、茅瀬さんの横の席をひとつ空けて座っている、男女ふたり組の方から声がかけられる。

「すみません、ホワイト・ルシアンください」

　スパイラルパーマをかけたミディアムヘアの男性が、にっこり笑顔で頼んできた。若干チャラそうな彼の隣では、ふわっとした長い髪のかわいらしい女性がとろんとした目で彼を見つめている。

　……ああまたかと、内心あきれたため息をこぼした。この人はさっきからレディキラーと呼ばれるカクテルばかり頼んでいるから。

　今オーダーされたホワイト・ルシアンは、ウォッカベースにコーヒーリキュールを注ぎ、上に生クリームを浮かべたカクテル。スイーツ感覚で飲める甘く口あたりのいいお酒だが、度数が高く飲みすぎる心配がある。

　こうやって女性を知らない間に酔わせるカクテルは〝女殺し〟の意味合いからレディキラーと呼ばれる。チャラ男くんが、隣の彼女を酔わせてお持ち帰りしようとしているのは見え見えなのだ。

　しかし、その下心を指摘するわけにもいかない。私は「かしこまりました」と口角を上げて返事をし、寸胴のオールドファッションドグラスに氷を入れ始めた。

　その後も男女ふたり組はくっついておしゃべりをして、お色気宝石商は静かにカクテルを嗜たしなんでいた。

　しばらく経って、チャラ男くんがまた私に声をかけてくる。

「さっきの、おかわりください」

「ねえ、いいよ。私もういらない」

「遠慮しなくていいんだって。今夜は飲もうよ」

　あきらかに女性は嫌がっているのに、肩を抱き、甘ったるい声色でさらに飲ませようとしている。おそらく女性も彼の狙いに感づいたのだろう。

　これは本格的に助け舟を出した方がいいか……そう思ったときだ。

　ゴトンという音がして、カウンターの上にジンフィズのグラスが倒れた。氷と少量の液体が、チャラ男くんの方に向かってこぼれる。

「うわっ……ちょっと!?」

「すみません、手がすべってしまって」

　驚いて声をあげる彼に、茅瀬さんは焦った口調なのに落ち着きのある動作でグラスを戻した。私がすぐさまふきんを渡すと、茅瀬さんはテーブルを拭きながらチャラ男くんを気遣う。

「お洋服は濡れていませんか？」

「それは大丈夫だけど……勘弁してくれよ。彼女との楽しい時間が台なしだ。ったく」

「大変失礼いたしました。お詫びに一杯ごちそうさせてください」

　ぶつくさ文句を言っていたチャラ男くんは、思わぬ言葉にぽかんとして「えっ？」と声を裏返らせた。

　彼の返事を待たずして、茅瀬さんは私にどこか含みのある笑みを向ける。

「こちらの彼にビジューを」

　彼の思惑にピンときて一瞬目を丸くした後、「はい」と返事をした。

　赤、緑、透明の三種のリキュールを層になるように作る。ルビー、エメラルド、ダイヤを表現した美しいカクテルなので、ビジューという名前がつけられている。

　宝石商の彼が頼むにはぴったりだ。目でも楽しめるそのカクテルに、チャラ男くんはすっかり上機嫌になり、おいしそうに飲み干す。

　ところが、数十分後には彼は顔を赤くしてうなだれていた。あきらかに酔いが回っている。

「ねーちょっと、大丈夫？　もう帰ろう」

「ん～そぉ～だねぇ。今日は無理そうだわ～……ごめん」

　へろへろの口調で残念そうに謝るけれど、女性の方はホッとした様子で「全然いいよ」と声をかけた。

　ふらついてはいるが一応歩けるようで、彼は会計に向かう。女性も腰を上げると、私と茅瀬さんに「ありがとうございました」と苦笑交じりに言い、できあがっているチャラ男くんを連れてバーを出ていった。

　静かになったところで、私は目の前の彼に笑みを向けて口を開く。

「……確信犯、ですね」

　彼はピクリと反応し、グラスに口をつけたまま上目遣いでこちらを見上げる。

　ビジューのアルコール度数は四十度を超える。一気に飲んだら、あんなふうに酔いが回って当然だろう。

　茅瀬さんは含みのある笑みをふっとこぼし、静かにグラスを置いた。

「放っておいたら、彼女は泥酔して相手の思うがままにされるのは目に見えていたからね。なにより嫌がっていたし」

「おっしゃる通りです。でも心配はいりません。彼女が飲んでいたのはほぼノンアルコールですから」

　いたずらっぽく言うと、彼は意表を突かれたように目を丸くする。

　チャラ男くんの狙いはわかっていたから、女性に渡したカクテルにアルコールを入れたのは最初の一杯だけ。それからはジュースで作っていた。勝手に変えて申し訳ないとは思ったが、結果的に正解だっただろう。

　ぷっと噴き出した茅瀬さんは感心したように表情を崩して笑い、「さすがだな」とつぶやいた。

　……この人、こんなふうに顔をくしゃっとさせて無邪気に笑ったりするんだ。

　さっきの女性を一緒に助けようとしていた一件からも、なんだか戦友のような感覚を覚える。

　意外にも親近感を抱き始めた私を、彼が真っすぐ見つめてくる。

「君、名前は？」

「辻本亜澄といいます。あなたは、茅瀬渉さん」

「よく知ってるね」

「有名ですよ。あなたほどの人が話題にならないわけがありません」

　プレイボーイだと噂になっている事実は伏せておく。それに感づいたわけではないだろうが、彼は「普通の男なんだけどな」と言って苦笑を漏らした。

　そして、深みのあるダークブラウンの瞳が再び私を捉える。

「俺も、君のことは初めて店に来たときから気になっていたよ」

　からめとられるような魅惑的な視線と声に、不覚にもドキリと胸が鳴った。

　唯一の女性バーテンダーだから気になっただけだろうに、なにか特別な意味があるんじゃないかと勘違いしそうになる。こうやって女性を手玉に取っていくのね……。

　妙に感心しながらざわめく胸を落ち着かせ、平静な調子で返す。

「女性がこうして立っているのは新鮮だと、よく言われます」

「まあ、バーメイドは多くないからね。こういう仕事をしていると、友達や彼氏と会いづらいだろう。昼夜逆転するし、大変じゃないか？」

　これも皆思っているらしくたまに言われるが、私は決まって笑顔で答える。

「好きで始めた仕事ですから、つらくはありませんよ。それに彼氏はいりません。というか、私と付き合える人はいないと思います」

「どうして？」

「女性に告白された経験はあるんですが、男性からはないですし。それに私、連絡が取れる携帯の類はなにも持っていないので」

　さらっと言うと、茅瀬さんは驚いたように目をしばたたかせ、「どれからツッコもうか……」と難しい表情に変わっていった。その反応がおもしろい。

〝化粧っ気がない美人〟と言われる私は、すっきりとした顔立ちのせいか、はたまたドライな性格のせいか、昔から女子に人気があったと自負している。数年前の今日はよくチョコをもらったものだ。

　まあ、それはネタのようなものだから置いておいて、連絡手段がない件については説明しておこう。

「スマホを持っていない理由は、流行だとか人との関係だとかを気にしたくないからです。なににも縛られずに、自由でいたくて」

　ＳＮＳやゲームは楽しくて便利だとわかるけれど、そういうことに時間を割くのはもったいない気がするし、必要以上に人間関係に気を使いそうで嫌だ。

　こんな私を皆は『変わり者だ』と口を揃そろえるが、この生活に慣れてしまえばかなり悠々と過ごせる。

「物欲がないのでお金もそんなにいりません。愛なんていう不確かなものも」

　これまで誰も好きになった経験はないし、今後も恋はしないんじゃないかと思う。

「多くを望まない方がラクなんです。……欲は、人を滅ぼすから」

　私は欲に負けて堕落した人間をよく知っている。過去の記憶が蘇って無意識にグラスを拭く手が止まり、笑顔もなくなっていた。

　茅瀬さんがこちらをじっと見つめているのに気づき、我に返った私は表情をぱっと明るくする。

「だからこそ、ここでお客様と接するのがとても楽しいし、生きがいなんです」

　人間関係に縛られたくないくせに、お客様の相手をしなければならないバーテンダーを選んだのは矛盾しているかもしれない。

　でも直接向かい合って、相手の微妙な表情の変化やちょっとした仕草を見ながら、声を投げ合うのは好き。普段人と関わらないからこそ、この場にいるときだけはそれを存分に楽しめるのだ。

　あまり理解してもらえないかなと思いつつ苦笑を漏らすと、黙って聞いていた茅瀬さんが真顔で口を開く。

「なるほどね。君の魅力はそこなのか」

　どういう意味なのかいまいちわからず首をかしげる私に、彼はふっと意味深な笑みを浮かべてみせる。

「君が女性に告白されるのがわかる気がするよ。シェイカーを振る姿だけじゃなく、生き方もカッコよくて惹ひかれる。俺にはマネできないから」

　さらっとそんなふうに言われ、私は目を丸くした。好意的に取られたことはほとんどないから、なんだか変な気持ちになる。

　どうせこれもお世辞だとわかっているはずなのに、胸は相反して早鐘を打ち始める。とりあえず話を変えようとしたら「な、なにか飲まれますか？」とぎこちなくなってしまった。

　それから今度は茅瀬さんの話を聞いた。宝石商というものがどんな仕事か興味があったから。

　彼は大学時代にロサンゼルスへ渡って宝石鑑定士の資格を取得し、宝石の買いつけや販売を行う会社を立ち上げたそう。現在は会社経営や後進育成の傍ら、自らも国内外を飛び回り、マーケットなどで宝石を買いつけて自身のジュエリーサロンで売ったり、華やかな場に出る著名人に提供したりしているという。

　一回の取引で何百万円も売り上げることも少なくないらしく、やはり彼は目ききや経営力が優れているのだろうと感じる。

　宝石を通じて知り合った世界各国の友人や富豪の話を聞くのはおもしろく、あっという間に時間が経っていた。

「さて、そろそろ最後にするよ」

「あ……もうこんな時間」

　腕時計に目を落とした彼の言葉で、閉店時間の二十四時が迫っていると気づく。カップルが帰ってからは私の前に座る客が彼だけだったのもあるが、接客をしていて時間を忘れるほど話すことは滅多にないので驚いた。

　片づけを終えて店を出たら、ひとりになる。いつものことなのに、今日ばかりは無性に寂しくて仕方ない。

「帰りたくなさそうな顔をしてるね」

　最後の一杯を味わう茅瀬さんに図星を指され、私は苦笑を漏らす。

「毎年、二月十四日は眠れないし、ひとりでいたくないんです。……私にとっては全然甘くない、忘れられない日なので」

　口角は上げたまま、視線は自然に下がっていく。

　バレンタインは母の命日なのだ。離婚して私と双子の兄を女手ひとつで育てていた彼女は、働きすぎて体を壊し、八年前の今日亡くなった。

　毎年この日は、母が死んだことだけでなく、当時の暗あん澹たんとした日々を嫌でも思い出し、苦しくてたまらなくなる。ひとりでいるのはつらいから、今日だけはひと晩中働いていたい。

「なにかつらい出来事があったのか。そういう日もあるよな」

　察しのいい彼は、目線を落として黙り込む私に優しい声でそう言った。深掘りせずにただ寄り添ってくれるのがありがたい。

　それより、つい本音をこぼしてお客様に気を使わせてしまった。申し訳ないと思い、最後は明るく振る舞おうと顔を上げる。

「じゃあ、もう少し一緒にいようか。俺も離れがたいと思っていたんだ」

　視界に入った彼は綺き麗れいな笑みを浮かべ、唐突にそんな提案をした。私はパチパチと瞬まばたきを繰り返す。

「えっ？」

「仕事が終わったらおいで。俺はすぐそこのレジデンスに住んでいる」

　茅瀬さんは私の返事をよそに懐から名刺を取り出し、その裏にペンを走らせる。どうやら部屋番号を書いているらしい。

　ベリーヒルズビレッジ内にあるレジデンスは一戸数億円の超高級物件で、住人は揃って御曹司や資産家ばかりだと有名だ。

　そこに暮らしているとはさすが……って、それどころじゃない。まさか、この後彼の部屋に来いってこと!?

　突然の誘いに言葉が出ない。呆気に取られて固まる私の方へ、彼は名刺をスッとすべらせる。

「つらい記憶は消せないが、紛らせるくらいならできる。一緒にシェリーを飲まないか？」

　魅惑的な瞳で見上げる彼の言葉の真意にはすぐに感づき、ドクンと大きく心臓が脈打った。

　花言葉があるように、カクテルにもそれぞれ言葉がある。白ワインの一種であるシェリー酒のカクテル言葉は――。

〝今夜はあなたにすべてを捧げます〟

　それを一緒に飲んだら、一夜の関係を結ぶのをお互いに承諾したということになる。私たちにしかわからない、秘密のサイン。

　こんなふうに誘われるのは初めてで、内心動揺しまくる。体の奥から急激に熱が湧いてくるような、この感覚はなんなのだろう。

　でもとりあえず、危ない誘いに安易に乗る選択肢はない。

「お、お断りします！　いくらひとりでいるのが嫌だからって、ノコノコ男性の家に行くほど不用心ではありません」

「どうかな。きっと君は来るよ」

　茅瀬さんはなぜか確信した様子で、意地悪そうに口角を上げた。その余裕たっぷりな姿にどうにかして文句をつけたくなるも、彼はテーブルに現金を置いてさっさと腰を上げる。

「ごちそうさま。いい酒を飲ませてくれてありがとう」

　しつこく誘うでもなく案外あっさりと引いたので、私は拍子抜けした。

　まったく酔っていなそうな、来たときと同じ足取りで出口に向かっていく彼をぼうぜんと見つめる。

　なんだったの、今のは……。からかっただけ？

　眉をひそめつつ、お金とともに置いていかれた名刺に視線を落とす。すると、ブランドものらしき優美なデザインのペンまで一緒に置かれていて、私はギョッとした。

「あっ!?　ちょっと、茅瀬さん……！」

　慌てて声を投げたとき、フロアにはすでに彼の姿はなく、残っている数名のお客様やスタッフが不思議そうにこちらを見るだけ。

　……そうか、どうして彼が確信していたのかがわかった。このペンをわざと忘れていけば、私が届けにいくと踏んでいるんだ。どんだけ策士なのよ……。

　あの人の狙いに気がつき、私は深く息を吐き出して脱力する。

「絶対行かないからね……！」

　これでなびいたら、彼が引き連れてくる女性たちと同じになってしまうじゃない。セックスがどんなものか興味がないわけではないけれど、さすがに恋人でもない男性とのワンナイトラブはありえないでしょう。

『俺も離れがたいと思っていたんだ』

　ありえない……はずなのに、甘い声が耳に絡みついていつまでも残っていて、心の中がぐるぐるとステアされている気分だった。




　午前一時の十分前、悩みまくりながら片づけや掃除を終え、バーを後にした。

　この時間、すでに終電はなくなっている。いつもは信頼できる先輩が世せ田た谷がやにあるアパートまで車で送ってくれるのだが、今日は『友達の家に泊まるから』と言って断った。こんな時間に泊まらせてくれる友達はいないし、そもそも急に連絡を取る手段はないというのに。

　先輩が休みの日は始発が動きだすまでバーにいさせてもらい、カクテル作りの練習をしてから帰る。本当は今日もそうするつもりだったのだ。ひとりにはなるけれど、没頭すればなんとか眠れない夜をやり過ごせるはず。

　……それなのに。いったいぜんたい、どうして私は彼のペンを持って出てきてしまったのだろう。

　茅瀬さんのマンションに行ったら、どうなるかはもちろん予想できている。その誘惑に乗るつもりはないのに、このまま帰るのもなぜだかためらわれたのだ。自分の行動が理解できない。

　エレベーターで一階に下りている最中も、ぼんやりと高級そうなペンを見つめて自分がどうしたいのかを考える。しかし答えは出ないまま、人気のない深夜のエントランスホールに降り立った。

　そこでようやく前を向くと、予想外の人物が佇んでいてはっとした。

　スーツに黒いコートを羽織ったその人は、私の頭を悩ませている張本人。優美な笑みを見せてこちらに歩み寄る彼に、私は軽く引き気味になってうろたえる。

「茅瀬さん!?　なんで……」

「最初から君ひとりでマンションまで来させようとは思ってなかったよ。部屋番号を書いたのは、覚えてもらいたかっただけ」

　覚える必要がありますか？とツッコみたくなるけれど、それよりこんな時間まで私を待っていたことに驚きを隠せない。仮にも一夜限りの相手にここまでするとは。

「というか、賭けたんだ。君がそれを持ってくるかどうか」

　彼はペンを持つ私の手を指さし、真意を探るような視線を向けてくる。

「ペンの一本くらい、店に置いておいて今度俺が来たときに渡せばいいのに、そうしなかったのはなぜ？」

　私もさっきから何度も自分に問いかけていたそれには、すぐに答えられない。明確な理由はなくて、ただなんとなく放っておけなかったからだ。

　マフラーに口もとをうずめて黙り込んでいると、茅瀬さんは私の手を取りそっとペンを抜く。少し冷えた大きな手に触れられて、否応なしに胸が鳴った。

　彼は私の手を握ったまま、心の奥まで覗のぞかれそうな瞳で見すえる。

「君は、本当は欲しがっているんじゃないか？　誰かからの愛を」

　突拍子もない言葉に目を見張った。自分でも気づかなかったほころびをつつかれたみたいで、やや動揺する。

　愛を欲しがっている？　私が？

　……ううん、それは違う。愛はいつか形をいびつに変えて、お互いを不幸にするものだとわかっているもの。

　逡巡していたとき、ふとひとつの答えが浮かんだ。心に落ち着きを取り戻して、自分の意見を押し通す。

「……愛なんて必要ない。そう、だからこそ今こうしているんです。一夜限りの関係に、愛はいらないでしょう？」

　よく考えれば、ひとりでいたくない一夜をやり過ごすのに、茅瀬さんはぴったりの相手だろう。大人で経験豊富な彼なら、きっと割りきった関係を築いてくれるはず。

　ワンナイトラブは不道徳な気がして躊ちゅう躇ちょしていただけで、本当は彼の誘惑に乗ってしまいたかったんだ。そうすれば、いっときだけでも過去を忘れてラクになれるだろうから。

　やっとしっくりくる答えが導き出せて、内心ホッとする。これからなまめかしい未知の世界に飛び込もうとしているのだと思うと、急に緊張し始めるけれど。

　茅瀬さんは私の答えに一瞬不服そうに眉をひそめたものの、すぐに笑みをこぼした。

「一夜限りの関係、ね。まあいい、いずれ変えてみせる」

　私たちの関係は今夜限定なのに『いずれ』って、矛盾していない？と首をかしげた直後、彼はつないだままの手に力を込める。

「ひとまず、君が俺に抱かれたがっていることは承知したよ。行こうか、亜澄」

　ストレートな言葉と、初めて名前を呼んだ甘い声に、全身の血が沸騰するかのごとく熱くなった。自分がとてもふしだらな女になったみたいで、羞恥心が煽あおられる。

　でも、今夜は現実逃避したい。たった一度の冒険をしてみるのも悪くないだろう。こんなふうに私を闇から強引に連れ出してくれるのは、この人くらいなのだから。

　心細い夜から逃げ出すように、彼とともにビルを後にする。雪がちらつく真冬の夜風が、熱くなった体を心地よくなでた。




　初めて足を踏み入れたレジデンスは、美術館のように洗練された造りで、とにかく豪華。コンシェルジュが常駐しているラウンジからはイルミネーションが品よく輝く中庭が見えた。

　茅瀬さんの住まいは３ＬＤＫだそう。独身なら絶対そんなに必要ないのに……という貧乏人の感想は心の中にとどめておく。

　彼の部屋の内装もシックで、重厚さが感じられる大人のテイストだ。ダイニングキッチンだけで、私の部屋のすべてが収まりそうなくらい広い。

　開放感のある大きな窓からは、さっきまでいた高くそびえるオフィスビルやショッピングモールの夜の姿が見渡せる。夜景を見下ろせなくても十分美しい景観だ。

　私が住んでいる築五十年のボロアパートとはかけ離れすぎていて落ち着かない。埃ひとつないフローリングを歩くだけで緊張するし。

　ただただ圧倒されている間に、茅瀬さんは清潔感のあるアイランドキッチンからシェリー酒のボトルとグラスをふたつ持ってきて、リビングのローテーブルに置いた。澄んだ琥珀色のそれが注がれたのを合図に、ソファに座る彼の隣に遠慮がちに腰を下ろす。

「甘すぎる酒は好みじゃないが、これは別なんだ。君も気に入るといいが」

「いただきます」

　お互いにグラスを手に取り、美しい音を鳴らして乾杯した。そして、まどろむように揺れる綺麗な液体をじっと見つめる。

　これを飲んだら、私は今夜、茅瀬さんにすべてを捧げる――。

　改めて意識すると心臓がバクバクと鳴りだして、怖気づきそうになる。けれど、ここまで来て後には引けないと覚悟を決め、グラスを鼻先に近づけてからひと口含んだ。

　その瞬間、これまで味わったものとはまた違うおいしさに驚き、目をまん丸にする。鼻を抜ける熟成された香り、舌に広がるこっくりとした甘み。まさに極上というべき味わいに感激する。

「わ……本当、すっごくおいしい！　これ、どこの銘柄――」

　一瞬この状況を忘れて、ついボトルの表記を確かめようとした。ところが、私の顎に伸びてきた手がそれを阻止するようにくいっと横を向かせる。

　秀麗な顔が近づいてきたと理解するより先に、唇にやわらかなものが触れた。

　息が、思考が止まる。弾力と味を確かめるように何度かついばまれ、どうしたらいいかわからず、とにかくぎゅっと目をつむる。

　甘い疼うずきがじわじわと込み上げてきて、ようやくキスの感覚を実感できたところで唇が離れていった。

　ゆっくり開いた私の目に、ぺろりと自分の唇をなめる扇情的な彼が映る。

「こっちの方がうまい」

　匂い立つ色気にクラクラしているうちに再び唇が寄せられ、さっきよりも深いキスがお見舞いされた。シェリーの香りと甘さがお互いの舌で交わる。

　たったひと口で酔うほど、私はアルコールに弱くない。なのに、もうすでに脳は機能せず、どろどろに溶けていきそう。







[image: ]







　そうなる前にありったけの理性を総動員して彼の胸を押した。こちらは息を乱していっぱいいっぱいなのに、余裕で微笑む彼が憎らしい。

「……もうちょっと、シェリーを楽しみたいんですが」

「なら、またここへ来ればいい」

　茅瀬さんはあっさりと返して、私の抵抗をものともせずニットの中へと手をすべらせてくる。腰から胸をなぞる熱い手にいとも簡単に黙らされ、代わりになまめかしい声が漏れてしまう。

　ああ、もうダメだ。悔しいけれど彼の言った通り。私は、この人に抱かれたがっている――。

　認めた途端、まるで全身が性感帯になったかのごとく、どこに触れられても甘い痺しびれに襲われた。中途半端に服を乱し、花を求める蜜食動物のようにふしだらに胸の蕾を口に含む彼を見るだけで、たまらない気持ちになる。

　いつしかソファに優しく倒され、誰にも見せたことのない肌を暴かれる。あらわにされた胸を無意識に腕で隠したとき、翻弄していた彼の視線がふいになにかを捉え、雰囲気が変わった気がした。

「これは……」

　そうつぶやいて手を伸ばしたのは、私が首につけているネックレス。南国の海のようなブルーの小さな宝石がついたものだ。宝石商の彼なら気になる代物かもしれない。

「母の形見なんです。綺麗でしょう」

　母からはトルマリンの一種だと聞いている。私は宝石には詳しくないのでそれ以上はわからないが、とても貴重だと教えられてきたので肌身離さずつけている。

「もしかして、ひとりでいたくなかったのはそのせい？」

　ところが、茅瀬さんがさらに反応を示したのは、宝石よりも母の形見だというひと言らしい。切なげで気の毒そうな表情に変わり、私の目を見つめる。

「……はい。今日は命日だったので」

　正直に打ち明けると、彼は「そうだったのか」とつぶやいて小さくうなずいた。しっかりと帯びていた情欲の熱が引いていくのがわかる。その様子から、私に気を使って行為をやめようとしているのではないかと直感した。

　少しだけ逡巡した彼が、組み敷いた私から体を離そうとしたとき、思わず彼の首にぐっと手を回す。

「やめないで」

　私が引き止めるとは思わなかったのか、意外そうに目が見開かれる。

　強引に火をつけておいて、燃え上がりそうなときに水をかけるなんてあんまりだ。これが意図的でないのだとしたら、あなたは天性の策略家だと思う。

「誘ったのはあなたです。嫌なこと、全部忘れさせてください」

　背徳感も恥も捨てて告げると、茅瀬さんの表情に見る見る獣さながらの力強さが蘇ってくる。

「忘れるだけじゃ生ぬるい。俺のことしか考えられなくしてやる」

　遠慮はしないと決めたのか、私の頭をなで、脳に直接響くような声でささやいた。

　その直後、彼はあられもない姿の私を軽々と抱き上げ、寝室へ向かう。動どう悸きがしているみたいに胸が締めつけられるのを感じながら、彼にぎゅっとしがみついた。

　広いベッドにふたりで倒れ込んだ後は、すべてを委ねて本能のままに抱き合った。何度もキスをして、甘い刺激を与えられて。

〝痛い〟とか〝壊れそう〟とか、ちょっとだけ怖い感覚が全部〝気持ちいい〟に変わるまで、彼は私の体を気遣いながらも翻弄し続けた。

　なんとか初めてを捧げた後も、たいして余韻に浸る間もなく再び求められる。さすがに拒否したい……と思ったのに、私の体はどうしたことか、熱を保ったまま疼いている。

　茅瀬さんがそれに気づかないはずもなく、一度つながった私の中に水音を立てて指を沈め、いたずらっぽく目線をよこす。

「もうこんなにとろけてる。ついさっきまで処女だったのにな」

「やだ……っ、私、おかしいの？」

　こんなふうになるのは変なのかな。

　涙目になる私に、彼はふっと口もとを緩めて首を横に振る。

「違う、俺に感じてくれている証拠だ。うれしいよ」

　穏やかな声を紡ぎ、唇に優しいキスを落とした。

　どうしてそんなに愛おしそうにするのだろう。おかげで私はずっと動悸が治まらなくて、触れられれば素直に反応してしまう。

　でもその優しさは、ひとつになった途端に荒々しさの陰に隠れる。引きしまった逞たくましい体が、私の中にひそむ淫らな部分を引き出そうとするかのごとく、奥を何度も突き上げる。

「あっ、あ……茅、瀬さ……んんっ」

「亜澄……もっと、俺を欲しがれ」

　我慢できずあえぐ私に、彼は荒い呼吸の合間に懇願するようにささやき、唇を塞いだ。口内まで舌で侵され、ひと際強い快感が押し寄せて背中がのけ反る。

　――あなたを欲しがる？　私はきっと、そんなふうになれない。求めて裏切られたら、死にそうなくらいつらくなるもの。

　あなたは、私を呪われたような一夜から解放してくれた。それだけで十分。たぶんこれからは、熱く抱かれた今夜の情事を毎年思い出すだろうから。

　昇りつめた後は、堕ちるだけ。

　私は脱力しながら彼の名をうわ言のように呼び、意識はただただ甘い沼にのみ込まれていった。










【ブルームーンの駆け引き】




　バレンタインから三日が経った。ベリーヒルズビレッジを彩っていたバレンタイン仕様のイルミネーションはすでに終了していて、あっという間に夢の跡となった。

　私の人生初の冒険も同様に。

『俺のことしか考えられなくしてやる』

　……ときどきあの夜にささやかれた甘い声が蘇ってきて、調子を狂わされる。

　あの後私はいつの間にか眠っていた……というより、意識を飛ばしたという方が正しいのかもしれないが、気がついたら朝を迎えていた。命日にぐっすり眠れたなんて初めてだった。

　隣には、猛たけ々だけしく私を攻め立てていたのが嘘のように、無防備で綺麗な寝顔があった。それを見てよくわからない胸のざわめきを感じながらも、去るなら今だと、逃げるようにマンションを後にしたのだった。

　あれから彼はここに来ていない。会っても気まずいだけなので、その方がいい……のだが、今私は別の理由で少々気まずい。

　なぜなら、シェイカーを振る私の目の前に座っているのは、茅瀬さんと何度か一緒に来たことがある女性だから。

　緩いウェーブの長い髪、スレンダーな体のラインがよくわかるファッション、見るからに高価なアクセサリー。バラのようないい香りとセレブの雰囲気が漂う美人で、二十代後半くらいの彼女は、どこかから情報を仕入れてきた男性スタッフが友とも香かさんと呼んでいた。

　今夜はひとりなのか。この人も、茅瀬さんと関係を持っていたりするのかな……。

　胸がもやもやする妙な感じを覚え、仕事に集中しなければと軽く頭を振る。そのとき、彼女は猫のような目で私を見上げて声をかけてきた。

「ねえ、カクテルって意味があるんでしょう？　意中の人に振り向いてもらえるようなものってない？」

　すべてを手に入れているのかと思いきや、意外にも片想い中のようだ。彼女の恋バナに興味を引かれ、私は快く話に乗る。

「お相手はどんな方なんですか？」

「財力があってイケメンで、めちゃくちゃモテる高嶺の花なの。私なんて相手にされてないだろうけど、インパクトのあるカクテルを差し出せばちょっとは意識してもらえるかなって。彼、カクテルに詳しいし」

　友香さんほどの女性ですら相手にしないなんて、いったいどんな男性なんだろう。まさか、茅瀬さんじゃないよね？　今の情報はどれもあてはまっている気がするけれど。いや、彼女の周りにはたくさん男性がいるだろうし、さすがに違うか。

　いったんその憶測を捨て、ひとつ単純に気になったことを質問してみる。

「手に入りそうもないのに、どうしてそんなに欲しいと思うんですか？」

　見込みがないなら最初からやめておいた方がいい。傷つくとわかっているのに求めるのは、私からすれば賢明とは思えないから。

　あっけらかんと問いかけた私に、友香さんは面食らったように目をしばたたかせる。

「あなた正直ね」

「あ……すみません」

「いいの、ざっくばらんな子は嫌いじゃないわ」

　クスッと嫌みのない笑みを浮かべられ、『わざとじゃないんですよ』と心の中で謝って苦笑を返した。

　私の発言をまったく気にしていない様子の友香さんは「そうねぇ」と頬杖をつく。考えを巡らせた後、私の背後に飾られているグラスの輝きを目に映して口を開く。

「可能性はゼロじゃないから、そのわずかな望みに賭けたくなるのよね。愚かだけど、それが人間の性さがってものかしら」

「性……」

「本気で欲しいものはいつも心にあって、損得関係なく求めるような衝動を起こすのよ。そういう経験、ない？」

　逆に問いかけられ、答えに困った。

　そんなふうになるほど欲しくなったものはない。が、よくよく考えてみれば、バーテンダーを目指したいと一念発起したときの感覚がそれに近いかもしれない。どうしてもなりたくて、必死に勉強したっけ。

　高嶺の花の男性を手に入れたい気持ちもなんとなくわかった気がして、彼女の恋を応援するべく、頭の中でおすすめのカクテルを検索する。

「……ビトウィーン・ザ・シーツ」

「え？」

「〝ベッドに入って〟という意味を持つカクテルです。ナイトキャップ、寝酒の一種なんですが、一夜の関係を示唆する意味深な言葉でもあるので、彼もドキッとするかもしれません」

　一夜だけの関係にはなってほしくないが、このくらい大胆な方が印象に残るんじゃないかと考えたのだ。

　友香さんは表情をぱっと明るくし、「へぇ～、いいかも！」と身を乗り出す。気に入ってくれたようなので、それをお作りしましょうかと口を開きかけたとき、彼女の隣に誰かがやって来た。

「俺にもくれる？　ビトウィーン・ザ・シーツ」

　一度聞いたら忘れない、色気のある声にギクリとすると同時に、導かれるように顔を上げる。ブラック・ベルベッド色の瞳と視線が絡み合った瞬間、あの夜の光景がまざまざと蘇り、心臓が大きく飛び跳ねた。

　勝手に喉が締まって押し黙ってしまう私とは違い、友香さんはぽっと頬を赤らめて声を弾ませる。

「茅瀬さん！　やだ、会えると思わなかった」

「奇遇ですね。ご一緒しても？」

「ええ、もちろん」

　彼は嬉々とする友香さんの隣に腰を下ろし、和やかに話し始める。親密そうなふたりの様子を見ていると、やっぱり彼女が好きな人は茅瀬さんなのでは？という予想がむくむくと膨らむ。

　なんだかいたたまれなくて、私はカクテルを出す前に茅瀬さんにおしぼりを渡し、お通しにあたるチャームを用意するのを口実にして一度カウンターの奥へ下がった。

　ラグジュアリーな空間から現実味のある調理場に移ると、一気に気が抜けて深く息を吐き出す。

　……茅瀬さんは本当に大人だ。どの女性にも分け隔てなく接していて、私ともまるでなにもなかったかのよう。こちらもそんなふうに平然とできたらいいのだけれど、処女を捧げた相手を意識しないというのは至難の業だ。

　彼に一度もちゃんと〝いらっしゃいませ〟を言えていないなと、自嘲しつつ小皿にナッツやドライフルーツを盛る。軽く深呼吸をし、気合を入れ直して店内に戻った。

　ところが、わずか数分の間に茅瀬さんはひとりになっていた。私はついキョロキョロする。

「あれっ、友香さんは……」

「電話で急に呼び出されたみたいで、慌ただしく帰ったよ。『いいカクテルを教えてくれてありがとう』って、君への伝言を頼まれた」

　彼女の律儀さに和まされ、私は口もとを緩めた。でも、もしカクテルを渡したい相手が茅瀬さんだったら、さっきの会話で狙いがバレてしまったはず。

　よかったんだろうかとお節介な心配をしつつも、ひとまずビトウィーン・ザ・シーツを作って差し出した。

　蜂蜜を薄めたような色の液体を嗜む彼の唇、上下に動く喉仏、ナッツを摘まむ指先までもがセクシーに見え、鼓動が速まる。あの夜から、どうも私はおかしい。

「この間、ちゃんと眠れたか？」

　ふいに『昨日、なに食べた？』というくらいの何気ない調子で聞かれ、ひと際大きく心臓が動いた。が、なんとか平静を装って小さくうなずく。

「……おかげさまで」

「俺も、あんなに満たされて眠ったのは久々だよ。こうやってナイトキャップに頼りたいくらい寝つきが悪いときもあるから」

「それはお気の毒に」

「ただ、君の寝起きの顔が見られなくて残念だった」

　最後の声色だけややとげがあり、決まりが悪くなった私はしれっと目を逸らした。黙って帰ったから怒っているんだろうか……。平然としているように見えて、実は機嫌が悪いのかも。

　若干ビクビクしながら、手前の小さなシンクでシェイカーを洗っていると、意外な言葉が投げかけられる。

「ベッド以外の場所でも亜澄と過ごしたい。今度はちゃんと、健全なデートをしないか？」

　ストレートに誘われ、私は水を流したままぽかんとして固まった。

　私たち、ひと晩限りのお付き合いだったはずなのに、デート？　いったいなんでまた……私には行く理由はありませんが。ていうかまず、皆がいるところで〝ベッド〟とか〝健全〟とか言わないでほしい。

　顔に熱が集まるのを感じつつ、ひとまず周りを見て誰の耳にも入っていないことを確認する。そしてキュッと水を止めると同時に、断るべく口を開く。

「せっかくですが、お断――」

「海の上で極上の食事とカクテルを楽しもうと思っているんだが」

「う……」

　私の返事を見越していたかのごとく食い気味に魅力的な提案をされ、まんまと押し黙ってしまった。

　だって、海の上ってクルージングかなにかでしょう？　そんな場所で飲むカクテルは格別だろうし、勉強にもなるし、とっても気になる……！

　とはいえ、このままあっさり返事を変えるのも悔しい。妙なプライドが邪魔をして葛藤する私を、茅瀬さんは優雅にグラスを口に運んで眺めている。この余裕がまた小憎たらしい。

　悩んだ末ひとつのアイデアが浮かんで、私はあるカクテルを作り始める。

「これがお返事です」

　差し出したのは、青みがかった淡いパープルの色が綺麗な一杯。口に含むとスミレの花の香りが広がり、まろやかな甘さとレモンの酸味が感じられる。

「ブルームーンか」

　茅瀬さんの知識はさすがで、すぐに名前を言いあてた。

　このカクテルは、ふたつの正反対な意味を持っている。ひとつは〝完全なる愛〟、もうひとつは〝無理な相談〟。ＯＫかＮＯか、答えは私だけが知っている。

　これを渡せば少しは惑わせられるんじゃないか。……そうひそかに期待したのだが、彼の余裕な表情に変化はなかった。

「デートは決まりだな」

「えっ」

「ふたつの意味があるなら、俺の好きな方に受け取らせてもらう」

　したり顔で微笑む彼は、即座にそんな結論を出した。あっさりかわされ、私はあからさまに仏頂面になって脱力する。

「……ちょっとは動揺してくださいよ」

　口を尖とがらせてつぶやくと、茅瀬さんはキョトンとした後、ぷはっとおかしそうに噴き出した。

　またお目にかかれた無邪気な表情に一瞬目を奪われる私に、彼はとろけそうな笑みを向けてくる。

「動揺したよ、今。君の駆け引きがかわいすぎて」

　かあっと一気に顔が熱くなった。自爆してどうする。

　この人にはすぐ手玉に取られてしまって、恥ずかしいったらない。なのに、鼓動が乱れる感覚も不思議と嫌ではなく、むしろやり取りが楽しく感じる。

　結局、私の次の休日に合わせて、健全なデートをすることに決定したのだった。




　私は土日祝日も関係なく仕事が入っているため、一番近い休日は水曜日。茅瀬さんは早めに仕事を切り上げると言い、夕方の四時半に待ち合わせてディナーをする予定になっていた。

　どんな服装をすれば彼の隣でも浮かないだろうかと、今日一日ずっと悩んでいたことは内緒である。

　普段はカジュアルなパンツスタイルが多く、女性らしい服など持ち合わせていないが、唯一上品に見えるオールインワンのパンツドレスがあったのでそれにした。

　長い髪も久々に下ろしたまま、メイクも少しだけ丁寧にして……などと、慣れない準備をしただけで疲れてしまった。

　しかし、東とう京きょう湾わんに浮かぶ豪華客船に連れられてくると、そんな疲れなど吹っ飛ぶ。目の前に迫る夕日がきらめく海も、船の中とは思えないホテルのレストランのような内装も、非日常感たっぷりで胸が躍る。

　思えば、船に乗るのは初めてかもしれない。家族で旅行した覚えはないし、こんな贅沢とは無縁の生活をしているし。やっぱり今日は来てよかったかな。

　私の手を取ってエスコートしてくれる茅瀬さんに改めて感謝しつつ、彼が予約しておいてくれた窓際の席に座った。

　船が動きだすとピアノの生演奏が始まる。クラシカルな船内で聞くピアノの旋律は、また一段と優雅だ。

　聞き惚れていると、飲み物と彩り豊かなコース料理の前菜が運ばれてきたのでさっそくいただく。ここの特徴はカクテルの種類が豊富なことだそうなので、料理はおまかせでも飲み物は自分で選ばせてもらった。

　茅瀬さんは運転するため今日は飲まない。それに合わせて私もノンアルコールのジントニックを頼んでみたが、お酒でなくてもなかなかおいしい。

「真っ先にジントニックを頼むあたり、やっぱり女性にモテそうだ」

　そう茶化して笑う彼も、同じものを飲んでいる。

　たしかに、デートならもっと女性らしくおしゃれなシャンパンとか甘ったるいデザートカクテルにすればよかったかなと、自嘲気味の笑みを漏らす。

「初めて来たお店ではこれを最初に飲もうと決めているんです。かわいげがないですよね」

「カクテルでかわいさが決まるわけじゃない。俺は、なににも染まらない亜澄が魅力的だと思うよ」

　情熱的な夕焼けに照らされる彼にさらりと言われ、不覚にも心が喜ぶ。……この人だけだ、つまらない私なんかを魅力的だと言うのは。

　気恥ずかしくて、肩をすくめてグラスに口をつけた。

「まあ、ベッドの上では俺の色に染めたいけどね」

　あられもないひと言が耳に飛び込んできて、むせそうになる。

「なに言ってるんですか」

　せっかくのロマンティックなひとときが台なしに！と声をあげる私に、彼はクスクスと笑っていた。

　次第に夕日が落ちていき、街やシンボルの架け橋の明かりが際立ち始める。夜にかけての景色の変化を楽しめるこのトワイライトコースは、なんだか自分が映画のワンシーンに登場しているような気分にさせてくれる。

「夕暮れから夜になるときってすごく綺麗……。海からの景色を楽しみながら食事するのもいいですね。普段、こういう贅沢はしないから」

　ミステリアスなブルームーンを彷彿とさせる色に変わっていく景色を眺める私に、茅瀬さんがメインの牛フィレ肉のポワレにナイフを入れて「外食はしないのか？」と問う。

「たまに先輩たちに付き合うくらいで、基本は自炊です。漬物とご飯だけってときも多いですけど」

「戦時中か」

　彼のツッコミに笑っていると、「それと」とまた別の質問を投げかけられる。

「この間思ったが、帰りはいつもどうしているんだ？　あの時間、終電もないだろう」

「車通勤の先輩に送ってもらっています。その人がいないときは朝までバーで修業を」

　トリュフソースとマッチしたやわらかい牛肉に舌鼓を打ちながら事実を語ったものの、茅瀬さんの表情は心なしかこわばっていく。

「さっきから出てくる〝先輩〟っていうのは……男？」

「はい。バーに女性は私しかいませんから」

　当然のごとく答えると、彼はなぜか不愉快そうに眉をひそめてため息をつく。

「君が今まで清くいられたのは奇跡だな」

　それってもしかして、私が〝スタッフの男性陣によく手を出されないな〟という意味？

　たしかに安全とは言いきれない環境かもしれないが、これまで一度も危うい雰囲気になったためしがないし、皆そんなことをするような人でもない。仲間をけなされた気がして、私はムッとする。

「皆、信頼できるいい人ですから！　それに私、きっと女だとは思われていません」

「そうやって、うまそうな色香を漂わせておいて無自覚だから心配なんだよ」

　間髪をいれず思ってもみなかった指摘をされ、口をつぐんだ。そして、じわじわと頬が火照りだす。この人、急に肉食っぽい発言をするから……。

　反論できないものかと言葉を探していると、つけ合わせの野菜も綺麗に食べ終えた彼が、静かにカトラリーを置いて見つめてくる。

「これから俺の家で暮らせばいい」

　唐突な同居話に、私は危うくナイフを落としそうになった手に力を入れ、目の前の色男を凝視する。

「……はい？」

「と言いたいところだが、三日後には海外へ行かなきゃいけない。今回はしばらくかかりそうなんだ」

　グラスに口をつけて淡々と言う彼は、本気で同居を提案したいのかどうなのかわからない。が、とりあえずしばらくは忙しいようなので、ほんの少し胸をなで下ろす。

「仕事ですか」

「ああ。フランスの女優から、セザール賞の授賞式で身につけるジュエリーを提供してほしいと頼まれている。ほかにもいろいろな用事をまとめてこなしてくる予定でね」

「セザール賞？」

「フランス版アカデミー賞と呼ばれているものだ」

　それってフランスで最も権威のある映画賞ってこと!?　そんな大舞台に出るくらいの女優さんに依頼されるなんて、茅瀬さんって本当にすごい宝石商様なのね……！

　まるで別世界の話に呆気に取られる。きっとほかの用事も、私にしたらフィクション同様に次元が違うんだろう。今、自分がこうして一緒に食事しているのが不思議で仕方ないし、むしろ気が引けてくる。

　彼が海外に行くのはちょうどいいのかもしれない。これ以上かまわれたら、気後れするばかりだろうから。

　……なのに。なんで、彼との距離を感じて心許ない気持ちになっているんだろう。

　グラスの中で静かに消えていく気泡をなんとなく眺めていると、私の心の奥を覗くような眼まな差ざしがこちらを捉えているのに気づいた。彼は私から視線をはずさずに、ゆるりと微笑む。

「寂しくなったら、俺の熱を思い出して。君の中が覚えているだろ」

　甘くほろ苦い声は、抱かれた夜の記憶を唐突に蘇らせ、心臓を大きく揺さぶった。あまりの恥ずかしさでプイッとそっぽを向いたものの、心の温度はどんどん上昇している。

　忘れたくても忘れられない。今のたったひと言で、欲情した彼の声や表情、どこをどう触れられたかまでありありと思い出せる。

　私の体がすべて覚えてしまったんだと実感し、厄介だなと内心ため息をこぼした。




　約二時間の船の旅を終え、少し遠回りのドライブをして私のアパートまで送ってもらうことになった。

　車から見る景色も船とはまた違った楽しさがある。なにより、茅瀬さんが運転する姿は初めて見るし、狭い密室にいるのが妙に緊張して、本当に健全なデートとはいえ鼓動は騒がしかった。

　たわいのない話をしていると到着するのはあっという間だった。外壁は薄汚れ、ところどころヒビも入っている古びたアパートの脇に車がとまる。茅瀬さんはそれを訝いぶかしげに見上げた。

「ここが君のアパート？」

「そうです」

「小学生にからかわれるだろ」

「ええ、〝お化け屋敷〟ってね」

　これまで何度か子どもたちがそう言っているのを聞いてきたが、まあ納得の外観なので仕方ない。蔦が伸びていないだけマシかも。

　私にいくら物欲がなくても、ここまでボロいアパートに住んでいるとは思わなかったのか、茅瀬さんは「ますます俺の家に避難させたいんだが……」とつぶやいている。でも、一応トイレもお風呂もついているからとくに困らないし、狭いからこそ落ち着くのだ。

「私はここで十分です。住めば都ってやつで、意外と居心地いい――」

　そう答えていた最中だった。私の部屋がある二階から階段を下りてくる人物を視界に捉え、その瞬間に息をのんだ。

　ボサッとした短髪に、汚れが染みついた作業着を着た、冴えない五十代の男性。それは、私の実の父だった。

　急激に不快感が込み上げ、ぞわっと身の毛がよだつような拒絶反応が出る。

　父は金遣いの荒いクズだ。昔から散財するタイプだった父は、私たちが大きくなるにつれてますますひどくなった。休みの日はパチンコ店に入り浸り、遊んでもらった覚えなどほとんどない。

　いつしか家に帰ってこなくなり、離婚する頃には貯金も使い果たされ、もちろん養育費などをもらうことはいっさいなかった。私が愛を信じられなくなったのは、確実に父が原因だ。

　ここ数年はずっと会わずにいられたのに、どうして今ここへ？　もう顔も見たくなかったのに……！

「どうした？」

　険しい顔をして黙り込む私を、茅瀬さんは不思議そうに見つめる。それにかまわず、私はシートベルトをはずして車のドアを開けた。

「亜澄？」と呼ぶ声を無視して飛び出し、父のもとへ駆け寄る。本当は近づきたくもないが、会わなければどうせまた来る。効果はないだろうけれど、『二度と来ないで』と突き放しておかなければ。

　睨にらみつけながら近づく私に気づいた父は、薄気味悪い笑みを浮かべる。

「おお、亜澄。久しぶりだな」

「なんで……なんで来たのよ？」

「野暮なこと聞くなって」

　たしかに父の言う通り、どうして来たのかなんてわかりきっている。私からお金をもらうためだ。

　母と離婚してからしばらくは会わずに平穏な日々を送っていたが、三年ほど前にひょっこり姿を現した。どうせ遊ぶためのお金も底をついたのだろう。

　仕方なく手持ちのお札を数枚渡しただけだったにもかかわらず、それ以降来なかったから油断していた。

「颯そう吾ごのところにばっかり行ってたら悪いだろう。亜澄にも会いたかったしな」

　白々しい嘘には吐き気がするが、聞き捨てならないのはその前。

　颯吾というのは私の双子の兄だ。彼はいたって普通の営業マンで、先月から新しい事業所のヘルプで地方へ行っているらしい。

　まさか、今まで私のところへ来なかったのは、兄の方を頼りにしていたから？

　激しい怒りで体が震える。

「ずっと颯ちゃんからお金をもらってたの!?　最っ低！」

「お前は父さんにそんな口のきき方をするようになったのか。颯吾はおとなしく会ってくれてたってのに」

　あきれたような顔をして話をはぐらかすこの男には、本当に虫唾が走る。

　颯ちゃんがただ従順に会っていたわけないじゃない。内心は胸糞が悪くて仕方なかったはず。それでも、私のもとに父が行かないように食い止めてくれていたのだ。私になにも言わずに……。

　知らなかった自分にも腹が立ち、悔しさで涙が出そうになる。憤りを抑えて拳を握りしめる私に、父はやや前屈みになって「おい」と暗鬱とした声を紡ぐ。

「今お前が生きているのは誰のおかげだ？　父さんと母さんがいたからだろ？　その恩返しをするのは子どもの義務なんだよ」

　そのセリフは、私も兄も昔からずっと呪いのようにかけられてきたもの。そんなのおかしいって思うのに、何重にも縛られたそれは簡単に解けない。断ったらさらに追いつめられそうで、言いなりになるしかないのだ。

　結局私たちは、親子という関係にとらわれたまま生きていかなければいけないのか。

　ほかにやり過ごす術が見つからず、私は今回もバッグの中の財布に手を伸ばす。そしてまた、効果のない同じセリフを口にするのだ。『もうこれで最後にして。颯ちゃんのところにも行かないで』と。

　虚しさでいっぱいになりながら財布を取り出そうとしたそのとき。

「ダメだよ、甘やかしたら」

　落ち着きの中に厳しさが交じる声がすぐそばで聞こえ、同時に大きな手が私の手首を掴つかむ。バッと顔を上げると、私を安あん堵どさせるような笑みをわずかに浮かべる茅瀬さんがいた。

　彼の顔を見た瞬間、こわばった全身からふっと力が抜け、真っ暗な心に月明かりが差し込んだ気がした。

　父は、突然現れた身なりのいい男性の姿に一瞬怯んだものの、すぐに訝しげな視線を突き刺す。

「なんだ？　お前」

「はじめまして、茅瀬と申します。亜澄さんの……婚約者です」

　綺麗に一礼をした彼の口から信じられないひと言が飛び出し、私は大きく目を見開いた。

　婚約者……って、どうしてそんな嘘を？

　ただただあぜんとしていると、茅瀬さんは「お父さんでいらっしゃいますか？」と確認する。

「生物学上でも間違いなく親父だな」

　いけしゃあしゃあと言う父を私が睨みつけた直後、茅瀬さんの張りつめた声が響く。

「父親なら、娘さんがつらい思いをしているとおわかりでしょう」

　おそらく、私たちのやり取りを見聞きしてだいたいの事情はわかったのだろう。気持ちを汲んでくれて私は救われるが、父は煙たそうに顔をしかめる。

「なにを偉そうに……。子どもが親を助けるのは常識だろう」

「親子で助け合うのは素晴らしいですが、それが自身の生活や精神に支障をきたさないレベルであることも常識です」

　毅然と返され、父はすぐに言葉が出てこないようだ。言い淀む父に、茅瀬さんは凛とした表情を変えずに追い打ちをかける。

「あなたが子離れする時期はとっくに過ぎていますよ。どうか依存なさらないように。これからは、私が亜澄さんを守ります」

　財布を出すのを制していた彼の手が、私の手のひらに移動してしっかりと握り直され、その頼もしさにじんわりと目頭が熱くなった。

　これから守るだなんて発言も、きっとその場しのぎのデタラメ。だとしても、今の私には負った傷を覆ってくれるくらい心強いものだった。

　無意識に手をぎゅっと握り返すと、茅瀬さんは鋭さを増した瞳で父を見すえる。

「彼女も、彼女のご兄弟も、もう苦しめないでください。ふたりにこれ以上金銭を要求するなら、私の知り合いの弁護士に頼んで法的措置を取ってもらいますが、よろしいですか？」

　一段と冷淡な声色でトドメを刺され、父は苦虫を噛みつぶしたような顔をした。舌打ちをし、悔しそうに「クソッ」と吐き捨てて立ち去る。

　ガシガシと頭をかいて去っていく姿を目に映しながら、わりとあっさり引き下がったなと、私は少し驚いていた。

　が、別に不思議ではないのかもしれない。私も兄も、あの呪いのような言葉にとらわれていたせいできつくとがめられず、周りにもきっぱり断ちきれる人がいなかったから。母も弁護士に相談するべきだったのだろうが、費用を心配して自分ひとりで終わらせてしまったし。初めて茅瀬さんに厳しく忠告されて、父も少なからず萎縮したのだろう。

　この人が私と婚約しているとなれば、今後は安易に接触できないはず。婚約者というのは、そうもくろんでの嘘だったのだろうと納得した。

　茅瀬さんが助けてくれて本当によかった。でも、人には知られたくなかったみっともない父子の姿をさらしてしまって、やるせない気持ちになる。

「大丈夫か？」

　肩を落としてうつむく私に、つい先ほどとは打って変わって優しく、心配そうに声がかけられた。

「……自分が情けない。あの人の言いなりにしかなれなくて、兄にもずっと迷惑をかけていて……」

　緊張が解けたおかげで涙がぽろぽろとこぼれ出し、声を震わせた。

　唇を噛みしめる私の肩に、彼がそっと手を回す。優しく抱き留められると、密着した体から彼の香りと温度が伝わってきて、さらに涙腺が緩む。

「もう少し、一緒にいようか」

　なだめるみたいに髪をなでながら穏やかな声でいつかと同じ言葉を紡がれ、私はためらわずにこくりとうなずいた。










【モーニング・グローリー・フィズで朝まで】




　亜澄は、猫のような子だと思っていた。

　なににも縛られず自由で、ひとりでの生活に満足していて、寄ってきたかと思えばするりと抜け出す。初めて彼女を抱いた翌日も、目が覚めたら隣はもぬけの殻で、ぬくもりが消えた真っ白なシーツが虚しかった。

　そんな掴めそうで掴めないところに、どうしようもなく惹かれる。人並み以上の地位や暮らしを手に入れた、いい年した男が、ひと目惚れした相手に夢中になっているだなんて、君は信じないんだろう。

　行きつけのバーをレジデンスの近くに変えた約二カ月前、初めて亜澄を見た瞬間に目と心を奪われた。一回の取引で高額の金が動く商売をしている俺は、しっかり目ききをして品質のいいものを見極めるのが常だが、このときばかりは直感だった。

　ただ女性のバーテンダーが物珍しかったのではなく、ピンと背筋が伸びる凛とした雰囲気、シェイカーを振る慣れた手つき、時折客に見せる朗らかな笑顔。彼女を形づくるすべてが魅力的だったのだ。

　しかし、俺の傍らにはだいたい女性がいる。彼女たちは俺から特別多く宝石を買ってくれているハイクラスの顧客で、いわゆる接待だ。ひとつ何百万円もするようなアクセサリーを購入する客といい関係を続け、さらに紹介を増やすためには、上質で丁寧な付き合いが必要になる。

　といっても、悩み相談やグチに付き合うのがほとんどだったりするが。彼女たちは既婚者が多く、夫や子どもの悩みを聞いてあげるとそこからまた商売につながるのだ。

　そのための場所として適しているのがバーで、ひとときの息抜きになればと彼女たちを連れていくのがお決まりだった。その間は亜澄に話しかけられない。なかなかタイミングが合わず、ようやくひとりで行けたのがあの夜だった。

　彼女と互いの知識を深めるように話をするのは楽しく、久々に気分が高揚する感覚を抱いた。もっと距離を縮めて、彼女を自分のものにしたい欲求も増すばかり。

　欲しいと感じたら、手に入れられそうなタイミングは逃さない。仕事でもそのスタンスで生きている俺は、逸はやる欲に忠実に、ずるいやり方で口説いた。

　そうして彼女の素肌を暴くときまでは、まだ知る由もなかった。俺たちの出会いは、奇跡的な巡り合わせなのだと――。




　助手席に座る亜澄の首もとには、今日も母親の形見だというネックレスがつけられている。俺はその美しいネオンブルーの宝石を一瞥し、視線を前方に戻した。

　父親とのいざこざですっかり元気がなくなってしまった彼女をひとりになどできず、再び適当に車を走らせている。どんな言葉をかければ心を癒やせるだろうかと黙考していると、彼女がおもむろに口を開く。

「……さっきは、ありがとうございました。茅瀬さんがいなかったら、また父をつけ上がらせるだけだった。婚約者なんて嘘までつかせて、すみません」

「なんで謝る。俺が勝手にしたんだ」

　肩をすくめて頭を下げる彼女にそう返すも、これから俺が守っていきたい気持ちは嘘ではない。

　お世辞にも綺麗とは言えないアパートを見て、予想以上につつましい生活をしているなと驚いたが、彼女の父親の影響が大きいのだろうと推測できる。彼には一応けん制しておいたが、不安が残る環境に亜澄を野放しにしておけない。やはり自分のそばにいてほしいと、ますます強く思う。

　三日後にはひとり海外へ行かなければならないことに歯がゆさを感じていると、亜澄は流れる夜景をぼんやり眺めながら「私は……」と話しだす。

「父が心底憎いです。母が過労で死んだのも、私と兄の生活に悪影響を与えたのも、あの人が原因に違いないから。職場を会員制のバーにしたのは、高級な場所ならお金がないあの人は絶対に入れないと思ったからで」

　これまで語られなかった心情を聞き、亜澄が母親の命日にとらわれているのは、父親への恨みも同時に湧いてくるせいなのだろうと納得した。

「昔は父に愛されたいと願った時期もありました。でも、求めてもなにも返ってこなくて……全部無駄だってわかったんです。だったらなにも望まなければいいんだって思って、いろんなものを求めるより先にあきらめるようになっていました。虚しい人生ですね」

　嘲笑を漏らした彼女はとても脆もろく見え、心苦しさを覚えた。

　亜澄は好きで猫のように生きているわけではなかったのだ。きっと心の奥底には、欲しいものや願望がたくさんあるだろうに。

　彼女の母親も、あの頃より少しはマシな生活を送れているものと思っていたが……命まで失くしていたとは、本当にやりきれない。

　実は、俺は以前、亜澄の母親に会ったことがある。約八年前、おそらく亡くなる少し前に、起業して間もない俺を訪ねてきた彼女からひとつの指輪を買い取ったのだ。印象深い人だったからよく覚えている。

　当時、彼女は『この指輪はとても価値があると聞かされ、母から子へと受け継がれてきたんです』と話していた。

　その言葉通り、指輪についていた宝石はパライバトルマリンという超稀少なもの。これは傷の有無よりも発色が価値を決めていて、青みが強いものが高額とされる。彼女が持っていたものは申し分ないネオンブルーで、百万円はすると踏んだ。

　まさか一般人からこんなに貴重な宝石を出されるとは思わず、俺はとても驚いた。彼女の身なりから裕福そうには見えなかったが、おそらくもともとはいい家柄だったのだろう。

　彼女から話を聞くと、シングルマザーで子どものために金を必要としているから、手っ取り早く指輪を売りにきたのだという。そのときの様子はあまりにも切実そうで、体も痩せ細っていて切羽詰まっているのが見て取れた。

　にもかかわらず、子どもの話をするときは愛情深い表情を見せて、わが子をなによりも大切に思っていることがうかがえた。

　俺自身、幼少期はそれなりに苦労している。父は小さな宝石店を営んでおり、経営状態がよくないときは多くの我慢を強いられてきた。しかし、どんなときも両親からの愛情はもらっていたと記憶している。

　彼女と接しながら、俺は昔の自分の家庭環境と重ね合わせていた。手助けしてあげたい気持ちになり、査定した価格よりも上乗せして指輪を買い取った。少しでも家計の足しにしてほしくて。

　その指輪は誰にも売らず、今も手もとに大事に保管してある。見るたび当時を懐かしんでいるのだが、まさか再び巡り合えるとは……。

　亜澄と抱き合った夜、彼女の首もとに輝くネオンブルーの宝石を見た瞬間に息をのみ、同時に思い出した。あのときの女性が、『指輪はネックレスとセットなんですが、ネックレスは娘に渡すので売る気はありません』と言っていたことを。

　番つがいのようなそれが母親の形見だと聞いて、亜澄はあの女性の娘だと確信した。バーで最初に話したとき、辻本という名字に聞き覚えはあったが、まさか本当に親子だったとは。女性が亡くなっていたのはショックだが、彼女の娘が立派に生きているとわかってうれしかった。

　しかし亜澄の話からして、どうやら大事な指輪を売って得た金もほとんど奪われたようだ。いまだに苦しんでいて、自分の人生を悲観していそうなこの子を救いたい。

「……君に見せたいものがある。俺の家に行ってもいいか？」

　ある思いが浮かび、静かに問いかける。彼女は覇気のない瞳を不思議そうに俺に向け、今日は従順にこくりとうなずいた。




　部屋に入ると、ひとまず彼女をリビングのソファに座らせ、俺は寝室に向かう。ベッドの脇にある小型の金庫を開け、黒いレザーのジュエリーボックスを取り出した。

　パライバトルマリンの指輪も含め、気に入った宝石はいくつかの箱に分散して大切に保管している。価値のあるものは資産にもなるからだ。そのうちのひとつ、円錐のような形の透明な裸石を閉じ込めた、ルースケースを手に取る。

　リビングに戻って亜澄の隣に腰を下ろし、そのケースを差し出した。魅惑の輝きを放つ石に彼女は目を丸くし、感嘆のため息を漏らす。

「わ……すごく綺麗！　これってダイヤ？」

「ああ、加工する前のルースだ。よく見ると、中にガーネットが入っている」

　表面の中心あたりに、ややピンクがかった紅い小さな石が内包されている。彼女はそれをすぐに見つけ、「あ、本当だ！」と声をあげた。

　ガーネットインクルージョンが入ったダイヤモンドは、意図的に探すのはとても難しく、十万個に一個の割合で偶然見つかる非常に珍しいもの。亜澄も目を輝かせていて、知識に乏しくても貴重だというのはわかるのだろう。

「ダイヤの中に別の宝石が交ざるなんてことがあるんですね」

「このガーネットはレアだが、どの宝石もだいたいインクルージョンという内包物を含んでいる。ダイヤの価値はインクルージョンや傷がどれだけ少ないかで決まるから、こういうもののクオリティは下がるんだ」

「下がっちゃうんですか？　珍しいのに」

　驚く彼女に、俺は笑みをこぼしてうなずいた。そして、なぜこれを見せたかったのかを説明する。

「このダイヤ、亜澄みたいだなと思って」

「……私？」

　キョトンとして小首をかしげる彼女からケースを受け取って、濁りのない輝きを見つめる。

「ダイヤモンドは地上で最も固い鉱物として有名だろ。なににもとらわれない、無敵の宝石に見える。でも中にはひびや空気が包まれているし、瞬間的な衝撃には弱いから割れる場合もある。完全無欠なものなんてない」

　亜澄も同じだ。彼女の内面には傷があって、寂しげに空洞があいている。だからこそ惹かれるし、愛しいし、ずっと守っていきたい。

「この石は市場での価値は下がるが、俺にとっては気に入っているもののひとつだ。不純物すら美しい。誰にも譲れない一点ものだ」

　ケースをテーブルに置き、今度は亜澄に真っすぐ視線を向ける。ダイヤのように綺麗な、唯一無二の特別な存在に。

「ひとつも欲のない人間はいない。本気で手に入れたいものは貪欲に欲しがっていいし、俺に与えられるものならなんだって捧げる。君は、満たされて幸せになるべき人なんだから」

　視線が絡み合う大きな瞳が、ゆらゆらと揺れる。やがてこぼれ落ちる涙も宝石の欠片かけらのように美しく、俺はひと粒ずつすくい上げるように指で拭った。

　肩の力を抜いて静かに泣く彼女は、小さな声で「ありがと……」とつぶやく。少しでも心が軽くなっただろうか。

　たまらず弱々しい体を抱き寄せ、壊れないようそっと包み込んだ。しばらくそうして彼女が泣きやんでから、額をくっつけるようにして問いかける。

「君は今、俺にどうしてほしい？　望みを言ってごらん」

「え……？」

「俺は、このまま君にキスしたい」

　ストレートにささやくと、亜澄は動揺をあらわにしつつも、涙で湿った頬を紅潮させていく。

　最初から感じていた通り、亜澄は自分では気づいていないのだろうが、おそらく愛に飢えている。父親を見てきたせいで、家族愛や男女の愛をまがいもののように思っているなら、その意識を変えさせたい。そして、俺を求めてほしい。

　熱視線を送り続ける俺に、彼女は恥ずかしそうにうろたえる。

「わ、私は……」

「言いにくいなら、カクテルで表してみようか。なにを頼みたい気分？」

　これなら素直に表せるのではないかと、軽い気持ちで聞いてみた。亜澄は少し逡巡してから、赤く染まった困り顔で俺を見上げる。

「……モーニング・グローリー・フィズ」

　意外にもロマンティックな選択をされ、胸の奥が熱く疼いた。

　そのカクテルに秘められた意味は、〝あなたと明日を迎えたい〟――つまり、朝まで俺といたいという意思表示。

　亜澄にとってはただ一緒にいたいだけなのかもしれないが、俺は彼女を愛している男だ。湧き上がるやましい欲求を抑えられそうにない。

　気がついたときには、絹糸のような長い髪をかき上げ、深いキスを仕掛けていた。彼女に俺への想いが少なからずあると信じ、それを探すように口内で舌を交わらせる。

　名残惜しげにつうっと糸を引いて唇を離すと、瞳をとろけさせた彼女が色っぽく息をついた。俺の手は、自然に彼女の体のラインを這う。

「キス以上のこと、するよ。健全じゃなくなっていいのか？」

「……はい」

　羞恥でいっぱいになりながらもうなずく様子に、理性は呆気なく散り、再び唇を奪って華奢な体をソファに沈めた。

　そのまま、彼女の不安や寂しさを溶かすように、あらゆる場所にじっくりと触れる。お互いに熱を上げ、骨抜き状態になるまで愛撫してから、彼女を抱き上げて寝室へ向かう。

　ようやく体をつなげると、背中がゾクリとするほどの甘い痺れが駆け巡った。俺の下でなまめかしく乱れる姿に、ただただ耽たん溺できする。

　潤んだ瞳、甘くあえぐ唇、透き通る白い肌――そこに、たったひとつだけ身につけられているネオンブルーの宝石。俺たちを結びつけてくれたようにも思えるそれが揺れるのを見下ろす。

「亜澄……好きだ」

　たまらずつぶやいた瞬間、快感で閉じられていた瞼がすっと開いた。〝信じられない〟とでも言いたげに俺を見つめる彼女に、乱れた呼吸をしながら想いを告げる。

「朝までこうしていても、きっと離れた瞬間に君が恋しくなる。なんでこんなにって、自分でも驚くぐらい、君が好きだ」

　思春期かと言いたくなるほどのハマりようだが、亜澄には心を強く刺激されるのだから致し方ない。そんな自分に、あきれた笑いがこぼれた。

　上体を屈め、唇や首筋にキスをしながら、何度も愛をささやく。しかし彼女は俺の腕をぎゅっと掴んで、小さく首を横に振る。

「そんなに、言わないで……私、どうしたら……」

　困ったように瞳を潤ませ、赤く火照った顔がとても扇情的だ。

　こんなふうに愛された経験がないからわからないんだろう。ただ受け入れてくれればいいのだが、彼女にとってはそれが難しいのだ。

　だからこそ、彼女が愛を信じて自ら俺を求めてくれるまで、熱心に想いを伝えなければいけない。

「やめられない。愛してるよ、亜澄」

　身も心も強引に揺さぶり続けると、彼女の声はさらに甘さを増し、抗えない快感の波にのまれていく。

　やがて夜が更けて、喉がカラカラになっても、俺は幾度となく愛の言葉を紡いだ。










【渦巻くブランデーフリップ】




　ふと目が覚め、隣にある綺麗な寝顔を視界に捉えた私は、反射的に毛布を頭までかぶった。

　昨夜の私はどうかしていた。父に会ったせいで母の命日以上に落ち込んで、茅瀬さんの優しさに甘えたりして。

　自分から夜を過ごしたいと申し出るなんて、これまでは考えられなかった。なのに、彼といると自分の奥底に眠る本心を引き出されて、もっと心が望むままに生きていいんだと思わせられる。それに……。

『亜澄……好きだ』

　初めて男性から告白されて、素直にうれしかったと今は感じる。

　昨日は心身ともにいっぱいいっぱいの状態で、ひたすら甘い言葉をかけられると胸が苦しくて仕方なかった。

　でもそれは、決して嫌だったからじゃない。むしろ逆で、喜びが大きすぎたせいなんだ。愛される感覚が、あんなにも満たされるものだとは思わなかった。

　結局私は茅瀬さんの言った通り、本当は愛を欲しがっていたのだろう。

　まつ毛を伏せた無防備な彼を遠慮がちに眺めると、温かい気持ちがじんわりと染み出してくる。どうして私なんかを好きになってくれたんだろう。今も信じられない。

　こうしていると熱く抱き合った恥ずかしいシーンばかりが蘇ってくるので、それをかき消すように軽く頭を振る。喉も渇いたし、ちょっとキッチンをお借りしよう。

　彼を起こさないように、そっとベッドから抜け出そうとしたとき、サイドテーブルの上に出しっぱなしになっているジュエリーケースらしき箱に気づく。

　そういえば昨日、寝室からダイヤを持ってきたようだったし、この中にあるのも茅瀬さんのお気に入りの宝石なのかもしれない。

　だとしたら相当高価な品のはず。こんなふうに出しっぱなしにしていたら不用心じゃないかな。もし私が悪い女だったら持ち逃げされちゃうよ。これをしまう余裕もないほど、情事に夢中になっていた証のような気もするけれど。

　またもだえたくなりつつ、同時に『このダイヤ、亜澄みたいだなと思って』という彼の言葉を思い出す。

　あのガーネットが交ざったダイヤのように、不完全な私にも価値があると言ってくれたようで、本当にうれしかったし救われた。愛し愛されることはないと、自分で自分にかけてしまっていた呪いを解いてもらえたようだった。

　自然に口もとがほころび、改めて茅瀬さんに感謝する。私には、これからも彼が必要なのかもしれない。

　初めての気持ちを抱き、もう一度ジュエリーケースに視線を向けたときだ。クリアな小窓から覗く宝石の中のひとつが目に留まり、私の顔から笑みが消える。

　あれは、私がつけているものと同じ、ネオンブルーに輝く宝石――。

「え？　これ、なんで……？」

　思わずベッドから下りてそれを凝視し、戸惑いの声がこぼれた。母の形見のネックレスより少し小さめの、色はまったく同じ宝石がついた指輪がそこにある。デザインも母がつけていたものとよく似ている。

　生前、母が私にネックレスをくれたときに言っていた。『これは母さんの指輪と同じ石から作ったネックレスで、同じ色はほかにはない、とても貴重なものなの。絶対に手放さないでね』と。

　その言いつけを守って、今も肌身離さずつけている。父にも見つからないように気をつけていたし、おそらくそれは母も同じだっただろう。

　ところが彼女が亡くなった後に遺品を整理しても指輪は見あたらず、不思議に思っていたのだ。それがここにあるということは、茅瀬さんが買ったのだろうか。母だって誰にも譲る気はなかったはずなのに、どうして……まさか、お金に困って売ったの？

　真っ先に浮かんだ理由はそれだ。また知らないところで私は守られていたのかもしれないと思うと、やるせない気持ちになる。

　そして、茅瀬さんがダイヤと同じように大事に保有しているところからして、彼にとっても特別気に入ったものだとわかる。そう思い至った瞬間、ひとつの疑惑が降って湧く。

　彼が私に執着するのは、セットであるこのネックレスも手に入れたいからではないか、と。

　初めて抱き合ったとき、彼はネックレスを見て反応を示していたし、ひと晩限りだったはずの付き合いを引き延ばしたのも、これのためだと思えば納得がいく。

『本気で手に入れたいものは貪欲に欲しがっていい』

　そう言っていたほどだ、欲しいもののために私を手玉に取ることくらいたやすいだろう。いろんな女性と会っていたのも、もしかしたら商売のためなのかもしれない。彼も欲に駆られたら、父みたいにならないとも限らない。

　勝手な憶測だが、ありえなくはない可能性が浮上して、さっきまでときめいていた心臓がわずらわしい音に変化する。

　でも、私にくれた言葉が全部上辺だけのものだったとは思えないし、思いたくもない。彼の愛情は本物だって、信じたい――。

　素肌をさらしたまま、肌寒さも忘れて葛藤していたそのとき、ベッドのシーツがこすれる音がしてビクッと肩をすくめた。振り返ると、寝返りを打った茅瀬さんがゆっくりと目を開き、「亜澄……」とかすれた声で呼ぶ。

　私は咄とっ嗟さにベッドに戻り、ひとまずざわめく胸を落ち着かせる。彼は寝ぼけ眼で私を捉え、ふにゃりと笑った。

「おはよう」

「……おはよう、ございます」

　この間は朝の挨拶もしなかったから、なんだかむずがゆいし、眠そうな顔がかわいらしい。それだけで胸はキュンとするのに、疑惑が渦巻いて変な苦しさが交じり合う。

　暖かい布団の中に潜り込むと、茅瀬さんはこちらに手を伸ばして、あたり前のように私の頭をなでた。

「もう起きていたのか？　まだ早いだろ」

　ギクリとするも、宝石についてはまだ聞く勇気が出ず、あたり障りのない理由を口にする。

「あ……えっと、喉が渇いたから」

「ああそうか、昨夜はさんざん甘い声であえいだもんな」

「ちょっと！」

　いきなりこっぱずかしいことを言うものだから、思わずツッコんだ。

　赤面しているだろう顔でむくれる私に、彼はクスクスと笑う。そして私の背中を抱き寄せ、布団の中で素肌をぴたりと密着させた。

　……あったかい。茅瀬さんの匂いも、心臓の音も、すごく安心する。なんだか泣きたくなるくらい、優しさに包まれている感覚。

　こんなに私の心を溶かしてくれる彼を信じればいいのに、あと一歩のところでためらってしまう。往生際の悪い自分がもどかしくて、ぎゅっと瞼を閉じたそのとき。

「亜澄、俺と結婚して」

　耳を疑うような甘い言葉が聞こえ、私はすぐに目を開いた。

　結婚、って言ったの？　今……。

「え……っ!?」
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　裏返った声を漏らし、逞しい腕に包まれたまま見上げると、彼の真剣な眼差しと視線が絡み合う。

「俺は二日後に日本を発つ。離れる前に、どうしても伝えておきたくて」

　そうだった、しばらく会えなくなるんだ。昨日その話を聞いたときは少しほっとしていたのに、今は寂しさと不安でいっぱいになる。

　茅瀬さんは真剣さの中にわずかな憂いを帯びた表情で、存在を確かめるように私の頬に触れる。

「亜澄の境遇や弱さを知って、ますます守りたくなった。俺が幸せにしてやりたい」

　心までぎゅっと抱きしめられたみたいに、甘く切なく締めつけられた。こんなふうに言ってもらえるだけで、儚い幸せが降り積もっていく。

　でも、付き合ってすらいないのに急に夫婦になるだなんて、さすがにすぐには決断できない。

「そんな、結婚、なんて……まだ考えられません」

「君が俺を心から望んでくれたらでいい。そうでなければ意味がないから。どちらの答えを選ぶかも君の自由だ」

　戸惑う私に、彼は当然わかっているといった調子で言い、「ただ」とつけ加える。

「断られたとしても、俺は君を口説き続けるけどね」

　いたずらっぽく微笑まれ、私は困った顔を火照らせて身を縮めた。

　私に選択の自由を与えておきながら、茅瀬さんに結婚しない気はないらしい。どうあがいても結局丸め込まれそう。離れる前にプロポーズをして色濃い跡を残していくのも、やっぱりずるいやり方をする人だ。

　これらはすべて私を愛しているからだって信じていい……？

　私が貴重な宝石を持っていなくても、今と同じ言葉をくれたのだろうか。

　そんなふうに疑念が邪魔をしてきて、私は「考えておきます」とだけ言い彼の胸に顔をうずめた。




　それからというもの、仕事している間以外は茅瀬さんとのことがぐるぐると頭を巡っていて心ここにあらずな状態だった。

　プロポーズされてから二日が経つ今日も朝九時頃に目が覚めて、厚みのない布団に仰向けになったまま天井をぼうっと見つめるだけ。

　今日、茅瀬さんはフランスへ旅立つというのに、体は動かない。午前十一時半頃の便に乗ると聞いたけれど、私は昨日も今日も仕事だから……と自分に言い訳をして。

　これが今こん生じょうの別れってわけではないのだし、数カ月すればきっとまた会える。その頃にはいい加減なんらかの答えが出ているだろう。もしも海外へ行っている間に彼の気持ちが変わっていたら、そのときはなにもなかったことにすればいい。

　なんとなくネックレスの石を触りながら、彼と過ごした時間を夢のように感じて無性に虚しくなっていたとき、玄関のチャイムが鳴った。

　こんな早くに誰？　まさか、また父じゃないよね……？

　胸をざわめかせ、起き上がって玄関へ向かう。

　この家にインターホンなんてしゃれたものはついていないので、覗き穴から相手を確認する。警戒しつつ立っている人物を見た瞬間、私は目を丸くして勢いよくドアを開けた。

「颯ちゃん！」

「久しぶり、亜澄。お前、いい加減にスマホ持てよ。朝なら確実にいるだろうと思って来たけどさ」

　再会して早々文句をつけるも人懐っこい笑顔を浮かべるのは、双子の兄である颯吾だ。二卵性なので顔はうりふたつというわけではないが、目もとはよく似ていると言われる。ショートの髪の毛も、さらっとした直毛なのは同じ。

　数カ月ぶりに見た片割れの姿に、私は心から安堵して頬を緩めた。

「来てくれてありがとね。こっちに戻ってきたの？」

「そう。昨日戻ってきて、今日は休み」

「そっか、お疲れさま。上がって」

　颯ちゃんは地方で買ってきたというスイーツのお土産を渡してくれた。そして年季の入った部屋を見回し「相変わらずすごいとこに住んでんなぁ」と苦笑する。

　彼の社員寮は若干狭いけれどここより断然マシだ。同居は認められていないので別々に暮らしているが、『同居ＯＫだったらこっちに来ればいいのにな』と彼はたびたび口にしている。

　ふたり分のコーヒーを淹いれて、小さなこたつの上に置く。ひと息ついてから、私は表情を固くして、彼に言いたかった話をさっそく切り出す。

「颯ちゃん……ごめんね」

「ん？　なにが？」

「あいつ、お金欲しさに颯ちゃんのところに行ってたんでしょ？　私、全然気づかなくて……ごめん」

　私は肩を落とし、うつむきがちに謝った。父の話を出した途端、颯ちゃんは心配そうに眉をひそめる。

「まさか、ここにも来たのか？」

　正直にこくりとうなずいた後、見る見る険しい表情になる彼をなだめる。

「でも大丈夫。お金は渡さなかったし、たぶんもう簡単には接触してこないと思う。……ある人が、直接ガツンと言ってくれたから」

　茅瀬さんの姿が脳裏によぎるだけで、幾度となく胸が苦しくなる。

　二日前、彼は別れる前に弁護士を紹介してくれた。どうやら本当に知り合いがいるらしく『俺がいない間にまたなにかあったら、この人に連絡したらいい。親身になってくれるやつだから』と心強い助言をくれたのだ。

　颯ちゃんにも事の経緯を話して、弁護士の名刺を渡しておく。彼はそれに目を落とし、少し安心したようにため息をついた。

「そっか……俺こそごめん。亜澄のところには行かないって約束させる代わりにずっと金を渡してた。それじゃ根本的な解決にならないってわかってたのに」

「颯ちゃんなりに私を守ってくれてたんだよね。ありがとう」

　自分を責めてほしくなくて微笑みかけると、彼も眉を下げたまま笑みを返し、「今度なにかあったら相談してみるよ」と言った。

　ひと呼吸置き、ふたり同時にいい温度になったコーヒーに口をつける。私たちは頻繁にこういうタイミングが合うので、心地よさを感じて気持ちが和んだ。

「それにしても、俺以外にお前を助けてくれる人がいてよかったよ。彼氏？」

　ふいに何気ない調子で聞かれてギクリとする。

「あー、だったらそいつの家に転がり込んでるか」とひとりごちる彼に、私は意味なくカップを両手で包んでボソボソとつぶやく。

「彼氏では、ないけど……」

「けど？」

　探るような目で私の顔を覗き込んでくる兄。恥ずかしいしとってもいたたまれないので逃げようとするも、颯ちゃんは「どんな人かくらい教えろよ」と食い下がる。私に男っ気がないから興味津々なんだろう。

　だんだんかわし続けるのも面倒になってきたので、仕方なく白状することにした。

「……お金持ちの宝石商」

「うーわ、格差すごすぎ」

　率直なリアクションをして驚く彼に、私も苦笑を漏らした。

「ほんと、釣り合わないよ。振る舞いがすごく大人で、ずるいし、なんでもお見通しみたいな余裕かましてるけど……意外と内面は熱くて、こんな私でも受け入れてくれる、包容力のある人」

　茅瀬さんの仕草や表情をひとつずつ思い返しながらぽつぽつとあげていく。

　真面目に耳を傾けていた颯ちゃんは、だんだん口もとがニヤけてくる。

「ノロケかよ」

「颯ちゃんが言わせたんじゃん！」

　かあっと顔を熱くしてツッコむ私に、彼は楽しそうにケラケラと笑った。やっぱり言わなければよかったかも。

　少々後悔しつつ頬を膨らませていると、颯ちゃんがふと気づいたようにこたつの上に手を伸ばす。

「もしかしてこの名刺の人？」

「あー……うん、そう」

　そういえば、さっき弁護士の名刺を取り出したとき、一緒に茅瀬さんのものも出てきたんだった……と、歯切れの悪い返事をした。

　茅瀬さんからはたくさんのものを与えてもらえたけれど、形として残っているものはこの名刺だけ。なんとなく物寂しい気分になっていると、颯ちゃんは名刺を見つめて小首をかしげる。

「あれ？　宝石商の茅瀬、って……」

　なにかが引っかかったらしいので不思議に思い、私も首をひねる。

「なに？」

「いや、だいぶ昔だから間違ってるかもしれないけど、母さんが死ぬ前に指輪を売ったのが茅瀬って人だった気が」

　予想外の発言に、私は大きく目を見開いた。

　颯ちゃん、お母さんが指輪を売ったことも、その相手までも知っていたの!?

「な、なんで知ってるの……!?」

「たまたま店から出てきた母さんと鉢合わせして、俺だけに教えてくれたんだよ。少しでも生活の足しになればと思って売りにきたらしいけど『気を使わせるから亜澄には言わないで』って口止めされてた」

　そうだったとはつゆ知らず、私は瞬きも忘れていた。颯ちゃんは「内緒にしてたら今まで忘れてたわ」とあっけらかんと言う。

「そのときの宝石商、『これはとても貴重なものだから売らない方がいい』って最初は拒否したんだって。珍しい人だよな」

「えっ……」

　意外な事実を聞き、私は息をのんだ。

「でも母さんの意思は固くて、俺たちの事情を話して買い取ってもらったらしい。それが予想をはるかに超える金額だったから、彼の慈悲が上乗せされてるんじゃないかって母さんは感謝してたよ」

　優しい表情で語る颯ちゃんを見つめたまま、心の中ではくすぶっていた疑惑がたちまち消え始める。

　もし茅瀬さんが欲しいもののために人を利用するような男なら、拒否などせずにさっさと買い取っているだろう。彼ほどの人が査定をミスするはずがないだろうし、母の言う通り、私たち家族のためを思ってつけた特別な価格だったのかもしれない。

　今の話はおそらく真実だろう。彼は私たちにとって恩人じゃないか。

　私……勝手に疑って不安になって、本当にバカみたい。滑稽すぎるよ。彼はきっと、純粋に私を欲しがってくれていたのに……。

　深く後悔するとともに確かな愛を感じて、胸が強く締めつけられた。

「もし同じ人なら運命じゃん。見ず知らずの俺たち家族を少しでも助けようとしてくれる人なら、亜澄のことも大切にしてくれそうな気がする」

　颯ちゃんはなにか察したのかはわからないが、唇を結ぶ私に温かい声を投げかける。

　その言葉はすんなり心に浸透して、私は同意を表すようにこくりとうなずいた。




　颯ちゃんと近々また会う約束をして別れた私は、すぐさまタクシーを呼んで飛び乗った。向かう先は羽はね田だ空港。

　彼が発つ予定の午前十一時半まであと四十分しかない。間に合うかわからないけれど、とにかく行かなければと思った。日本を離れる前にもう一度会いたい。

　幸い道は混んでおらず、空港にはスムーズに着いた。でも、飛行機って何分前に乗っていなければいけないんだっけ？

　空港は広く、どこへ向かえばいいのかもよくわからない。案内を頼りに、とりあえず行けるところまで行こうと、とにかく走る。

　なんとか保安検査場の辺りまで来ると、見送りらしき人たちがいる。私が行けるのはここまでなのだろう。キョロキョロと周囲を見回し、焦燥に駆られながら彼の姿を探す。

　次はいつ会えるかわからないし、連絡も取りづらい。自分の気持ちをなにも伝えていない私なんかを、彼がずっと想っていてくれる保証もない。だから今、私たちの関係を変えられたら――。

　彼と似た背格好の男性を見つけて「茅瀬さん!?」と声をかけたものの、まったくの別人ですぐさま謝った。何度かそんなふうにしているうちに、時間は刻々と過ぎていく。

　……やがて、腕時計の針は無情にも十一時半を指した。無理だとわかっているのにあきらめられず、行き交う人々の顔をしばらく眺めていたが、当然ながら彼は見つけられなかった。

　ドラマのように感動的な再会はできないんだなと、現実がのしかかって気持ちが萎しぼんでいく。

　肩を落としてターミナルをとぼとぼと歩いていると、開放感のある窓から飛行機が飛び立っていくのが見えた。

「茅瀬さん……」

　ぽつりとつぶやくとともに、じわっと涙が込み上げた。

　なりふりかまわずなにかを求めたのはいつぶりだろう。もしかしたら、父に愛されたいと願った子どもの頃以来かもしれない。

　今回も望みは叶わなかったな。二度と会えないわけじゃないけれど、今、どうしても会いたかった。

　ようやく自覚した。離れた瞬間に恋しくなるくらい、私もあなたが好きだって――。




　茅瀬さんが日本を離れて約一週間、私は心許ない日々を過ごしている。

　その間、家の電話から彼に連絡してみようかと考え、国際電話のかけ方を同僚たちに聞いたりした。

　しかしフランスとの時差を調べると、ちょうど私が家にいて起きている時間帯が向こうは夜中らしい。重要な案件を抱えていて忙しいであろう彼は、いったいいつ時間が空いているのかもわからないし、安易にかけるのはためらわれる。

　茅瀬さんにも家電の番号は教えてあるが、向こうから私に連絡が来ることはあまり期待していない。あの人は、私が自ら彼を欲しがらなければ意味がないと思っている。策士な性格を鑑みれば、あえて連絡をしないで私の気持ちが自分の方へ転がるのを待つんじゃないだろうか。

　そんなふうに悶々としているのだが、また別の問題も出てきて、電話をかける余裕がないのが正直なところでもある。

　つい先日、このアパートが老朽化のため取り壊しが決まったと知らされた。急いで新たな住まいを探さなければならず、昼間は不動産屋へ通っているのだ。心身ともに疲れるが、忙しい方が彼のことばかり考えなくていいかもしれない。

　急に慌ただしくなった日々の最中、フランスでセザール賞の授賞式が行われたとのニュースが報じられた。テレビに華やかなドレス姿で登場する女優たちが映ると、きらびやかなネックレスやイヤリングなどの宝石がどうしても目につく。

　あの中の誰かが、茅瀬さんの選んだジュエリーを身につけている。その人は彼に会えたんだ……。そう思うと、足もとどころか半径百メートルにも及ばない彼女たちに嫉妬してしまう愚かな自分がいた。

　ところが、セザール賞のニュースを見た翌日。昼前に起きてやっとクリアになってきた私の思考を再び止める、目を疑うような文言がテレビに流れている。

〝パリで自爆テロが発生、死傷者は数十名。セザール賞授賞式が行われた直後、会場の近くで爆発〟

「テロ……!?」

　思わず声をあげ、口もとに手をあてる。耳に入ってくるのは、『日本人も数名が負傷しているとの情報です』と、冷静に語るアナウンサーの声。

　授賞式会場の近くって……まさか、茅瀬さんは巻き込まれていないよね？　ジュエリーを提供しただけで、その場にはいなかったよね……？

　居ても立ってもいられず、これまで躊躇し続けてきた電話に手を伸ばす。向こうは何時だろうかと考えている余裕はない。名刺を見ながら震える指で番号を押し、ドクドクと鳴る心臓をなだめる。

　コール音がやみ、一瞬息をのんだものの、聞こえてきたのはまったく意味がわからない外国語だった。

　これはフランス語？　ずっと同じような言葉を機械的に繰り返しているところからすると、つながらないと知らせるアナウンスだろうか。茅瀬さんが出そうな気配は一向にない。

「嘘……」

　受話器を持ったまま、私はその場にズルズルと座り込んだ。不安が胸いっぱいに渦巻いて、無性に怖くなって涙が込み上げる。

　……ダメだよ、変なふうに考えちゃ。きっとスマホの調子が悪くなったとか、単に電源が入っていないとか、それだけのことよ。テロに巻き込まれるなんて確率の低い事態が、彼の身に起こるわけがない。

　思考が悪い方にばかりいってしまう頭を振り、ひとつ深呼吸をしてざわつく心をなんとか落ち着かせる。時間を置いてまたかけてみようと思い直し、ひとまず気持ちを切り替えるためにお風呂場へ向かった。




　しかしそれから一週間、一カ月が経っても、彼に電話がつながることはなかった。










【これ以上はない、ＸＹＺ】




　茅瀬さんと連絡が取れなくなって、もうすぐ三カ月が経つ。ひとりで過ごしたこの期間は、白く染まる街も、ピンクの花びらが舞う並木道も、どこか色あせて見えた。

　その季節も過ぎ、五月中旬の今は、ゴールデンウィークはどこでなにをしてきたかという話を常連のお客様からよく聞く。笑って会話に付き合ってはいるが、私の心にはぽっかりと穴があいた状態のままだ。

　私はあれから、以前ほど古くはないが家賃の安いアパートに引っ越した。前よりは職場に近く少し通勤がラクになったくらいで、シンプルライフは続いている。

　引っ越したおかげで、父とは完全に会わなくなった。兄のもとへはやはり一度訪れたようだが、例の弁護士に相談して毅然と対処できたそう。

　ようやく毒親から解放されそうだと、私たちは気持ちを強く持てるようになった。生活は同じでも、私自身の内面は少しずつ変わってきていると思う。

　……彼は今、どこでなにをしているんだろう。

　自爆テロがあってから逐一ニュースを確認して、日本人で死者はひとりもいなかったという情報は確認できた。それについては心底安堵したものの、連絡が取れないのはやはり不安と寂しさが募るばかり。

　まだ海外にいるのか、それとも、すでに帰国しているのに私に会いにこないだけか。どちらにせよ今の私は、愛を望まない以前の自分には戻れなくなっていた。

　今日もシェイカーを振りながら、入店してくるお客様の姿を確認しては内心落胆する。そんな私に、久々にやって来た友香さんがだるそうにカウンター席に腰掛け、ものすごく低いテンションでオーダーする。

「ねえ、失恋にぴったりなカクテルをちょうだい……」

　驚きのひと言に、私は目をしばたたかせて聞き返す。

「友香さん……失恋したんですか？　例の高嶺の花の人に」

　ということは、お相手は茅瀬さんではなかったんだよね……？と考えていると、彼女はバッと顔を上げて「聞いてよ！」と身を乗り出してくる。

「あの後ね、あなたに教えてもらったカクテルのおかげもあって、なんと恋人になれたのよ。でもあの人、ちょっとマザコン気味で」

「え」

「私が料理を作ったとき、『お母さんは出汁から取ってたな』って言われて嫌な予感はしてたの。それが見事的中して……。『今でもお母さんとデートするよ』ってうれしそうにしてるし、『お母さんのためなら死ねる』ってマジな目して言うのよ。引くわよね」

「へ、へえ……」

　一気に吐き出された友香さんの話を聞き、私は口の端を引きつらせた。

　ハイスペックイケメンが一番好きなのはお母さんだったと知ったら、たしかにショックだろうな。

「だからお別れしたの。それさえなければ完璧な人だったのに～」

　カウンターに突っ伏しそうな勢いで、おいおいと泣きマネをする友香さんだが、本当にショックだったんだろう。付き合ってみなければわからない本性もあるんだなと、私は心にメモしておいた。

　そんな彼女の心情に寄り添うカクテルが思い浮かび、「じゃあ、作らせていただいてもいいですか？」と声をかける。

　了承を得てから、材料を入れてシェイクし、カクテルグラスに不透明な黄色の液体を注いだ。

「どうぞ。ブランデーフリップです」

「ありがとう。どんなカクテルなの？」

「ブランデーをベースに、砂糖と卵黄を加えてアレンジしたものです。カクテル言葉は、〝あなたを想う切なさ〟」

　これが真っ先に浮かんだのは、私の心情にも合っているせいかもしれない。

　友香さんは憂いを帯びた笑みをこぼし、「いいわね。いただくわ」と言ってグラスを受け取った。

　ひと口味わって気に入ってもらえたらしく、彼女は少し明るさを取り戻している。とはいえ出てくるのは彼との思い出話ばかり。ときどき瞳を潤ませていて、本気で好きだったんだなと伝わってくる。

「……心底望んだものが手に入らないって、やっぱりつらいですよね」

　自分と重ね合わせてグラスを拭きながら言うと、友香さんは意外そうにキョトンとする。

「あら、あなたにも必死になるくらい欲しいものが見つかったの？」

「……はい。今は難しそうですが」

　正直に答えて苦笑する私に、彼女は達観したような穏やかな笑みを向けてうなずいた。すごくざっくりとしか言っていないのに、ある程度察したらしい。

「そっか。そういうときはほかのことで紛らわすしかないわね。私は、失恋したときはアクセサリーを新調するの。久々に茅瀬さんに連絡取ってみようかしら」

　不意打ちで彼の名前が飛び出し、危うくグラスを落としそうになった。ドキッとしたことは悟られないよう平静を装う。

「私、友香さんが好きなのは茅瀬さんかと思っていました」

　勘違いしていた自分にちょっぴり笑うと、友香さんもぷっと噴き出し、手を振って〝ないない〟とジェスチャーする。

「それはないわ。私はただの客だもの」

「親しそうだったので、つい」

「一番の目あては宝石よ。茅瀬さんは、それを心地よく買うために最上級のサービスをしてくれる人。宝石も彼自身も美しいから、現実を忘れさせてもらいたくて甘えちゃうところはあるけどね」

　彼女は何気なく右手を広げて小指に輝くピンキーリングを見つめ、うっとりとした笑みを浮かべる。

「彼は絶対客に手を出さない主義だし、あの人がここへ連れてくる女性は皆それをわかってる。ただ日頃の愚痴を聞いてもらって、綺麗な宝石を手に入れて満足したいだけなのよ」

　友香さんの話を聞き、一夜限りの相手だの、茅瀬さんが己のために利用しているだのと、短絡的な考えしかできなかった自分が恥ずかしくなった。

　茅瀬さんがここへ様々な女性たちを連れてきていたのは商売の一環で、決してひとりよがりなわけでもなく、お客様に寄り添っていたのだ。高い商品を購入してもらうのだから、一人ひとりに対して密なサービスを行うのは当然とも言える。

　バーテンダーの仕事と似ている部分もあるかもしれない。私もお客様が心地いいひとときを過ごせるように、お酒を提供して話にも付き合うから。バーに来る人も、茅瀬さんのもとを訪れる人も、非現実的な楽しみを求めて足繁く通うのだ。

　彼の誠実さが少しわかっただけでも心が軽くなったように感じ、私は自然な笑みをこぼして、しばらく彼女とのおしゃべりを楽しんでいた。




　数日後、私は休みにもかかわらずバーに来ていた。ここは基本無休でシフト制の勤務なのだが、今日はバーテンダーではなく客として、カウンター席の一番端に座っている。

　私たちスタッフが休みの日に来店した際、カクテルは無償で楽しめる。それも勉強の一環というオーナーのありがたい考えのおかげだ。といっても、せっかくならほかの店へ行きたいという人が多いので、客として利用する人はほとんどいないけれど。

　友香さんと話してから久々にお客様の立場を味わってみたくなり、なんとなくやって来たのだ。

　いつも家まで送ってくれている先輩と、ときどき話をしつつカクテルを味わう。彼は驚いていたが、私が客になっている構図が新鮮でおもしろいらしい。『試作してるやつがあるから飲んでみて』と言って、ブルーキュラソーを使った澄んだ海のような色のカクテルを出してくれた。

　私のネックレスによく似た色で、否応なしに恋い焦がれる彼の姿が蘇る。

　ここに来たのは、もしかしたら今日こそ茅瀬さんが来るかもしれない、という淡い期待も交じっているのが本音だったりする。なんの確証もない再会を毎日こんなふうに待っていたって、つらくなるだけなのに。

　……顔が見たい。声が聞きたい。私をその目に映して微笑んで、熱い手で触れてほしい。

　もう抑えきれないくらいに欲求が膨らんでいる。重症だ。でも、今日くらいこの切なさに酔ってしまってもいいだろう。

　鮮やかなブルーのカクテルを飲み干した後、次にブランデーフリップを頼んだ。このオーダーを聞いた先輩は、少々いたずらっぽい目をして私の顔を覗き込んでくる。

「つじもっちゃん、失恋したの？　ブランデーフリップ頼むなんて」

「……そういうわけでは」

　目を逸らして苦笑交じりに答えた。先輩も知識が豊富な人だから、頼んだカクテルで心境をあてられるのはちょっと気まずい。

　しかし、ほろ酔い気分のおかげで口が軽くなる。

「ただ、会いたいのに会えない人がいるから、寂しいだけです」

　素直な心の内を吐露した、そのとき。

「頼む必要ないよ」

　心の奥を刺激するような声が頭上から聞こえ、一瞬すべての音が消えた。

　そちらを反射的に振り仰ぎ、大きく目を見開く。

「今、会えただろ？」

　そう言って微笑むのは、たまらなく恋しかった人。洗練されたスーツ姿、少し伸びた黒髪、ブラック・ベルベット色の瞳――全部が愛しい彼が目の前にいる。

　帰ってきてくれた……私のところに。

　茅瀬さんを見た瞬間、湧き水みたいに急激に涙が込み上げてきて、両手で顔を覆って泣いた。言いたいことがたくさんあったのに全部吹っ飛んでしまって、ただただ想いが涙になってあふれる。

　名前すら呼べず嗚咽しか漏らせない私を、彼は笑って抱きしめた。

「待っていてくれたんだな。ありがとう」と、心底うれしそうにささやいて。

　しばし抱き合った後、自分たちが周りに注目されているのに気づいて我に返った。いくら端の席とはいえ、熱い抱擁をしていたら目立つ。私は号泣しているし。

　同僚たちにも当然見られていて、先輩は「ソファ席空いてますよー」とニヤニヤしながら促す。茅瀬さんは飄々として「じゃあ、お言葉に甘えて」と言い、火傷しそうなくらい顔を熱くしている私を立たせた。

　カーテンがついていてふたりきりになれるソファ席に移動し、涙も収まったところでやっと落ち着いて話ができるようになった。

　茅瀬さんは愛おしそうに私の髪をなでる。

「そんなに泣いてくれるとは思わなかった」

「だって……全然連絡取れないし、テロに巻き込まれたのかもってすごく心配で」

「ああ、そうなんだよ。巻き込まれた」

　苦笑する彼に、私はギョッとして前のめりになる。

「ケガは!?」

「それはたいしたことなかったけど、パニックに陥った人たちにもみくちゃにされて、スマホを落として踏まれて、完全に壊された」

　それで連絡が取れなくなったのか。納得しつつ、大きなケガがなくて本当によかったと胸をなで下ろし、体勢をもとに戻した。

「騒動が落ち着いて、やっと新しいスマホに変えられたから君の声を聞こうと思ったのに、家にかけたらつながらなくなってるし」

「あっ……ごめんなさい。あのアパート、取り壊しが決まって引っ越したんです」

　茅瀬さんも私に電話をかけてくれていたんだとうれしくなるも、連絡先が変わったのは私も同じだったので謝った。彼も納得した様子でうなずく。

「そうか、亜澄も大変だったんだな。よかった、避けられているわけじゃなくて」

　避けるだなんてとんでもない。まったくの逆だ。離れている時間は、彼への恋情を募らせるには十分すぎた。

「……会いたかった」

　ぽつりとつぶやくと、彼の表情がすっと真面目なものに変わる。

「空港まで追いかけても会えなくて、電話しても声すら聞けなくて、ずっとずっと寂しかった。離れてから欲しいものがいっぱい出てきて、自分がダメな人間になるんじゃないかってくらい、どうしようもないくらい……好きなんだって、わかりました」

　正直な心の声が次々とこぼれて、再び涙が滲む。

「私、茅瀬さんが欲しい」

　初めて自分からおねだりをした。潤んだ視界に、わずかに切なさが交ざった情熱的な表情の彼が映り、強く抱き寄せられる。

「その言葉が聞きたかった」

　感情のこもった声が耳もとで響き、私は彼の広い背中に手を回してしっかりと抱きしめ返した。自分の望みを受け止めてもらえるのが、こんなに満たされるものだったなんて。

　温かい気持ちでいっぱいになる私に、茅瀬さんは少し体を離し、ややシリアスな表情になる。

「今回みたいなトラブルは、実は初めてじゃないんだ。向こうで災害に遭って帰れなくなったときもあるし、高価なものを持っているせいで事件に巻き込まれそうになったこともある」

　穏やかではない話に、私の表情が一気にこわばる。しかし彼の冷静さは変わらない。

「でも、それはどこにいたって同じだ。日本にいても、いつなにがあるかわからない。だからこそ、限られた人生を一分でも一秒でも長く君といたい」

　力強い声で真っすぐな想いを告げられ、胸がきゅうっと心地よく締めつけられた。茅瀬さんがプロポーズを急いだ理由のひとつは、こんなに真摯なものだったんだ。

　すると彼はバッグに手を伸ばして中からなにかを取り出す。白いベルベットの小さなケースで、慎重に蓋が開けられる。

　中から輝く海のような宝石が顔を覗かせ、あまりの綺麗さに私は息をのんだ。

　一瞬、母の指輪かと思ったそれは、色の違いはほとんどわからないがリングのデザインが違う。母のものはストレートだったが、こちらは優美なＳ字ラインだ。

「これ……」

「君のネックレスと同じ、パライバトルマリンの原石を買いつけて指輪にしてきた。君のお母さんも持っていただろ」

　さらっと口にするけれど、パライバトルマリンというのはとても貴重で高価なのだろうし、私にとっては母との大切な思い出の石。それをプレゼントされるなんて、胸がいっぱいで言葉にならない。

　彼の計らいに感動し、涙をためてうなずくことしかできない。彼はそんな私の左手を取り、薬指にリングをすべらせる。

　サイズぴったりに収まった指輪からお互いに目線を上げ、視線を見えない糸にして結び合う。

「俺と結婚してくれるか？」

「……喜んで」

　二度目のプロポーズには、ためらいなく笑顔で応えた。

　茅瀬さんの表情がふわっとほころび、待ち侘びたかのように唇を奪う。久しぶりの濃密な口づけは、これまでで一番甘美に感じた。

　キスの合間に、おでこをくっつけたまま彼がねだる。

「引っ越したばかりで悪いけど、俺のところにおいで」

「はい」

「あと、そろそろ名前で呼んでほしいな」

「あ……。わ、渉、さん？」

　慣れなくてたどたどしく呼ぶと、彼は「そのぎこちなさもかわいい」と微笑み、私を甘やかすようにキスを再開した。

　渉さん、大好き。そう心の中で何度も繰り返し告げるたび、愛しさが膨れ上がって、もっと、もっとと欲しくなる。

　人を好きになると、自然に貪欲になるらしい。彼を無条件で信じられる今、今度は私が、あなたが望むものを与えられる人になりたい。

　ひとしきりキスを堪能した後、私たちは同じカクテルをオーダーした。

　逆三角形のグラスの中で、透明感のある白色の水面が揺れる。これ以上ないことを意味する、アルファベットの最後の三文字〝ＸＹＺ〟がその名称だ。

　このカクテルの言葉は、〝永遠にあなたのもの〟――。

　情熱も、優しさも、これから先の長い未来も、すべて捧げ合うと誓うように、私たちは乾杯をしてグラスに口をつけた。




＊　＊　＊




　一カ月後、私たちは入籍して夫婦になった。

『君に逃げられたら困るから』などと言う渉さんにさっさとサインをさせられたおかげで、あっという間のスピード結婚となったのだ。心配しなくても、こんなに彼を好きな状態で逃げ出すわけがないというのに。

　結婚するとなると、やはり昼夜逆転する生活でのすれ違いをなくしたい。そのためには転職するしかないが、バーテンダーの仕事は辞めたくなくて悩んでいた。

　そんな私に渉さんが提案してくれたのは、同じビル内のカフェレストラン。最近、昼間からノンアルコールカクテルを豊富に提供し始め、ちょうどランチどきに働けるバーテンダーを探していたという。こんなにいい条件はないのですぐに飛びついた。

　働き始めて早くも一カ月が経つ。最初は慣れ親しんだ仲間と別れた寂しさと、新しい環境での戸惑いもあったが、だいぶ順応してきた。

　今日もお客様に最高の一杯を提供するべく、夏の日差しがまぶしいカウンターの中に立っている。

「お待たせいたしました、カシスソーダです。カクテル言葉は〝あなたは魅力的〟」

　オーダーをした二十歳くらいの女性を見つめ、笑顔でグラスを差し出すと、彼女はなぜかうっすら頬を染めて恥ずかしそうにしながら受け取った。

　彼女が席に戻っていった直後、やり取りを見ていたらしい女性チーフが私にすっと体を寄せる。面倒見もノリもいい三十代のお姉さんだ。

「ねえ、亜澄ちゃんって女性に告白されたことあるでしょ。カクテル渡されたお客さん、皆〝ぽっ〟てなってるもん。〝ぽっ〟て」

　確信した調子でささやかれ、私は苦笑して「ないとは言えませんね」と返した。カクテル言葉を添えるのはここへ来てなんとなく始めたのだけれど、楽しんでくれていたらいいなとは思う。

　それより聞きたいことがあったと思い出し、アイドルタイムにチーフと休憩室に入ったとき、買って間もない自分のスマホを取り出して見せる。

「あの、メッセージが来てたみたいなんですけど通知を消しちゃって。どうすればいいんですか？」

「亜澄ちゃん……たまに年配の方と話してるような気分になるよ」

　チーフは機械音痴な私にあきれつつもきちんと教えてくれる。それにならって操作すると、今また海外へ行っている渉さんからのメッセージが映し出された。

「あっ、ありました。よかった、ありがとうございます」

「旦那さんから？　いいな～新婚さんは」

　ニヤけていた彼女は、スマホの画面を二度見して固まる。

【早く亜澄に会いたい】

　表示されているそのひと言に、「旦那もイケメンかよ！」と声をあげて天を仰いだ。

　渉さんは結婚してもこんな調子で、甘い言葉を惜しみなくたっぷりくれる。離れている時間は不安もあるけれど、こうやってラクに連絡が取れるスマホのありがたみを初めて実感しているところだ。




　その日の晩、二週間ぶりに無事帰宅した渉さんを逸る気持ちで「おかえりなさい！」と出迎えると、玄関で靴を脱いでもいない彼に抱きしめられた。

　彼の匂いも感触も安心して、会えなかった寂しさが見る見る埋められていく。しかし、しばらくキスを交わしても渉さんの欲求は止まらないらしい。

「これだけじゃ足りない……夕飯より亜澄を食べたい」

「まだダメ」

　服の隙間から背中に手を忍ばせる旦那様に待ったをかけると、綺麗な顔が不満気にゆがんだので思わず笑った。

　渉さんは「まあ、まず土産を渡すか」と渋々了承してリビングに上がる。

　そうしてスーツケースの中から取り出されたのは、海外でしか手に入らないリキュールの数々。私が頼んでおいたのだが、それ以外にもいくつか買ってきてくれた。

「うれしい～、ありがとうございます！　これで作るカクテル、楽しみだなぁ」

「もうひとつ、君にあげたいものがある」

　リキュールに夢中になっていると、渉さんは私の手を引いてなぜか寝室へ連れていく。なんだろう？と挙動不審になる私を姿見の前に立たせると、背後から頭の上になにかをつけ始めた。

　それは繊細ながら圧巻の輝きを放つ、小花と小枝をモチーフにしたエレガントなティアラ。あまりの美しさと驚きで、私は声を失う。

「パライバトルマリンのネックレスに合うように、ティアラに敷きつめたのはシンプルなダイヤにした。結婚式でぜひつけてほしくて」

　満足気に微笑む渉さんの言葉で、入籍した直後の彼との会話を思い出す。

　結婚式はどうするかという話になり、私は自分の望みに正直になって『したい』と答えた。前の自分だったら結婚式なんて毛頭する気はなかったのに、渉さんと一緒になって考えが変わってきたのだ。

　ティアラのまばゆい光から渉さんに目線を移し、照れ笑いを浮かべる。

「結婚式をしたくなったのはね、渉さんに一番綺麗な自分を見てほしいなって思ったからなの」

　素直に打ち明けると、彼の目がわずかに見開かれる。
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　こんなに高価で素敵なものが似合っているのか自信はないけれど、予想外のプレゼントも、人生にたくさんの明るい希望を持たせてくれたことも感謝でいっぱいだ。私はうれしさの隠せない笑顔で、「ありがとう」とお礼を言った。

　直後、ティアラが取られたかと思うと突然抱きかかえられ、そのままベッドに寝かされた。覆いかぶさる渉さんはあっという間に獣の瞳に変わっていて、あらゆる場所に舌を這わせ始める。

「ひゃっ、待って……！」

「やっぱり無理だ。どんどんかわいくなる君を愛さずにいられない」

　手と手を絡めた渉さんは、とびきり甘い微笑みを向けた。

　彼の官能的な表情や声色は、どれだけ度数の高いアルコールよりも私を酔わせる。

　愛に満ちた日々がこれからも続くように願って、私たちは幸福の海に溺れていった。
















特別書き下ろし番外編










【あなたを想うカウボーイ】




　入籍から二カ月後、夏真っ盛りの八月中旬。

　夏はやはり、さっぱりとした炭酸やフルーツ系のカクテルが人気だ。今も、グレープフルーツとクランベリージュースですっきりとした味わいのノンアルコールカクテルをオーダーされた。

「お待たせいたしました、バージンブリーズです。カクテル言葉は〝心地よくして〟」

　品よく微笑んで赤みがかったピンク色のカクテルを差し出すと、女性客がドキッとしたような表情を見せた。

　チーフは「また女の子ときめかせちゃって～」とニヤニヤしているけれど、私はいたって普通に接客しているだけだ。

　こんな調子で相変わらずバーメイドとして働いているが、最近気になったことがある。お客様用のトイレを掃除していたとき、ドアに貼られた〝バーテンダー募集〟と書かれた紙が目に留まったのだ。

　一日の業務を終えて更衣室で着替え中、それについてチーフに何気なく話を振る。

「ディナータイムのバーテンダーも募集し始めたんですね」

「そうみたい。ひとり辞めちゃうんだってさ」

　チーフはエプロンをはずしながら私に微笑みかける。

「オーナーが『亜澄ちゃんが夜入ってくれたらいいのにな～』ってぼやいてたよ。お客さんに人気だし、さすが経験者なだけあって仕事っぷりも一目置かれてるから」

「そうなんですか？」

　自分がそんなふうに評価されているとは思わず、胸にうれしさが広がった。

　ディナータイムは昼間よりも提供するカクテルの種類が多いので、バーテンダーとしてはやりがいがある。決して今の仕事に不満があるわけではないが、ずっと本格的なカクテルを作ってきたからやっぱり惹かれてしまう。自分を必要としてくれているならなおさら。しかし……。

「だから『無理言っちゃダメですよ』って言っておいた。結婚するから前のバーを辞めてこっちに来たっていうのに、夜働かせちゃったら一緒だもんね」

　気遣ってくれたチーフの言葉で、一瞬浮かれた気持ちが落ち着いていく。

　そうだよ、私は渉さんとのすれ違いをなくすために夜間の仕事を辞めたんじゃない。肝心なことを忘れてどうする。

　ちょっぴり残念に思う気持ちをかき消して、バッグの中を探る。スマホを取り出して見ると、渉さんから【旅行の準備は万端？】というメッセージが届いていた。

　実は今、彼はマレーシアに出張に行っていて、私も明日そちらへ発つ予定なのだ。本当は一緒に行ければよかったのだが、お互い都合が合わなかったので彼だけ先に行き、後から合流することにした。

　日本ではなかなか味わえない、スパイスを加えたマレーシア独特のカクテルを求めて行くのが目的なのだが、彼との海外旅行もとても楽しみなので、ワクワクして自然に笑みがこぼれる。

　旅行に行くのなんて、大人になってからは初めて。海外はおろか、国内すら旅した経験はほとんどない。

　渉さんと一緒になってから、私の生活は激変している。それがいいのかどうなのかは、正直わからないが。

　昼間に働くようになったし、これまでスマホには興味がなかったのに、今ではこまめにチェックするのが習慣になっている。渉さんに釣り合う女性になりたくて、洋服やコスメにお金を使うようにもなった。生きていくのに必要最低限のもの以外はいらなかったのに。

　こうして彼中心の生活になっていくのが、ふと心配になるときがある。彼に依存して自分を見失ってしまわないかと、ほんの少し怖くなるのだ。

　とはいえ、もちろん彼のことは大好きだし、ずっと一緒にいたい。良好な夫婦関係を続けていくためにも、今の状態はベストだろう。

　渉さんを好きになりすぎて、どんどん変わっていく自分に戸惑ってこんなふうに考えちゃうのよね。贅沢な悩みなのかもしれない。

　スマホを見つめたまま物思いに耽ふけっていると、帰り支度を終えたチーフが話しかけてくる。

「亜澄ちゃん、明日から連休だったよね。どこか行ったりするの？」

「はい。ちょっとマレーシアに」

「まっ、マレーシア!?　そんな〝ちょっとそこまで〟みたいなテンションで言わないでよ！」

　目を丸くして「ほんとクールなんだから」と驚いている彼女に笑いがこぼれる。スタッフの中で一番気の合う彼女と、お土産はなにがいいかなどと話しながら職場を後にした。




　翌日、羽田空港から朝一の便に乗り、クアラルンプール国際空港へと向かった。約七時間のフライトを終え、到着したのは現地時刻で午後二時半。

　到着ロビーで待っていてくれた渉さんの姿を見つけた瞬間、笑みが広がって肩の力が抜けた。無事合流できた安心感はすさまじい。

「飛行機、めちゃくちゃ緊張した……」

　深く息を吐き出すと、渉さんは大きな手で私の頭をポンと撫で、「よくできました」と微笑んだ。

「やっぱり一緒に来たかったな。ちゃんと来られるか、俺も気が気じゃなかった」

　渉さんも心配していたらしく、安堵しているのがわかる。私の大きな荷物を持ってくれる彼としっかり手をつなぎ、歩きながらフライトでの出来事を話す。

「私もすごく不安だったし緊張もしたんだけど、隣の座席だった女の人がとってもいい人で。ずっとおしゃべりしてたから楽しかったです」

　渉さんが予約してくれていたファーストクラスの席で、たまたま隣だった女性と仲よくなれたのだ。

　天あま澤さわさんという彼女は二十六歳で、羽田空港で運航管理の仕事をしているのだそう。顔も性格もとてもかわいらしい人で、気さくに話しかけてくれたおかげで心細い空の旅が一気に楽しくなった。

　到着ロビーに来るまでのいろいろな手続きも、彼女と一緒だったから難なく終えられて本当に助かった。事前に渉さんから詳しく教えてもらっていたものの、やっぱりひとりでは不安だったから。

「なんと機長が彼女の旦那様で、誕生日のお祝いのアナウンスをしてくれてたんですよ！　最高に素敵だったな」

　流暢な英語で奥様への特別な言葉を贈っていた彼は、姿こそ見ていないが絶対に外見も中身もイケメンだと思う。

　貴重な体験を思い返してうっとりしていると、渉さんがやや不満げに私の顔を覗き込んでいるのに気づく。

「亜澄、目がハートになってない？」

　ああ、これはおそらく嫉妬だと、すぐに察してキュンとした。ふふっと笑いをこぼして首を横に振る。

「なってませんよ。だって、私が好きなのは……」

　そこまでで、急に恥ずかしくなって喉がしまり押し黙ってしまった。渉さんは不敵に口角を上げて「言って。続き」と促してくる。絶対にわかっているのに。

「……好きなのは、渉さんだけだから」

　頬を火照らせてうつむき気味につぶやいた。いまだにこれだけで照れてしまうのはなんとかしたい。

　しかし、渉さんは満足げに微笑んでいた。

「よかった。俺も、こんなに恋焦がれるのは亜澄だけだよ」

　何倍も甘い言葉を返してくれる彼に、私は今日も恋をしている。




　渉さんは前日に『マレーシア国際宝飾展』という、アジア最大級の宝石展示会に参加していたらしい。宝石の買いつけもでき、希少価値の高いものをしっかり仕入れてきたようだった。

　彼の仕事はここまでで、残りの三日間は私とのプライベートな時間。

　一日目はクアラルンプールでほぼガイドブック通りの観光をして、二日目はそこから飛行機で一時間ほどのランカウイ島へ向かった。これは私のリクエストだ。

　日本人にはあまりメジャーではない場所をなぜ選んだのかというと、ここが免税の島で、私の目的であるお酒が安く手に入るから。マレーシアだと酒税がかなり高く、貧乏性の私からするともったいなくて。

　そして、ここへ来たかった理由はもうひとつある。

　海に面したリゾートホテルに昼間からチェックインし、コロニアルスタイルの綺麗な客室に入った。私は清潔感のある大きなベッドに腰掛け、バッグの中からスマホを取り出す。

「この島にいる間、スマホは電源を切っていっさい見ないことにします。そういうものに縛られない生活を最近送れなくなっていたから」

　なんとなく宣言して電源を切った。一日だけでも余計なものに気を取られずに過ごせたら、最近どことなく感じている不安感もリセットできるかもしれない。

　ここは観光スポットもそれほど多くなく賑やかではないので、のんびりするのに適している。なにも気にせず、なにをするでもなくただビーチを眺めて過ごす、極上の時間を味わいたかったのだ。

　渉さんもふっと口もとを緩めて、自分のスマホを手に取る。

「いいね、俺もそうしよう」

「でも、渉さんは仕事の連絡が入ったりするんじゃ……」

「緊急の連絡は滅多に来ないから大丈夫。皆、俺が休みだって知っているし」

　少々心配する私をよそに、彼はためらわずに電源を切って私の隣に腰を下ろした。

「時間を気にしないのも最高の贅沢だよな。腹が減ったら食べて、眠くなったら寝て……抱きたいときに抱く」

　急に彼の声色と瞳に色気が増し、髪に触れられて心臓がドキリと音を立てる。

「退廃的に過ごしながらするセックスも、俺は好きだ」

　子宮の奥が疼くような声が耳に届くとともに、唇を奪われ、ベッドに倒された。さっそくするのかと、私の体が高揚し始める。

「もう？」

「亜澄といると俺はおかしくなるのかも。いくら抱いてもすぐに欲しくなるんだよ」

　私の太ももを悩ましげな手つきで撫でながら、彼は色っぽい苦笑を漏らす。

「依存症かな。亜澄限定の」

　冗談半分、本気半分といった感じで口にされた言葉が、彼中心になりつつある自分と重なった気がした。

　渉さんも私に夢中になってくれているのだと思うと、素直にうれしくて頬が緩む。

　私たちはお互いに依存しているのかもしれない。でも、それはただ相手を必要として深く愛しているというだけ。それなら決して悪いことではないだろう。

　少なくとも今は、彼の愛を存分に貪っていいはずだ。私は自ら彼の首に手を回して唇を重ね、淫らな戯たわむれに身を投じた。




　それから私たちは、ヴィラに出てエメラルドグリーンの海を眺めたり、おなかが空いたらホテルのレストランでマレーシア料理を堪能したり、気の向くままに過ごした。

　昼間からカクテルを飲みながら、それがぬるくなるのも構わずに抱き合うのは、なんとも言えない背徳感といやらしさがあった。いつにも増して感じる私の反応が気に入ったのか、さらに渉さんを焚きつけてしまい、何度も絶頂へと導かれた。

　おかげで、夜になった今はまったりとした空気に包まれている。

　私は部屋に備えつけられている簡易キッチンに立ち、グラスに液体を注いでいる。昼間はルームサービスでカクテルを頼んだが、今は材料を買ってきて自分で作っているのだ。

　今夜、私が選んだのはカウボーイ。ウイスキーにミルクを注ぎ、砂糖を加えるだけの簡単なもの。最後にナツメグを振りかけるのだが、せっかくなのでマレーシア料理によく使われるシナモンに変えてみた。

　カウボーイという力強そうな名前とは裏腹に、その味わいはとても優しくてまろやかだ。できあがったそれを渉さんに渡し、私もソファに座って口をつけた。

　ほっとひと息つき、私はおもむろに口を開く。

「今日、なににも縛られない時間を過ごしてみて気づいた。前はなにもなくても平気だったけど、こんなに幸せは感じなかったし、満たされはしなかったなって。渉さんのおかげで心が豊かになったんだろうな、きっと」

　彼の瞳がじっとこちらに向けられて、私はゆるりと口角を上げる。

「実はどんどん変わっていく自分に戸惑っていたんだけど、自然なことなんですよね。でも渉さんに夢中になりすぎて盲目になったり、仕事に影響が出たりしないようにしなくちゃ」

　それだけは気をつけないと……と自分に言い聞かせていると、渉さんは穏やかに微笑んで私の肩を抱き寄せる。

「大丈夫だよ、君がバーメイドの仕事を疎かにするとは思えないから。安心して、俺に溺れていて」

　彼がくれる言葉は、カウボーイよりずっと甘い。そして、私に自信をくれる。

　このカクテルが持つ意味のように、私は〝今宵もあなたを想う〟。私の人生は変わったけれど、この愛はいつまでも不変だ。




　――それから約七カ月が経った今も、私は昼間のバーメイドを続けている。

　変わったのは、ランチ時に提供するノンアルコールカクテルの新しい種類を考えて、採用してもらうようになったことだ。夜と同じように、そしてアルコールが苦手な人にも楽しんでもらいたいと思い、オーナーに提案したら快くＯＫをもらえた。

　なかなか好評のようだし、夜働かなくてもバーメイドとしての新たなやりがいを見つけられて、仕事はさらに充実している。

　そして、桜の蕾が膨らみ始めた今日、私たちは結婚式を挙げる。

　招待するのはお互いの親族や親しい友人、職場の仲間に絞ったが、厳かな式場でラグジュアリー感のあるおもてなしをするつもりだ。

　私はボリュームを抑えた上品なエンパイアドレスを纏い、渉さんがプレゼントしてくれたダイヤのティアラをつけている。こんな姿をしたいと望むようになるなんて、一年前の自分は想像もしなかった。

　私の花嫁姿を、唯一の親族である颯ちゃんが先ほど感慨深げに眺めていた。

『亜澄、ほんと変わったよな。明るくて綺麗になった』

　片割れである彼にストレートに褒められるとむず痒くて、私はうつむき気味に照れ笑いを浮かべた。

　そんな颯ちゃんも、もう父には縛られずに自分の人生を楽しんでいる。そうなるきっかけをくれた渉さんに彼も感謝していて、私たちの結婚も心から喜んでいた。

　渉さんのご両親もとてもいい人たちで、実の娘のようにかわいがってもらっている。私のチーフも、前のバーでよくしてくれていた先輩たちも、今まさに愛を誓い合おうとする私たちを見守っている。

　祭壇に向かって隣に立つのは、シルバーのタキシード姿もとても魅力的な旦那様。

　誓約を終えたあと指輪の交換をするために向き合い、ネオンブルーに輝くそれを乗せたリングピローが差し出される。この指輪は今日という日を迎えるまで大事に保管していた。

　渉さんが指輪を取るのを見て、ふと思い出す。彼は以前、こんなことを言った。

『カクテル言葉があるように、宝石にも意味があるのは知ってる？』

　なんとなく知ってはいたものの、どの宝石にどんな意味があるのか詳しくはわからない。曖昧な返答をすると、彼は私の鎖骨辺りで揺れるネックレスにそっと触れた。

『パライバトルマリンの宝石言葉は〝ルーツ〟。強いエネルギーを持っていて、明るい未来を創造する力があると言われている。お義母さんはずっと君を守ってくれていたのかもしれないね』

　渉さんの言う通り、このネックレスには母の思いも込められている気がして、改めて胸がじんとした。

　今、私の薬指には同じ色の石があしらわれた指輪が嵌はめられようとしている。しかしこれは、彼が私のためだけに用意してくれた唯一無二の愛の証だ。

　私の左手を取ってリングをすべらせる彼が、温かく凛とした声で告げる。

「これからも、俺が君の力になる。なにがあっても亜澄を愛し続けて、幸せにするよ」

　まるで輝きを失わない宝石のような言葉を与えられて、熱いものが込み上げた。潤む視界に、彼の左手を映す。

「私も、絶対渉さんを幸せにする」

　同じ想いを強く誓い、彼の指にもシンプルなリングを収めた。

　小さくてかまわないから、いつまでもふたりで幸福を感じていたいと願う。

　曇っていた私の過去を払うように、薄いベールが上げられる。クリアになった目の前で、私を見つめる彼が愛しそうに微笑んだ。




Ｅｎｄ
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